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先 生 方とともに
高 校 生の 今と 未来をつなぐ
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お客様
サービスセンター

編集部からのお知らせ

開催日時 ２０２1年3月27日（土）
 13 時30分 ～15時 40 分
形式 オンライン（Zoom）
参加費 無料
主催 （株）ベネッセコーポレーション
 VIEW21編集部

参加申し込み受け付け中！

右の２次元コード、または
下記URLからお申し込みください。
申し込み締め切り
2021年３月24日（水）

『VIEW21』の『　　　　　』への名称変更に伴い、　　　　　創刊記念セミナーを開催いたします。
ご多用の時期とは存じますが、多くの先生方のご参加を心よりお待ちしております。

プログラム
◎特別講演　将棋棋士　羽生善治　九段

「予測困難な時代を生きる私たち人間に求められていること」

◎基調講演　國學院大學　田村 学　教授
「コロナ禍の今こそ、『新学習指導要領』の要諦を改めて捉える」

◎分科会
 「新学習指導要領に基づく新教育課程の編成で必要な視点・考え方」
 事例校による実践発表とベネッセ文教総研による解説

 「ICT× 新学習指導要領 ×個別最適化
 ～GIGAスクール構想でどのような学びを実現するか～」

◎特別プログラム
若手教師による、「私が考える　　　　　　　 」の発表
＊プログラムの内容は、変更する可能性がございます。あらかじめご了承ください。
＊本セミナーへのご参加には、スマートフォン・タブレット・パソコンのいずれかが必要です。
　接続にかかる通信費用は、参加される方のご負担となります。
＊お問い合わせは、下段の「お客様サービスセンター」までお願いいたします。
＊本誌をお送りした封書に、本セミナーの詳しいご案内を同封しております。ぜひご覧ください。https://enquete.benesse.ne.jp/forms/o/we95866ed9/form.php

〈ビューネクスト〉

新名称

創刊記念セミナーのご案内

教育情報誌『VIEW21』は、2021年 4月、名称を変更いたします。
予測困難な時代だからこそ、今をしっかりと見つめ、未来を描く。

21世紀のその先も、
先生方の今に寄り添い続ける学校教育のパートナーとなることを目指します。

高校領域
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新課程に向けて描く「学校教育デザイン」

群馬県立吉井高校
　主体的・対話的で深い学びへ
実践　アクティブ・ラーニング

工業　石川県立工業高校　長田英史

現代文　兵庫県・私立百合学院中学校・高校　内橋朋子
　
指導変革の軌跡

北海道札幌北高校

特集

なが た ひでふみ

とも こ
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職歴８年目、私は神奈川県教育委員会生涯学

習課の勤務となりました。私も立案に加わった

グループ学習を軌道に乗せる前に、前任校を去るのは

心残りでした。しかし、乳幼児から高齢者までの多様

な人たちの学びに関する同課での仕事を通じて、自分

の視野が広がるのではないかと胸が膨らみました。

　実際、仕事は多岐にわたり、例えば、家庭教育の推

進を目的として、企業にノー残業デーの設定を働きか

ける業務では、各社に片っ端から電話をしました。電

話口で断られても諦めずに協力を取りつけ、10 社以

上訪問した月もありました。様々な業種の人と話し、

家庭教育や社会教育に触れ、学びは学校にとどまら

ず、一生涯続いていくものだと改めて感じました。

方で、教師以外の職を経験し、仕事の進め方に

迷いも生じていました。そうした時に出席し

たのが、東レ経営研究所元社長の佐々木常
つね

夫
お

氏による

「仕事のあり方」をテーマにした講演会です。そこで

話された、国際会議で上司が行う講演の原稿を佐々木

氏が作成した時のエピソードに、目からうろこが落ち

ました。その会議は３回目だったため、過去２回の講

演のうち、情熱と格調の高さが感じられた１回目の講

演を基に原稿を作成すると、上司からすぐＯＫが出た

そうです。「自分で一から考えるよりも、先達の知恵を

借りれば、効率も質も高まる。その学びの積み重ねの

先にイノベーションが生まれる」といった話でした。

　当時、記念誌などに掲載する教育長の挨拶文の作

成を担当していた私は、後ろめたさを感じながらも、

前年度の冊子の挨拶文を参考にしていました。しか

し、佐々木氏の「プアなイノベーションより
優れたイミテーションを」という言葉に、自身
の仕事の方向性が見えた思いがしました。

の後、学校に戻り、初めて進路指導グループの

総括教諭となった私は、全国の先進事例を研

究して自校に合った形で取り入れようと考え、まずは

同グループのみで行っていた出願指導検討会を見直し

ました。3学年団と進路指導グループの計10人の教

師で３年生を30人ずつ分担。担当者が調べた志望校

候補を10人全員で検討し、その結果を基に、担任が生

徒と面談して出願校を絞り込むようにしました。３学

年団の半数近くが若手教師だったため、負担を分散し

つつ、検討会を通じて指導ノウハウを学び、自信を持っ

て生徒を支援できるようにすることがねらいでした。

　進路指導グループの先輩教師と話し合い、ほかに

も2年次に第1志望宣言を行うなど、学校全体で希望

進路の実現を支援する体制を整えていきました。する

と、生徒が教師によく相談に来るようになりました。

面談の環境を整えようと、職員室の前の廊下に机と

椅子を並べたところ、学習についての質問も増えて

いきました。若手教師も、周囲に支えられながら自信

を持って生徒と面談ができるようになり、次第に生徒

からの相談が増え、信頼されるようになっていきまし

た。組織で生徒を支える重要性を実感しました。

　その後異動した現任校も若手教師が多く、指導の

継承が課題です。先達の知恵を学ぶことから自分の

やり方を生み出していき、周囲からイミテーション

される存在を目指したいと思います。

No. 024
神奈川県立神奈川総合高校

杉山崇裕 先生
すぎやま・たかひろ
◎教職歴16年。同校に赴任して１年目。総
括教諭。カリキュラム管理グループ。地理歴
史・公民科。単位制の同校では、教務担当が
生徒の履修相談に乗る。例年夏に行われる
後期入学者（＊）への履修説明会で、昨年
はコロナ禍のため、動画を作成して配信。
繰り返し見られると、新入生に好評だった。

神奈川県立神奈川総合高校　全日制／普通科／共学／１学年約 250人／2020 年度入試合格実績（現役のみ）国公立大は、お茶の水
女子大、東京外国語大、東京藝術大、横浜国立大などに30人が合格。私立大は、慶應義塾大、早稲田大などに延べ 453人が合格。
＊同校では、海外帰国生特別募集として、10月入学となる後期募集を実施している。
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柏木　今回の絵を描いた時の状況を教えてください。
矢野　この絵を描いたのは５月下旬の臨時休業中で、参加
する予定だった美術コンクールが開催されず、新たな目標

を探していた時でした。さらに、運動会も中止になり、応

援団席に掲げる巨大な団画を制作する機会もなくなりまし

た。美術科の3年生として悔しい思いをしていたところだっ

たので、自分の力を外部に発信できるチャンスをいただけ

てうれしかったです。

柏木　表紙の絵として選んだ作品以外にも、候補として何
点か描いてくれたんですよね。

矢野　はい。どの作品でも、先生と生徒の関係の近さを表
現しました。私が第二高校に入学して驚いたのは、職員室

にいつもたくさんの生徒がいて、先生と話をしていること

でした。臨時休業期間を通じて、先生とのコミュニケーショ

ンの大切さを改めて感じたので、先生と生徒のつながりを

絵で表現したいと思ったんです。

柏木　先生はとても身近な存在なんですね。
矢野　勉強のことも進路のことも相談しやすいです。この
絵についても、先生方からいろいろな意見をいただきまし

た。校長先生にもアドバイスをいただいたんですよ。

柏木　美術科の先生だけではなく、校長先生にもですか！
いろいろな人から意見をもらうことで、混乱することはな

いのですか。

矢野　美術では、意外な部分が評価されたり、指摘を受け
たりすることがよくあります。そして、試行錯誤を重ねた

作品が「強い作品」として評価されるんです。確かに、以

前は指摘を受ける中で、自分を否定されているような気持

ちになったこともありました。でも今は、他者の意見に対

して、「自分の知らない魅力を引き出そうとしてくれてい

る」と思えるようになりました。

柏木　自分では気づいていない魅力を他者が見つけてくれ
る……それってまさに、人間関係の礎として必要なものか

もしれません。

矢野　作品に対する批評をそのように受け止められるよう
になってからは、人間関係でも相手のよいところにまず目

が向くようになったんです。よいところをたくさん見つけ

て、すぐにそれを相手に伝えてあげようという気持ちで、

他者と向き合えるようになりました。

柏木　そうした他者のよいところを見つけようという気持
ちは、矢野さんが絵で伝えようとした、第二高校における

先生と生徒のコミュニケーションにも通じるものかもしれ

ませんね。第二高校の職員室の様子を、矢野さんと一緒に

鑑賞してみたいなと思いました！　ありがとうございまし

た。

学校で他者のよさを見つけながら、
人と人がつながっていく

熊本県立第二高校
３年生

矢野世
せ

怜
れ

那
な

さん

VIEW21 編集部
統括責任者

柏木 崇

表 紙制作者

聞き手

高 校 生 と の 対 話 で 描 く

1998 年 4 月号から生徒と教師の写真で飾られてきた本誌
表紙。2020 年 6 月号からは、臨時休業という想定外の状
況下で、学校での学びの価値を捉え直した生徒のアート作
品の力を借りて、引き続き、生徒と教師の関係を描きます。

矢野さんは、今回の表紙に掲載
した作品以外にも、写真と絵を
融合させたものなど、様々な手
法で作品を制作してくれた。下
は、矢野さんが第二高校の教師
に意見をもらうために提出した
制作途中のもの。

矢野さんが通う熊本県立第二高校の取り組みを、今号の
特集（P.16 ～ 20）で紹介しています。
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1974年2000年

『VIEW21』のルーツである『進研ニュース』は、進研模試のデータを盛り込みながら、大学入
試情報を中心に、教育に関する情報を先生方にお届けしてきました。９０年代に入ると、社会環
境や生徒の気質の変化などによって、学校現場が「進学指導」から「進路指導」にシフトした
ことに合わせ、「進路指導」中心の情報提供に編集方針を転換しました。
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共通一次試験案が衆目を集めていた大学入試の激
動期。本誌は、4ページのタブロイド紙として創刊。

より豊富な内容の大学入試情報をお届けするため
に、創刊 10 年を機にＢ５判の情報誌に。

21 世紀を見つめ、教育の「これから」を考える情
報誌として、『進研ニュース VIEW21』に名称を変更。

表紙を、「教師と生徒のコミュニケーション」をコンセ
プトにした写真に変更。以来、臨時増刊号を含め、140
組を超える「教師と生徒」が表紙を飾ってきた。

「進学指導」から
「進路指導」へ
現場の課題に対応
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先生方とともに歩んだ『VIEW21』の「これまで」
1974 年に創刊した本誌は、今号で通巻 386 号を数えます。日本の教育の変革の軌跡と、

2021年４月より『 VIEW next 』に名称を変更する本誌の、先生方とともに歩んだ「これまで」を振り返ります。

特別企画

◎共通第１次学力試験の初実施（1979年）
◎共通第１次学力試験に代わる大学入試センター試験の初実施（1990年）
◎中央教育審議会の答申「子供に『生きる力』と『ゆとり』を」（1996 年）
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2001年

　「
せ
ん
せ
ー
い
、
決
ま
り
ま
し
た
よ
お
ー
」
ベ

ネ
ッ
セ
の
学
校
担
当
者
が
、
進
路
室
の
あ
る
３
階

ま
で
大
声
で
叫
び
な
が
ら
階
段
を
駆
け
上
が
っ
て

き
た
。
１
９
９
４
年
10
月
に
開
始
し
た
「
福
岡
県

立
城
南
高
校
ド
リ
カ
ム
プ
ラ
ン
」
が
、『
Ｖ
Ｉ
Ｅ

Ｗ
21
』
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
の

だ
。入
社
２
、３
年
目
の
若
手
社
員
の
企
画
が
通
っ

た
と
あ
っ
て
、
企
画
を
売
り
込
ん
だ
私
た
ち(

城

南
高
校
職
員
３
人
組)

も
大
喜
び
。
ま
だ
当
時
、

海
の
も
の
と
も
山
の
も
の
と
も
分
か
ら
な
い
ド
リ

カ
ム
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
、
私
た
ち
は
こ
う
言
っ
て

売
り
込
ん
で
い
た
。「
い
い
？
　
こ
れ
は
絶
対
結

果
が
出
る
よ
。
で
も
ね
、
結
果
が
出
て
か
ら
載
せ

た
ん
じ
ゃ
あ
、
見
識
を
疑
わ
れ
る
。
こ
れ
か
ら
は

こ
ん
な
人
材
育
成
が
必
要
だ
か
ら
や
っ
て
る
。
進

路
実
績
う
ん
ぬ
ん
じ
ゃ
な
く
て
、そ
こ
こ
そ
を『
Ｖ

Ｉ
Ｅ
Ｗ
21
』
で
全
国
の
先
生
た
ち
に
伝
え
た
い
」

   

『
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ
21
』
は
、
全
国
の
高
校
の
先
生
方

に
と
っ
て
、
教
育
改
革
の
動
向
や
先
進
事
例
を
学

ぶ
、
進
路
指
導
の
教
科
書
で
し
た
。『
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ

21
』
を
通
じ
て
、
学
校
に
い
な
が
ら
、
全
国
の
先

生
と
誌
上
で
会
し
、
つ
な
が
っ
て
い
く
よ
う
な
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。『
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ
21
』を
媒
介
に
、

全
国
の
同
志
と
エ
ー
ル
を
交
換
し
て
い
ま
し
た
。

   

『
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ 

ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
』
に
な
っ
て
も
、
そ
の

使
命
は
変
わ
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
い
や
、
む
し

ろ
予
測
不
可
能
な
こ
れ
か
ら
だ
か
ら
こ
そ
、
未
来

の
創
り
手
た
ち
に
ま
す
ま
す
必
要
と
さ
れ
る
だ
ろ

う
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　『
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ
21
』
が
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
る
と

の
こ
と
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
30
年
以
上
、

拝
読
す
る
中
で
、
多
く
の
情
報
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
私
は
、『
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ
21
』
の
最
大
の

魅
力
は
、
常
に
現
場
に
寄
り
添
い
、
み
ん
な
で
未

来
の
教
育
を
育
て
て
い
こ
う
と
す
る
「
志
」
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
自
分
も
何
度
か
誌
面
に
登
場
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
全
国
の
先
進
的
な
先
生
方
と
交

流
す
る
中
で
視
野
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
た
と
感

謝
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
が
、
２
０
１
０
年

10
月
号
で
の
牧
島
勝か
つ

利と
し

先
生
（
栃
木
県
・
私
立
文

星
芸
術
大
学
附
属
高
校=

当
時
）、
藤ふ
じ
﨑さ
き

恭
一
先

生
（
鹿
児
島
県
立
川せ
ん

内だ
い

高
校=

当
時
）
と
の
議

論
で
す
。
熱
が
入
り
、
司
会
が
間
に
入
る
隙
も
な

く
、５
時
間
以
上
も
３
人
が
議
論
し
続
け
ま
し
た
。

自
分
た
ち
は
非
常
に
心
地
よ
く
話
を
す
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
す
が
、
そ
れ
を
４
ペ
ー
ジ
に
ま
と
め

る
編
集
部
の
方
は
大
変
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。

　
そ
う
い
っ
た
場
で
お
会
い
す
る
情
熱
を
持
っ
た

方
々
は
、
初
対
面
で
も
、
何
十
年
来
の
既
知
の
間

柄
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
私
は
、
19
年
度

末
で
公
立
高
校
を
退
職
し
ま
し
た
が
、『
Ｖ
Ｉ
Ｅ

Ｗ
21
』
で
の
経
験
が
、
現
在
の
仕
事
に
つ
な
が
っ

て
い
る
の
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
４
月
か
ら
の

『
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ 

ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
』
が
、
新
た
な
視
点
を
取

り
入
れ
な
が
ら
も
、
現
場
の
先
生
方
に
寄
り
添
う

と
い
う
姿
勢
は
崩
さ
ず
に
、
さ
ら
に
発
展
さ
れ
る

こ
と
を
祈
念
し
て
い
ま
す
。

２１世紀を迎えると、学力の多層化や進路観の多様化など、高校現場の状況はさらに変化し続け
ました。それに対応するように、本誌の特集のテーマも、「国際化を視野に入れた進路観の養成」
「学力多層化への対応」「保護者と『共有』する学校づくり」「『自立する高校生』をどう育てるのか」
「ＳＩを土台に新課程カリキュラムをつくる」など、多彩に。グローバル化への対応や科学技術
系人材育成のための研究事業も始まり、教育の「これから」を考える視点も増えていきました。

福岡県立城南高校の『ドリカムプラン』などの先駆的な取り組みは、継続
的に誌面で取り上げ、時代の中での進化を追いかけた。

スーパーサイエンスハイスクール（SSH）、スーパー・イングリッシュ・ラ
ンゲージ・ハイスクール (SELHi) といった新潮流は、臨時増刊号で詳説した。

教育の
「これから」を
考える視点が増える

未
来
の
創
り
手
の
教
科
書
で
あ
り
、

同
志
と
の
出
会
い
の
場
だ
っ
た

福
岡
県
・
福
岡
市
立
福
岡
西
陵
高
校
　校
長

和
田
美
千
代

未
来
の
教
育
を
育
て
る
「
志
」
と

現
場
に
寄
り
添
う
姿
勢
に
感
謝

ユ
マ
ニ
テ
ク
短
期
大
学

　学
監

ユ
マ
ニ
テ
ク
教
育
研
究
所
・
副
所
長

鈴
木
達
哉

先生方とともに歩んだ『VIEW21』の「これまで」

◎公立高校に完全学校週５日制導入（2002年）
◎高校で「総合的な学習の時間」の導入（2003年）
◎大学進学率が50％を突破（2009年）

主な出来事

2010

2005
2006

2004 年４月号からは、図版を大きく
掲載するなど、より見やすい誌面を目
指して、Ａ４判に変更。

特別企画
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2017年

　
高
校
２
年
生
、
９
月
。
真
っ
黒
に
日
焼
け
し
て

夏
休
み
も
部
活
動
に
打
ち
込
ん
だ
生
徒
た
ち
。
何

や
ら
そ
わ
そ
わ
し
て
落
ち
着
か
な
い
。
中
間
考
査

も
近
い
の
に
、
勉
強
に
身
が
入
っ
て
い
な
い
よ
う

だ
。
青
春
真
っ
た
だ
中
の
彼
ら
に
、
担
任
と
し
て

ど
ん
な
声
を
か
け
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
？
　
今
の

彼
ら
に
、
響
く
言
葉
は
何
だ
ろ
う
？
　
職
員
室
に

戻
る
と
、
机
上
に
『
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ
21
』
が
あ
っ
た
。

ペ
ー
ジ
を
め
く
る
と
、
部
活
動
と
勉
強
の
両
立
を

通
し
て
生
徒
の
人
間
性
を
高
め
て
い
る
実
践
事
例

が
載
っ
て
い
た
。
人
を
育
て
る
こ
と
の
価
値
を
熱

く
語
る
言
葉
が
、
そ
こ
に
は
あ
っ
た
。
巻
末
に
は

「
夏
休
み
前
後
の
指
導
」
と
い
う
企
画
。
全
国
の

先
生
方
も
、
２
学
期
の
指
導
に
悩
ん
で
い
た
。
読

み
進
め
る
と
、
私
は
肩
の
力
が
抜
け
て
い
く
の
を

感
じ
た
。「
生
徒
一
人
ひ
と
り
と
話
を
し
て
み
よ

う
」。
ネ
ク
タ
イ
を
外
し
、空
色
の
サ
ッ
カ
ー
シ
ャ

ツ
に
着
替
え
て
、私
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
向
か
っ
た
。
　

　
15
年
前
に
、
私
は
『
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ
21
』
と
出
合
い

ま
し
た
。
誌
面
に
登
場
す
る
先
生
方
を
尊
敬
し
、

目
標
と
し
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
前
任
校
で
当
時

新
た
な
試
み
だ
っ
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
・
評

価
や
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
用
い
た
授
業
を
取
材
し

て
も
ら
っ
た
時
は
う
れ
し
か
っ
た
で
す
し
、
全
国

の
先
生
方
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、

も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦
し
よ
う
と
思
い

ま
し
た
。『
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ
21
』
に
よ
っ
て
、「
１
人
で

挑
戦
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
全
国
の
先
生
方
と

一
緒
な
の
だ
」と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
私
は
、
進
ん
で
情
報
を
収
集
し
て
、
そ
れ
を

自
校
に
取
り
入
れ
て
い
く
タ
イ
プ
で
は
な
く
、
直

感
で
動
く
タ
イ
プ
の
校
長
で
し
た
。
そ
ん
な
私
で

も
、『
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ
21
』
だ
け
は
目
を
通
し
て
い
ま

し
た
。
山
梨
県
立
吉
田
高
校
に
校
長
と
し
て
赴
任

し
た
際
、
従
来
か
ら
の
教
育
目
標
に
疑
問
を
持
っ

て
い
た
私
は
、「
吉
田
高
校
グ
ラ
デ
ュ
エ
ー
シ
ョ

ン
ポ
リ
シ
ー
（
吉
高
Ｇ
Ｐ
）」
の
導
入
を
決
め
ま

し
た
。
学
校
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
ア
ッ
プ
し
て
間

も
な
く
、
編
集
部
か
ら
取
材
依
頼
が
あ
っ
た
時
に

は
、「
す
べ
て
の
高
校
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
チ
ェ
ッ

ク
し
て
い
る
の
か
」
と
驚
き
ま
し
た
。
継
続
取
材

の
打
診
に
、「
記
事
に
合
わ
せ
た
取
り
組
み
を
す

る
気
は
な
い
が
、
そ
れ
で
よ
け
れ
ば
」
と
、
横
柄

な
回
答
を
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
後
も
取

り
上
げ
て
い
た
だ
き
、
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　『
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ
21
』
の
発
信
力
は
凄
ま
じ
く
、
視

察
校
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
一
番
う
れ

し
か
っ
た
の
は
、記
事
を
読
ん
だ
生
徒
や
保
護
者
、

先
生
方
が
、
今
ま
で
以
上
に
学
校
に
誇
り
を
感
じ

て
く
れ
た
こ
と
で
し
た
。
創
立
80
周
年
の
節
目
の

年
だ
っ
た
だ
け
に
、こ
れ
以
上
な
い
喜
び
で
し
た
。

　
社
会
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
中
、
む
し
ろ
、

学
校
教
育
が
社
会
の
変
化
を
リ
ー
ド
す
る
ぐ
ら

い
の
気
概
が
必
要
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

『
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ 

ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
』
が
次
代
の
学
校
教
育
の

行
方
を
照
ら
し
、
先
進
的
な
取
り
組
み
に
寄
り
添

い
、
応
援
す
る
情
報
誌
に
な
ら
れ
る
こ
と
を
心
か

ら
祈
り
、
期
待
し
て
い
ま
す
。

ＡＩを始めとする技術革新やグローバル化の進展などを背景に、「主体性の育成」「変化を生き
抜く『軸』と『修正力』の育成」「多面的評価」など、生徒が自らの人生を切り拓くための資質・
能力の育成に焦点をあてた特集が多くなりました。アクティブ・ラーニングの先駆的な実践者
や、育成を目指す資質・能力を設定し、その実現を目指す学校改革の営みである「学校教育デ
ザイン」を描く取り組みを取り上げる企画もスタートしました。

探究学習やアクティブ・ラーニングにおける、
各校・各教師ならではの様々な実践を掘り下げた。

「学校教育デザイン」を描く取り組みの先進校、山梨県立吉田高校の実践は、
シリーズ特集として継続して紹介した。

生徒が自らの人生を
切り拓くための
資質・能力の育成に
焦点をあてる

人
と
人
と
を
つ
な
ぐ
場
で
あ
り
、

と
も
に
悩
み
、
挑
戦
さ
せ
て
く
れ
た

静
岡
県
立
御ご

殿て
ん

場ば

高
校

美み

那な

川が
わ

雄
一

次
代
の
行
方
を
照
ら
し
、

挑
戦
者
に
喜
び
と
誇
り
を
与
え
た

山
梨
県
立
吉
田
高
校

　前
校
長

髙た
か

保ほ

裕ゆ
う

樹き

◎東日本大震災発生（2011年）
◎高大接続改革に関する中央教育審議会の答申（2014年）
◎新学習指導要領に関する中央教育審議会の答申（2016年）

主な出来事

20152017

2017年４月号から
冊子全体をカラー化。
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2018年

　
私
の
仕
事
は
高
校
や
大
学
の
「
学
び
の
デ
ザ
イ

ン
」
な
の
で
、
高
校
の
先
生
方
の
興
味
・
関
心
や

挑
戦
が
満
載
の
『
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ
21
』
に
目
を
通
す
こ

と
は
必
須
で
す
。
そ
れ
は
、
高
大
接
続
や
高
大
連

携
の
観
点
か
ら
大
学
を
よ
く
す
る
こ
と
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。
学
び
に
お
い
て
高
校
と
大
学
が
つ
な

が
る
こ
と
が
、
人
材
育
成
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で

す
。『
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ
21
』は
、そ
の
活
動
の
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
私
を
支
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　『
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ
21
』
と
の
ご
縁
で
印
象
深
い
の
は
、

２
０
１
９
年
３
月
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。準
備
段
階
か
ら
、

参
加
者
の
学
び
を
ど
の
よ
う
に
デ
ザ
イ
ン
す
る
の

か
、
編
集
部
の
皆
さ
ん
と
議
論
を
重
ね
た
こ
と
が

懐
か
し
い
で
す
。
結
果
、
全
体
会
や
分
科
会
、
そ

し
て
後
日
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
な
ど
、
そ
の
構
造

や
プ
ロ
セ
ス
そ
の
も
の
が
学
び
の
理
論
に
沿
う
、

よ
い
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
な
り
ま
し
た
。
全
国
か

ら
集
ま
っ
た
、
多
様
な
経
験
を
持
つ
参
加
者
と
、

日
常
的
な
課
題
や
優
れ
た
教
育
実
践
を
共
有
で

き
た
こ
と
も
、私
の
大
き
な
財
産
に
な
り
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
従
来
の
授
業
観
・
教
育
観
の
転
換

が
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
が
、
私
は
硬
直
気
味
の

授
業
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
そ
し
て
学
校
全
体
を
見

直
す
よ
い
機
会
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。
ピ
ン
チ

は
チ
ャ
ン
ス
。予
測
困
難
な
世
の
中
だ
か
ら
こ
そ
、

生
徒
・
学
生
一
人
ひ
と
り
の
資
質
・
能
力
を
精
い
っ

ぱ
い
伸
ば
す
教
育
活
動
を
、
高
校
と
大
学
が
タ
ッ

グ
を
組
ん
で
実
現
さ
せ
ま
し
ょ
う
。『
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ 

ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
』
は
、
そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
私

た
ち
に
知
見
を
与
え
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。

答えが１つではない問いに向き合うことが求められる時代となり、互いの考えや思いを共有す
る重要性が高まる中、学校に「対話」の文化を創出することを目的に、誌面での情報発信にと
どまらず、ワークショップの形によるリアルな対話の場づくりにも挑戦しました。２０２０年４月
号からは、新型コロナウイルスの感染拡大、そして臨時休業という、まさに予測困難な状況下
での各校の取り組み、さらには生徒や教師の姿を取材し、教育の「これから」を考え続けました。

2019 年 3 月、カリキュラム・マネジメントの推進を目的としたワークショップ
を開催。全国から集まった高校教師が、課題や展望について存分に語り合った。

学校における
「対話」の文化の創出と
教育の「これから」
を提言

半
歩
未
来
を
見
据
え
て
、
生
徒
た
ち
と
本
気
で
向
き
合
い
、
ご
指
導
さ
れ

る
先
生
方
の
熱
量
を
取
材
を
通
し
て
感
じ
、
そ
こ
か
ら
多
く
を
学
ば
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。「
手
を
放
す
た
め
に
手
を
か
け
る
」。
取
材
し
た
先
生

か
ら
教
え
て
い
た
だ
い
た
言
葉
で
す
。
子
ど
も
の
自
立
に
何
が
必
要
な
の

か
を
捉
え
る
、
素
晴
ら
し
い
言
葉
だ
と
思
い
ま
す
。
先
生
方
に
負
け
な
い

よ
う
に
、未
来
を
見
据
え
、今
何
が
必
要
な
の
か
を
考
え
続
け
て
い
き
ま
す
。

ベ
ネ
ッ
セ
教
育
総
合
研
究
所
（『
V
I
E
W
21
』高
校
版 

前
編
集
長
）　

小
泉
和
義

『
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ
21
』
の
前
身
で
あ
る
『
進
研
ニ
ュ
ー
ス
』
創
刊
か
ら
47
年
、
通

巻
３
８
６
号
…
…
そ
の
歴
史
と
、
誌
面
を
通
じ
て
先
生
方
か
ら
い
た
だ
い

た
数
々
の
言
葉
の
重
み
を
、
今
回
の
特
別
企
画
を
通
じ
て
改
め
て
感
じ
ま

し
た
。『
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ
21
』
の
取
材
や
記
事
を
き
っ
か
け
に
多
く
の
先
生
方
が

出
会
い
、
そ
の
つ
な
が
り
が
広
が
っ
て
い
く
。
そ
れ
は
本
誌
が
追
求
し
続

け
る
、
あ
り
た
い
姿
の
１
つ
で
す
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
、
先
生
方
の
今

に
寄
り
添
う
こ
と
を
大
切
に
、
先
生
方
と
と
も
に
教
育
の
未
来
を
見
つ
め

て
ま
い
り
ま
す
。
　
　
　
　
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ
21
編
集
部
　統
括
責
任
者　
柏
木 

崇

創刊記念セミナー開催

３月２７日（土）
１３時３０分〜１５時４０分
〈オンラインにて〉

講演者	将棋棋士	羽生善治 九段
	 國學院大學	田村 学 教授　ほか

詳しくは裏表紙をご覧ください

ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
期
待
し
た
い

桐と
う

蔭い
ん

横
浜
大
学
　
副
学
長

森 

朋と
も

子こ

◎高校の新学習指導要領の告示（2018年）
◎新型コロナウイルスの感染拡大と臨時休業（2020年）
◎大学入試センター試験に代わる大学入学共通テストの初実施（2021年）

主な出来事

2019

2020 年６月号からは、臨時休業という想
定外の状況下で、学校での学びの価値を
捉え直した生徒の絵が表紙を飾った。

予測困難な時代だからこそ、
先生方とともに、教育の今を見つめ、

未来を描いてきたい

へ

先生方とともに歩んだ『VIEW21』の「これまで」特別企画
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〈ビュー21〉
高校版
2021
V o l u m e 6

2 月 C O N T E N T S
特別企画

特集

改良！　指導ツール　ビフォーアフター

主体的・対話的で深い学びへ　実践　アクティブ・ラーニング

指導変革の軌跡

２年生　インターンシップ報告書
改良会議実施校　秋田県立能

の

代
しろ

松
しょう

陽
よう

高校

	 32	 工業　石川県立工業高校　長
なが

田
た

英
ひで

史
ふみ

	 	 考える手がかりとなる知識を提示した上で
　　　　生徒に問いかけ、思考の深化を促す	
  36	 現代文　兵庫県・私立百合学院中学校・高校	内橋朋

とも

子
こ

	 	 「内化→外化→内化」のプロセスと、他者との協働で理解を深め、
　　　　主体的に文章に向かう態度を養う

北海道札幌北高校
探究学習
探究学習の手法を採り入れて教育活動を充実させ、
自立した学習者を育成

1

6

44

32

40

『VIEW21』最終号
─ 21のnextへ

◎新型コロナウイルスの感染拡大
による全国一斉の臨時休業とい
う前例のない状況でスタートした
2020 年度も、あと１か月余りとな
りました。高校教育においては、
大学入試センター試験に代わる大
学入学共通テストの初実施年度で
あり、節目の年とされていました
が、大学入試にとどまらない、教
育全体に大きな変化がもたらされ
た１年でした。そうした時代の大
きな転換点となった今年度、本誌
も新たなステージに進むことを表
明しました。前号でお伝えしまし
た通り、2021 年４月より、本誌は
名称を『VIEW next』に変更いた
します。これまで『VIEW21』をお
読みいただき、ありがとうございま
した。引き続き、『VIEW next』を、
よろしくお願いいたします。

『VIEW21』高校版
編集長　柏木崇

今号の刊行にあたって

─疑問や課題を解決！実践につながる！─　新課程レポート60

SDGsの視点で見る大学の学び
 52 解説　目標 2・8　	
 54 大学の学び　目標２　飢餓をゼロに
	 	 東京農業大学　国際食料情報学部
	 	 国際農業開発学科　熱帯作物学研究室	
	 	 実学主義の下、国際農業を学び、飢餓や食料問題の解決を目指す
 56 大学の学び　目標8　働きがいも経済成長も
	 	 同志社大学　政策学部　政策学科　岡本ゼミ	
	 	 グローカルな視点でのフィールドワークで、問題発見・解決能力を身につける

52

教師を育てた言葉たち

Reader’s VIEW

「プアなイノベーションより
優れたイミテーションを」
神奈川県立神奈川総合高校　杉山崇

たかひろ

裕

巻末

64

新課程に向けて描く　「学校教育デザイン」28

  群馬県立吉井高校
	 	 育成を目指す資質・能力を精選し、学年団の裁量を
	 	 担保することで、運用されるグランドデザインを実現

先生方とともに歩んだ『VIEW21』の「これまで」

シリーズ	教育の「これから」を考える
真価が問われる特別活動

58
第５回オンラインミーティング・リポート
「自由に語り合える場」の力を生かし、
新しい時代の指導をともに模索する

テーマ　新教育課程における教科「情報」のポイント

これからの進路指導のための　世の中トレンド解説

グローバル化
解説者	 早稲田大学	政治経済学術院　教授　
	 	 トランスナショナルＨＲＭ研究所　所長　白

しら

木
き

三秀

48

 8 　　　ホームルーム活動　
	 	 生徒主体のホームルーム活動で、集団への参画意識や協働性を育む
	 	 ●安心・安全な場づくりと、寄り添う指導で、生徒を自走へと導く
	 	 　北海道・市立札幌藻

も
岩
いわ
高校　１学年副主任・担任　石山智

とも
也
や

	 	 ●クラスへの帰属意識を持たせる生徒主体のＨＲ活動で、自立した「人財」を育む
	 	 　兵庫県立網

あ
干
ぼし
高校　２学年担任　石原　孟

たけし

 12 　　　生徒会活動　
	 	 自主自律の校是を体現しながら、想定外の時代を生きる力を身につける
	 	 宮崎県立宮崎大宮高校
 16 　　　学校行事
	 	 鑑賞と対話を通して、他者と自己を深く理解し、社会で求められる普遍的な力を身につける
	 	 熊本県立第二高校
 21 　

	 	 より質の高い学びの場となるために、これからの学校に求められていること
	 	 國學院大學　人間開発学部初等教育学科　教授　田村　学／長野県蘇

そ
南
なん
高校　校長　小川幸司

	 	 愛知県立豊
ゆたか
野
の
高校　進路指導主事　谷口明正／宮崎県立宮崎大宮高校　生徒指導主事・主幹教諭　渡

わたなべ
部祐

ゆういち
一

 26 生徒の・教師の・自校の・社会のNEXTを語り合うワークシート

https://berd.benesse.jp
本誌記事は、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイトでもご覧いただけます。

印刷製本／（株）協同プレス　編集協力／（有）ペンダコ　執筆協力／長谷川敦、中丸　満、二宮
良太　撮影協力／荒川　潤、岸　隆子、谷口　哲、鍋坂樹伸
＊本文中のプロフィールはすべて取材時のものです。また、敬称略とさせていただきます。
＊本誌記載の記事、写真の無断複写、複製及び転載を禁じます。
©Benesse Corporation 2021

3

若手教師・教育創造M
ミーティング

TGNEXTリーダーがオンライン＆
　　 オフラインで集まり、語り合う

事例

事例

事例

座談会
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教
育
の「
こ
れ
か
ら
」を
考
え
る

真
価
が
問
わ
れ
る

特
別
活
動

シ
リ

ー

ズ

3

特集

ホ
ー
ム
ル
ー
ム
活
動
、
生
徒
会
活
動
、
学
校
行
事
か
ら
成
る
特
別
活
動
は
今
年
度
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
多
く
の
学
校
で
延
期
や
中
止
と
な
っ
た
り
、

実
施
形
式
や
内
容
の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
り
し
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
こ
れ
ま
で
は
あ
ま
り
意
識
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
特
別
活
動
の
意
義
を
考
え
た
り
、

感
じ
た
り
し
た
教
師
、
そ
し
て
生
徒
は
少
な
く
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
新
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
、
ま
す
ま
す
重
要
視
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
特
別
活
動
。

各
校
に
お
い
て
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
に
基
づ
き
、
発
揮
さ
れ
る
べ
き
特
別
活
動
の
真
価
と
は
何
か
。
実
践
事
例
な
ど
を
通
じ
て
、
考
え
て
い
く
。

生徒会活動
「異年齢の生徒同士で協力し、学校生活の
充実と向上を図るための諸問題の解決に向
けて、計画を立て役割を分担し、協力して
運営することに自主的、実践的に取り組む
ことを通して」（＊）特別活動が目標に掲
げる資質・能力を育成することを目指す。

＊文部科学省「高等学校学習指導要領（平成30年告示）」より。
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事例  ホームルーム活動　▶P. 8 ─11

北海道・市立札幌藻
も

岩
いわ

高校
１学年副主任・担任

石山智
と も

也
や

兵庫県立網
あ

干
ぼし

高校　２学年担任

石原　孟
たけし

事例  生徒会活動　▶P. 12─15

宮崎県立宮崎大宮高校
事例  学校行事　▶P. 16 ─20

熊本県立第二高校
座談会 　▶P. 21─25

シリーズ特集「教育の『これから』を考える」に
登場した教師、識者が語る

「より質の高い学びの場となるために、
これからの学校に求められていること」

國學院大學　
人間開発学部初等教育学科　教授

田村　学
長野県蘇

そ

南
なん

高校　
校長

小川幸司
愛知県立豊

ゆたか

野
の

高校　
進路指導主事

谷口明正
宮崎県立宮崎大宮高校　
生徒指導主事・主幹教諭

渡
わ た な べ

部祐
ゆ う い ち

一

このマークのある図版は、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（https://berd.benesse.jp）からダウンロードできます。
「HOME→教育情報→高校向け」でご覧ください。

生徒の・教師の・自校の・社会の
NEXTを語り合うワークシート
今号の特集のテーマを
自校の教師同士で深める
ツールとして、ご活用ください
▶P. 26 ─27

ホームルーム活動
「ホームルームや学校での生活をよりよくするための課題を見い
だし、解決するために話し合い、合意形成し、役割を分担して
協力して実践したり、ホームルームでの話合いを生かして自己
の課題の解決及び将来の生き方を描くために意思決定して実践
したりすることに、自主的、実践的に取り組むことを通して」（＊）
特別活動が目標に掲げる資質・能力を育成することを目指す。

学校行事
「全校若しくは学年又はそれらに準ずる集団で協力し、よりよ
い学校生活を築くための体験的な活動を通して、集団への所属
感や連帯感を深め、公共の精神を養いながら」（＊）特別活動
が目標に掲げる資質・能力を育成することを目指す。
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２
０
１
９
年
度
に
、
高
校
教
師
に
な
っ

て
初
め
て
卒
業
生
を
送
り
出
し
た
石
山
智と

も

也や

先
生
は
、
20
年
度
、
１
学
年
の
担
任
と

な
っ
た
。
４
月
の
学
級
開
き
で
は
、
自
身

が
担
当
を
務
め
る
「
総
合
的
な
探
究
の
時

間
」
で
重
点
を
置
く
、
①
挑
戦
の
連
鎖
を

生
む
安
心
・
安
全
の
土
壌
、
②
協
働
を
生

む
多
様
性
の
土
壌
、
③
問
う
・
問
わ
れ
る

の
対
話
の
土
壌
、
④
地
域
や
社
会
に
開
か

れ
た
土
壌
の
４
点
を
、
Ｈ
Ｒ
活
動
に
お
い

て
も
大
切
に
し
よ
う
と
生
徒
に
伝
え
た
。

好
み
も
価
値
観
も
異
な
る
生
徒
で
構
成
さ

れ
る
Ｈ
Ｒ
で
、
各
自
が
持
つ
個
性
を
発
揮

し
、
学
び
合
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
が

石
山
先
生
に
は
あ
る
。

　「
昨
年
度
送
り
出
し
た
卒
業
生
は
３
年

間
担
任
を
務
め
ま
し
た
が
、
そ
の
時
も
学

び
合
い
の
で
き
る
ク
ラ
ス
を
目
指
し
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
私
が
指
導
し
て
、
生

徒
に
学
び
合
い
を
さ
せ
て
い
た
と
い
う
の

が
実
際
の
と
こ
ろ
で
し
た
。
そ
こ
で
、
今

年
度
は
、
生
徒
が
自
ら
学
び
合
う
よ
う
な

場
づ
く
り
に
徹
し
、
活
動
自
体
は
生
徒
に

任
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
」（
石
山
先
生
）

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
る
臨
時
休
業
が

明
け
た
６
月
、
担
任
裁
量
で
活
動
で
き
る

Ｌ
Ｈ
Ｒ
で
、
石
山
先
生
は
、
生
徒
か
ら
ク

ラ
ス
の
仲
が
深
ま
る
活
動
を
募
集
。
す
る

と
、「
人
狼
ゲ
ー
ム
」（
＊
１
）
が
挙
が
り
、

初
め
て
や
る
人
も
経
験
者
も
全
員
が
楽

＊１　村人チームと人狼チームに分かれて戦うゲーム。発言や態度を手がかりに、村人に紛れた人狼を推理していくため、自然とコミュニケーションが発生する。その特徴から、
親睦を深めるツールとしても利用されている。　＊２　2021年度新入生から１学年 240人となる。

生
徒
主
体
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
活
動
で
、

集
団
へ
の
参
画
意
識
や
協
働
性
を
育
む

　「
生
徒
の
学
校
に
お
け
る
基
礎
的
な
生
活
単
位
と
も
言
う
べ
き
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
集
団
を
基
盤
と
し
て
行
わ
れ
る
」
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
（
以
下
、
Ｈ
Ｒ
）
活
動
。

学
校
生
活
の
全
般
に
か
か
わ
る
事
柄
を
扱
う
、
特
別
活
動
の
中
心
と
な
る
教
育
活
動
で
あ
り
、

そ
れ
ら
を
通
じ
て
築
い
た
Ｈ
Ｒ
の
文
化
や
生
徒
間
の
人
間
関
係
は
、
教
育
活
動
全
般
の
土
台
と
な
る
。

２
０
２
０
年
度
、
１
学
年
担
任
、
２
学
年
担
任
を
そ
れ
ぞ
れ
務
め
る
教
師
に
、
ど
の
よ
う
な
ね
ら
い
で
Ｈ
Ｒ
活
動
を
行
い
、
活
動
を
工
夫
し
て
い
る
の
か
を
聞
い
た
。

安
心
・
安
全
な
場
づ
く
り
と
、

寄
り
添
う
指
導
で
、生
徒
を
自
走
へ
と
導
く

北
海
道
・
市
立
札
幌
藻も

岩い
わ

高
校
　１
学
年
副
主
任
・
担
任
　石
山
智と

も

也や

ホームルーム
活動

事例

い
し
や
ま
・
と
も
や

教
職
歴
５
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
５
年
目
。
１
学
年
副
主
任
・

担
任
。「
総
合
的
な
探
究
の
時

間
」
１
学
年
担
当
。
数
学
科
。

北
海
道
・
市
立
札
幌
藻
岩
高
校

◎
卒
業
ま
で
に
目
指
す
資
質
・
能
力
と
し
て
、「
こ

と
ば
の
力
、
考
え
る
力
、
想
い
浮
か
べ
る
力
、
試
そ

う
と
す
る
力
、
や
り
抜
く
力
」
か
ら
成
る
「
Ｍ
Ｏ
Ｉ

Ｗ
Ａ
５
Ｂ
ｓ
」
を
設
定
。「
学
び
方
の
徹
底
指
導
」
を

行
う
こ
と
で
、
適
切
な
学
び
方
の
土
台
の
上
に
、「
Ｍ

Ｏ
Ｉ
Ｗ
Ａ
５
Ｂ
ｓ
」
を
身
に
つ
け
、
社
会
の
多
様
な

場
面
で
活
躍
で
き
る
人
材
の
育
成
を
図
っ
て
い
る
。

◎
設
立
　
１
９
７
3
（
昭
和
48
）
年

◎
形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

◎
生
徒
数
　
１
学
年
約
３
２
０
人
（
＊
２
）

◎
２
０
２
０
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）　

国
公
立
大
は
、
小
樽
商
科
大
、
北
海
道
教
育
大
、

北
海
道
大
、
弘
前
大
、
岩
手
大
、
山
形
大
な
ど
に

76
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
北
星
学
園
大
、
北
海

学
園
大
、
北
海
道
科
学
大
、
東
京
理
科
大
、
明
治
大
、

同
志
社
大
な
ど
に
延
べ
４
１
７
人
が
合
格
。

◎U
R
L

　h
ttp

s://w
w

w
.m

o
iw

a-h
.sap

p
o

ro
-c.

ed.jp

他
者
の
多
様
な
考
え
を
伝
え
、

自
身
の
考
え
を
相
対
化
さ
せ
る
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し
め
る
チ
ー
ム
分
け
を
し
て
、
生
徒
だ
け

で
活
動
を
進
め
た
。

　「
臨
時
休
業
を
経
験
し
た
生
徒
た
ち
は
、

人
と
会
っ
て
話
せ
る
大
切
さ
を
強
く
感
じ

て
い
た
の
で
し
ょ
う
。全
員
が
協
力
し
て

ゲ
ー
ム
を
盛
り
上
げ
、『
ク
ラ
ス
の
一
員
に

な
れ
た
気
が
し
た
』と
い
っ
た
声
が
多
数

上
が
り
ま
し
た
」（
石
山
先
生
）

　
石
山
先
生
は
、
進
路
講
演
会
な
ど
が
行

わ
れ
る
と
、
生
徒
が
書
い
た
講
演
会
の
振

り
返
り
の
中
か
ら
、
ク
ラ
ス
で
共
有
し
た

い
内
容
や
先
生
自
身
の
気
づ
き
を
Ｓ
Ｈ
Ｒ

で
話
し
て
い
る
。
ま
ず
は
自
分
の
考
え
を

持
ち
、
そ
の
上
で
他
者
の
多
様
な
考
え
を

知
れ
ば
、
生
徒
は
そ
れ
と
比
較
し
て
自
身

の
考
え
を
メ
タ
認
知
す
る
こ
と
が
で
き
、

思
考
の
深
ま
り
や
視
野
の
広
が
り
に
つ
な

が
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
自
分

と
は
違
う
考
え
で
も
受
け
止
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、
安
心
・
安
全
な
場
が
つ
く
ら

れ
て
い
く
と
考
え
る
か
ら
だ
。

　「
教
室
の
掲
示
板
（
写
真
１
）
を
利
用

す
る
な
ど
、日
頃
か
ら
私
の
考
え
を
発
信

し
、そ
れ
を
聞
い
た
生
徒
が
自
分
の
考
え

を
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る
場
づ
く
り
を
心
が

け
て
い
ま
す
。教
師
側
か
ら
生
徒
が
発
言

し
や
す
い
雰
囲
気
を
つ
く
れ
ば
、
生
徒
も

『
自
分
も
発
言
し
て
い
い
ん
だ
』
と
思
え
、

Ｈ
Ｒ
活
動
に
お
い
て
生
徒
同
士
の
対
話
が

生
ま
れ
や
す
く
な
り
ま
す
」（
石
山
先
生
）

　
生
活
習
慣
の
定
着
で
は
、
新
た
な
取
り

組
み
を
始
め
た
。
遅
刻
の
多
い
生
徒
と
面

談
を
し
て
遅
刻
の
理
由
を
探
り
、
帰
宅
後

か
ら
翌
朝
家
を
出
る
ま
で
の
行
動
を
リ
ス

ト
化
し
て
、
で
き
た
か
ど
う
か
を
生
徒
自

身
が
チ
ェ
ッ
ク
表
に
記
入
す
る
と
い
う
も

の
だ
。「
何
時
に
起
き
た
の
？
」「
○
時
で

す
」「
何
時
に
寝
た
の
？
」「
○
時
で
す
」

「
寝
る
時
刻
が
遅
い
よ
ね
。な
ぜ
か
な
？
」

と
い
っ
た
対
話
を
通
じ
て
行
動
を
自
覚
さ

せ
、遅
刻
し
な
い
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば

よ
い
か
を
考
え
さ
せ
て
い
る
。

　「
反
省
文
を
書
か
せ
て
も
、生
徒
の
心
が

動
い
た
気
が
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、

生
徒
が
行
動
を
可
視
化
す
る
支
援
に
徹
し

た
と
こ
ろ
、
生
徒
は
起
床
時
刻
や
家
を
出

る
時
刻
の
遅
さ
に
気
づ
き
、
遅
刻
し
な
い

た
め
の
行
動
を
自
ら
決
め
て
実
行
し
、
遅

刻
を
し
な
く
な
り
ま
し
た
」（
石
山
先
生
）

　
朝
の
チ
ェ
ッ
ク
表
の
記
入
は
、
周
り
の

生
徒
も
見
て
い
る
。
す
る
と
、
自
分
も
生

活
習
慣
を
正
し
た
い
と
い
う
生
徒
が
出
て

き
て
、
取
り
組
み
が
広
が
っ
て
い
る
。

　
そ
う
し
た
Ｈ
Ｒ
活
動
で
の
安
心
・
安
全

の
場
づ
く
り
は
、
教
科
学
習
の
土
台
と
な

る
と
、
石
山
先
生
は
言
う
。

　「
学
び
合
い
を
通
じ
て
『
分
か
ら
な
い
』

『
教
え
て
ほ
し
い
』
と
言
い
合
え
る
関
係

が
築
か
れ
る
と
、
分
か
ら
な
い
こ
と
は
恥

ず
か
し
い
こ
と
で
は
な
い
と
い
っ
た
マ
イ

ン
ド
セ
ッ
ト
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
は
、
授

業
で
理
解
で
き
な
い
点
を
放
っ
て
お
か
ず

に
質
問
す
る
姿
勢
に
も
つ
な
が
り
ま
す
」

　
そ
う
し
た
生
徒
の
意
識
が
顕
著
に
表
れ

た
の
が
、
冬
季
休
業
明
け
の
課
題
テ
ス

ト
を
返
却
し
た
日
の
Ｓ
Ｈ
Ｒ
だ
っ
た
。
テ

ス
ト
の
平
均
点
が
他
ク
ラ
ス
に
比
べ
て
下

が
っ
て
い
た
た
め
、
石
山
先
生
は
「
ど
う

し
て
、
こ
う
い
う
結
果
に
な
っ
た
の
だ
ろ

う
」と
問
い
か
け
た
。
す
る
と
生
徒
か
ら
、

「
学
級
閉
鎖
で
学
校
に
来
ら
れ
な
か
っ
た

か
ら
だ
」
と
い
っ
た
意
見
が
挙
が
っ
た
。

　「
実
は
12
月
に
、
２
週
間
の
学
級
閉
鎖

が
あ
り
ま
し
た
。『
各
教
科
の
プ
リ
ン
ト

や
解
説
動
画
が
あ
っ
た
よ
ね
？
』
と
聞
く

と
、『
疑
問
点
が
あ
っ
て
も
、
教
室
で
の

授
業
と
は
違
っ
て
、
す
ぐ
に
は
周
り
に
質

問
で
き
な
い
の
で
、
勉
強
が
し
に
く
か
っ

た
』
と
い
っ
た
回
答
が
生
徒
か
ら
返
っ
て

き
ま
し
た
。
学
び
合
い
や
疑
問
点
を
放
っ

て
お
か
な
い
こ
と
の
大
切
さ
を
、
改
め
て

実
感
し
た
の
で
し
ょ
う
。
Ｓ
Ｈ
Ｒ
の
後
、

教
室
の
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
『
ル
ー
ル
を

決
め
て
友
達
と
勉
強
す
る
』
と
書
き
込
ま

れ
て
い
ま
し
た
（
写
真
２
）」（
石
山
先
生
）

　
２
年
生
進
級
時
に
は
、ク
ラ
ス
替
え
が

あ
る
。石
山
先
生
は
、「
こ
の
ク
ラ
ス
で
の

体
験
を
基
に
、自
ら
が
次
の
ク
ラ
ス
の
核
に

な
り
、新
し
い
仲
間
と
学
び
合
う
ク
ラ
ス

を
築
こ
う
」
と
生
徒
に
呼
び
か
け
て
い
る
。

「
分
か
ら
な
い
」と
言
い
合
え
る

関
係
が
学
力
向
上
の
土
台
に

写真２　教室のホワイトボードには、今後の定期考査
などの日程が書かれてあり、それに向けた生徒の意気
込みや取り組みの内容が書き込まれている。

写真１　教室の掲示板には、生徒が講演会を振り返っ
て、考えを深められるように、石山先生が書いた講演
会のメモなどを掲示している。
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Ｈ
Ｒ
活
動
の
方
針
に
「
自
他
共
に
最
幸

に
で
き
る
自
立
型
人
間
の
育
成
」を
掲
げ

る
兵
庫
県
立
網あ

干ぼ
し

高
校
の
石
原
孟た

け
し

先
生

は
、生
徒
た
ち
に
、自
分
１
人
の
幸
せ
で
は

な
く
、
周
り
の
幸
せ
も
願
い
、
実
現
し
よ

う
と
す
る
志
を
抱
い
て
ほ
し
い
と
語
る
。

　「
学
校
教
育
の
目
的
は
、
一
人
ひ
と
り

が
替
え
の
利
か
な
い
『
人
財
』
の
育
成
で

す
。
生
き
る
力
を
高
め
、
自
ら
人
生
を
切

り
拓
い
て
い
け
る
勇
気
と
実
行
力
を
生
徒

に
育
む
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
」

　
同
校
の
生
徒
は
、
穏
や
か
で
素
直
で
あ

り
、
人
の
話
を
よ
く
聞
く
半
面
、
受
け
身

で
お
と
な
し
い
傾
向
が
あ
る
。
そ
う
し
た

生
徒
を
自
立
型
人
間
に
導
く
よ
う
な
Ｈ
Ｒ

活
動
を
、
石
原
先
生
は
意
識
し
て
い
る
。

　「
Ｈ
Ｒ
活
動
の
年
間
35
時
間
の
授
業
時

間
と
し
て
割
り
あ
て
ら
れ
て
い
る
う
ち
、

担
任
裁
量
で
活
用
で
き
る
６
～
７
時
間

で
、
協
働
す
る
集
団
づ
く
り
を
行
う
と
と

も
に
、
普
段
か
ら
生
徒
主
導
に
よ
る
ク
ラ

ス
運
営
を
進
め
て
い
ま
す
」

　
例
え
ば
、
毎
日
の
Ｓ
Ｈ
Ｒ
で
は
、
ク
ラ

ス
委
員
長
が
進
行
役
と
な
り
、
副
委
員
長

や
日
直
の
生
徒
と
と
も
に
連
絡
事
項
の
伝

達
や
プ
リ
ン
ト
の
配
布
な
ど
を
行
う
。
週

１
回
の
Ｌ
Ｈ
Ｒ
も
、
ク
ラ
ス
委
員
長
が
司

会
を
務
め
て
生
徒
の
み
で
話
し
合
う
。

　
そ
の
よ
う
に
、
生
徒
が
主
体
的
に
動
け

る
よ
う
、
学
級
開
き
で
は
、
石
原
先
生

が
冒
頭
紹
介
し
た
Ｈ
Ｒ
活
動
の
方
針
を
伝

え
、
毎
週
発
行
す
る
学
級
通
信
に
お
い
て

も
石
原
先
生
が
ク
ラ
ス
に
か
け
る
期
待
を

表
明
し
、「
自
分
た
ち
が
ク
ラ
ス
を
つ
く

る
」
と
い
っ
た
意
識
を
生
徒
に
浸
透
さ
せ

て
い
る
。
ま
た
、
ク
ラ
ス
を
主
導
で
き
そ

う
な
生
徒
に
、「
ク
ラ
ス
委
員
に
な
ら
な

い
か
」
と
個
別
に
声
を
か
け
て
い
る
。

　「
ク
ラ
ス
委
員
が
頑
張
る
姿
を
見
て
、

周
り
の
生
徒
は
自
然
と
協
力
す
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
学
級
開
き
か
ら
１
か
月
も
経

て
ば
、
生
徒
だ
け
で
Ｈ
Ｒ
活
動
を
行
え
る

よ
う
に
な
り
ま
す
」（
石
原
先
生
）

　
ク
ラ
ス
委
員
が
決
ま
る
と
、
ク
ラ
ス
目

標
を
ク
ラ
ス
全
員
で
話
し
合
っ
て
立
て
る
。

今
年
度
担
任
を
務
め
て
い
る
２
学
年
の

ク
ラ
ス
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
臨
時
休

業
が
明
け
た
６
月
の
Ｈ
Ｒ
活
動
で
、
目
指

す
ク
ラ
ス
像
な
ど
を
話
し
合
う
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
行
い
、「
感
謝
」「
謙
虚
」
な
ど
、

８
つ
の
目
標
を
掲
げ
た
（
写
真
１
）。
そ

し
て
、
学
期
末
や
学
校
行
事
後
に
は
、
８

つ
の
目
標
の
到
達
度
を
10
点
満
点
で
生
徒

各
自
が
自
己
評
価
し
、
ク
ラ
ス
全
体
の
平

均
を
レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー
ト
で
示
し
た
。

　「
自
己
評
価
は
、
ク
ラ
ス
を
俯
瞰
し
て

写真１　今年度受け持っている２学年のクラスでは、
生徒たちが話し合い、「感謝」「謙虚」「信頼・協力」「夢中」
「目標をもつ」「時を守る・場を清める・礼を尽くす」「自
律」「健全・清潔」の８つをキーワードとしたクラス目
標を設定した。目標が書かれたシートは教室に掲示し、
さらにラミネート加工したシートを、生徒は各自の机
の上に貼っている。

学
級
開
き
か
ら
始
ま
る
生
徒
の

集
団
の
一
員
と
し
て
の
自
覚

ク
ラ
ス
へ
の
帰
属
意
識
を
持
た
せ
る

生
徒
主
体
の
Ｈ
Ｒ
活
動
で
、自
立
し
た「
人
財
」を
育
む

兵
庫
県
立
網あ

干ぼ
し

高
校

　２
学
年
担
任

　石
原
孟た

け
し

兵
庫
県
立
網
干
高
校

◎
姉
妹
校
と
の
交
流
を
軸
と
し
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

研
修
、
看
護
・
保
育
の
就
業
体
験
、
地
域
行
事
へ
の

参
加
な
ど
、
国
際
理
解
教
育
や
キ
ャ
リ
ア
教
育
な
ど

を
活
発
に
展
開
。２
０
２
０
年
度
の
探
究
学
習
で
は
、

１
・
２
年
生
が
味み

噌そ

の
製
造
か
ら
販
売
ま
で
を
体
験

し
、
働
く
こ
と
の
意
義
を
考
え
た
。

◎
設
立
　
１
９
７
９
（
昭
和
54
）
年

◎
形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

◎
生
徒
数
　
１
学
年
約
１
６
０
人

◎
２
０
２
０
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）　
国

公
立
大
は
、
秋
田
大
、
山
口
大
、
徳
島
大
、
愛
媛

大
、
神
戸
市
外
国
語
大
、
兵
庫
県
立
大
、
下
関
市

立
大
に
７
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
京
都
産
業
大
、

近
畿
大
、
関
西
学
院
大
、
神
戸
学
院
大
な
ど
に
延

べ
２
３
８
人
が
合
格
。

◎U
R
L

　h
ttp

s://d
m

zcm
s.h

yo
g

o
-c.ed

.jp
/

aboshi-hs/

い
し
は
ら
・
た
け
し

教
職
歴
10
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
２
年
目
。
２
学
年
担
任
。
理

科
（
生
物
）。
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ク
ラ
ス
の
問
題
を
見
い
だ
し
、
そ
の
解
決

に
向
け
て
自
分
の
で
き
る
こ
と
を
考
え
さ

せ
る
た
め
に
行
っ
て
い
ま
す
。
視
野
を
広

く
持
ち
、
集
団
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を

促
す
ね
ら
い
が
あ
り
ま
す
」（
石
原
先
生
）　

　
ほ
か
に
も
、
朝
の
小
テ
ス
ト
で
合
格

点
を
獲
得
す
る
と
金
色
の
シ
ー
ル
（「
黄

金
の
シ
ー
ル
」）
を
貼
る
活
動
（
写
真
２
）

を
行
っ
た
り
、
分
散
登
校
中
は
ク
ラ
ス

メ
ー
ト
に
励
ま
し
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
り

合
う
活
動
を
行
っ
た
り
と
、
工
夫
を
凝
ら

し
た
活
動
を
通
じ
て
、
ク
ラ
ス
の
団
結
力

や
帰
属
意
識
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

　
生
徒
が
３
年
生
に
な
っ
た
時
、
希
望
進

路
の
実
現
に
向
け
て
自
走
で
き
る
た
め
の

力
の
育
成
に
も
力
を
入
れ
る
。
生
徒
は
各

自
手
帳
を
持
ち
、
そ
れ
に
目
標
や
予
定
を

書
い
て
、
い
つ
ま
で
に
何
を
す
べ
き
か
を

考
え
、
目
標
を
達
成
し
た
か
ど
う
か
を
振

り
返
る
。
ま
た
、
模
擬
試
験
の
振
り
返
り

を
行
う
Ｈ
Ｒ
活
動
で
は
、
志
望
校
の
入
試

か
ら
逆
算
し
て
、
時
期
ご
と
に
自
分
が
す

べ
き
学
習
を
考
え
る
よ
う
促
し
て
い
る
。

　「
志
望
校
合
格
に
向
け
て
頑
張
る
の
は
、

生
徒
自
身
で
す
。
３
年
生
に
な
る
ま
で
に

自
律
的
・
計
画
的
に
学
ぶ
姿
勢
が
身
に
つ

く
よ
う
、
低
学
年
次
か
ら
先
を
見
据
え
た

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
」（
石
原
先
生
）

　
先
を
見
通
す
姿
勢
は
、
普
段
の
ク
ラ
ス

運
営
で
も
生
徒
に
意
識
さ
せ
て
い
る
。
例

え
ば
、
ク
ラ
ス
委
員
長
は
担
任
に
代
わ
っ

て
Ｈ
Ｒ
活
動
の
運
営
を
、
副
委
員
長
や
各

委
員
は
委
員
長
の
仕
事
を
、
そ
の
他
の
生

徒
は
各
委
員
の
仕
事
を
率
先
し
て
行
う
と

い
っ
た
具
合
に
、
自
分
の
役
職
や
立
場
よ

り
も
１
つ
上
の
仕
事
を
す
る
よ
う
、
生
徒

に
伝
え
て
い
る
。

　
そ
う
し
た
活
動
を
地
道
に
積
み
上
げ
て

い
く
と
、
次
第
に
生
徒
は
集
団
の
中
で
自

分
に
何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
、
行
動
す

る
習
慣
を
身
に
つ
け
て
い
く
。
今
年
度
の

ク
ラ
ス
の
生
徒
は
、
担
当
を
決
め
な
く
て

も
、
率
先
し
て
黒
板
を
消
し
た
り
、
プ
リ

ン
ト
を
配
っ
た
り
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　「
自
律
的
な
集
団
を
つ
く
る
に
は
、
教

師
が
ル
ー
ル
を
守
ら
せ
る
よ
り
も
、
集
団

へ
の
帰
属
意
識
が
高
ま
る
よ
う
な
雰
囲
気

や
文
化
を
つ
く
り
上
げ
る
の
が
効
果
的
だ

と
考
え
て
い
ま
す
」（
石
原
先
生
）

　
ク
ラ
ス
が
ま
と
ま
る
に
連
れ
て
、
相
手

の
目
を
見
て
挨
拶
す
る
、
授
業
に
集
中
で

き
て
い
な
い
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
を
注
意
す
る

な
ど
、
生
活
態
度
も
変
わ
っ
て
い
く
と
言

う
。
ク
ラ
ス
の
居
心
地
が
よ
く
、
自
分
を

出
す
こ
と
や
周
囲
と
か
か
わ
る
こ
と
を
た

め
ら
わ
な
い
生
徒
が
増
え
る
の
だ
。

　「
生
徒
が
大
人
に
な
っ
た
時
、
自
分
が

し
た
よ
い
経
験
を
次
の
世
代
に
も
伝
え
た

い
と
思
う
よ
う
な
、
30
年
後
の
生
徒
に
も

響
く
教
育
を
し
て
い
く
こ
と
が
、
私
の
目

標
で
す
」（
石
原
先
生
）

『ホームルーム通信』では、先生方の実践を基に、
ＨＲ活動や生徒への接し方のポイントを紹介しています

　多くの先生がクラス担任を経験されます
が、ＨＲ活動などの進め方は先生個々に任
されている学校が大半のようです。教育委
員会が行う初任者研修などは教科指導が中
心であるため、特に若手の先生方からクラ

ス運営に対する悩みをよく伺います。先輩のクラス運営を見て学ぶといった暗
黙知の継承も、中堅の先生が少ない学校では難しい状況にあり、よい指導を言
語化して引き継ぐことが課題であると捉えています。
　そうした課題のお役に立てていただきたいと考え、『ホームルーム通信』を
年５回発行しています。元気なクラスづくりのためのヒントとなるよう、担任
を受け持つ先生のクラス運営の実践、面談などでの生徒への接し方のポイント、
生徒の声かけに役立つデータの活用方法の３本立てでお届けしています。
　全国の先生方を取材する中で、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けて、
生徒主体のＨＲ活動を試行錯誤されている状況が分かってきました。生徒一人
ひとりが当事者意識を高めて、クラス全体や仲間に自分がどのように貢献でき
るのかを考え、行動を起こす経験は、社会で生きる力につながると考えていま
す。生徒主体のＨＲ活動の実現に向けて日々奮闘する先生方をつなげるコミュ
ニティーづくりも、今後、『ホームルーム通信』で支援したいと考えています。

Benesse High School Onlineでは、過去３年間の『ホームルーム通信』をご覧いただけます。
http://www.bhso.ne.jp 　トップページの指導＞担任＞クラス担任先生の教室「ホームルーム通信」

ベネッセコーポレーション
『ホームルーム通信』
編集長

藤川恵
けい

史
し

１
つ
上
の
役
職
の
仕
事
を
意
識

さ
せ
、先
を
見
通
す
姿
勢
を
育
む

写真２　週 3 回朝行われる国語・数学・英語の小テス
トで合格すると、それぞれ赤・青・黄のシールを、３
教科すべてに合格すると、金色のシールを貼ることが
できる。自分たちの努力の軌跡をキラキラしたシール
で表すことで、生徒の学習姿勢が前向きになる。
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旧
制
中
学
校
を
前
身
と
し
、
創
立
１
３

２
年
を
迎
え
た
宮
崎
県
立
宮
崎
大
宮
高

校
。
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
伝
統
の

中
で
、
宮
崎
大
宮
高
校
と
し
て
の
あ
り
方

を
体
現
す
る
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
の
が
生
徒
会
活
動
だ
。

　
同
校
に
と
っ
て
生
徒
会
活
動
は
、
役
員

と
な
っ
た
一
部
の
生
徒
に
偏
っ
た
活
動
で

は
な
く
、
役
員
な
ど
で
は
な
い
生
徒
も
生

徒
会
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
学

校
生
活
の
充
実
と
向
上
を
図
る
た
め
に
、

主
体
的
、
自
治
的
に
行
わ
れ
る
活
動
で
あ

る
。
新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
歓

迎
遠
足
、
文
化
祭
や
体
育
大
会
な
ど
、
ほ

と
ん
ど
の
学
校
行
事
に
お
い
て
、
生
徒
か

ら
実
行
委
員
を
募
り
、
企
画
・
運
営
を
生

徒
が
主
体
と
な
っ
て
行
う
。
さ
ら
に
、
準

備
、
渉
外
、
広
報
、
当
日
の
進
行
な
ど
、

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
か
か
わ
る
生
徒
も
募
集

す
る
。
ス
タ
ッ
フ
を
希
望
す
る
生
徒
は
非

常
に
多
く
、
学
校
行
事
に
よ
っ
て
は
、
抽

選
や
志
望
理
由
を
基
に
し
た
選
考
が
行
わ

れ
る
ほ
ど
だ
。

　
生
徒
会
を
ま
と
め
、
生
徒
全
体
と
し
て

の
意
思
決
定
へ
と
導
く
の
が
、
総
務
委
員

会
と
呼
ば
れ
る
組
織
で
、
生
徒
会
長
に
あ

た
る
総
務
委
員
長
を
筆
頭
に
、
書
記
、
会

計
、
幹
事
な
ど
、
８
人
の
生
徒
で
構
成
さ

れ
る
。
総
務
委
員
会
は
各
行
事
の
実
行
委

員
会
と
連
携
し
て
、
そ
の
企
画
・
運
営
に

あ
た
る
が
、
こ
れ
か
ら
の
高
校
生
活
の
あ

り
方
を
教
師
や
保
護
者
と
話
し
合
う
の

も
、
同
校
の
総
務
委
員
会
の
特
徴
だ
。
例

え
ば
近
年
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の

携
帯
電
話
の
校
内
持
ち
込
み
や
朝
の
課
外

学
習
な
ど
に
つ
い
て
、
総
務
委
員
会
が
保

護
者
や
教
師
と
話
し
合
い
、
そ
の
内
容
を

生
徒
総
会
で
さ
ら
に
議
論
し
、
再
度
、
保

護
者
や
教
師
と
の
合
意
形
成
を
図
っ
た
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
携
帯
電
話
の
校

内
持
ち
込
み
に
つ
い
て
は
、
２
０
２
０
年

度
途
中
か
ら
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

が
、
そ
の
ル
ー
ル
は
全
生
徒
対
象
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え
て
、
総
務
委
員
会

が
作
成
し
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
諮
っ
て
採
用
さ
れ

た
も
の
だ
。
時
に
は
、
同
校
の
生
徒
会
活

動
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
に
、
総
務
委
員

会
の
生
徒
は
先
進
校
を
視
察
す
る
。

　　「
生
徒
会
は
大
宮
の
宝
」。
そ
れ
は
、
同

自
主
自
律
の
校
是
を
体
現
し
な
が
ら
、

想
定
外
の
時
代
を
生
き
る
力
を
身
に
つ
け
る

宮
崎
県
立
宮
崎
大
宮
高
校

「
異
年
齢
の
生
徒
同
士
で
協
力
し
、
学
校
生
活
の
充
実
と
向
上
を
図
る
た
め
の
諸
問
題
の
解
決
に
向
け
て
、
計
画
を
立
て
役
割
を
分
担
し
、
協
力
し
て
運
営
す
る
こ
と
に
自
主
的
、

実
践
的
に
取
り
組
む
」教
育
活
動
で
あ
る
生
徒
会
活
動
。
宮
崎
県
立
宮
崎
大
宮
高
校
で
は
、生
徒
会
が
主
体
と
な
り
、校
是
に
掲
げ
ら
れ
る「
自
主
自
律
」の
精
神
を
継
承
し
て
い
る
。

教
師
や
保
護
者
と
協
働
し
な
が
ら
行
わ
れ
る
生
徒
会
活
動
の
実
践
と
、
そ
こ
で
育
ま
れ
る
資
質
・
能
力
に
つ
い
て
、
同
校
の
生
徒
と
教
師
に
話
を
聞
い
た
。

生徒会活動
事例

宮
崎
県
立
宮
崎
大
宮
高
校

◎
「
自
主
自
律
」「
稚
心
を
去
れ
」「
質
実
剛
健
」
を

校
是
に
掲
げ
、
知
・
徳
・
体
の
調
和
の
と
れ
た
た
く

ま
し
い
人
材
の
育
成
を
目
指
す
。
２
０
２
０
年
に
文

部
科
学
省
「
Ｗ
Ｗ
Ｌ
（
ワ
ー
ル
ド
・
ワ
イ
ド
・
ラ
ー

ニ
ン
グ
）
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
構
築
支
援
事
業
に
お
け

る
『
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
拠
点
校
』」
に
指
定
。

◎
設
立
　
１
８
８
９
（
明
治
22
）
年

◎
形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
・
文
科
情
報
科
／
共
学

◎
生
徒
数
　
１
学
年
約
３
６
０
人

◎
２
０
２
０
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）　

国
公
立
大
は
、
東
京
大
、
京
都
大
、
大
阪
大
、
九

州
大
、
宮
崎
大
な
ど
に
２
１
３
人
が
合
格
。
私
立

大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
法
政
大
、
明
治
大
、
同
志

社
大
な
ど
に
延
べ
１
９
０
人
が
合
格
。

◎U
RL

　http://www.m
iyazaki-c.ed.jp/m

iyazakiohm
iya-h/

index.htm
l

教
師
、
保
護
者
と
と
も
に

学
校
の
あ
り
方
を
考
え
る

生
徒
会
活
動
へ
の
憧
れ
が

同
校
を
志
望
す
る
動
機
に
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校
が
中
学
生
向
け
に
発
信
す
る
学
校
紹
介

媒
体
な
ど
で
、
度
々
登
場
す
る
言
葉
だ
。

生
徒
の
主
体
的
、
自
治
的
な
行
動
を
尊
重

す
る
同
校
の
姿
勢
は
、
21
年
度
の
学
校
案

内
の
巻
頭
言
で
、
中
学
生
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
贈
っ
て
い
る
の
が
総
務
委
員
長
で
あ
る

こ
と
か
ら
も
分
か
る
。
そ
う
し
た
「
生
徒

会
は
大
宮
の
宝
」
と
い
う
学
校
風
土
は
、

同
校
を
志
望
す
る
中
学
生
に
も
、
学
校
の

魅
力
と
し
て
確
実
に
伝
わ
っ
て
い
る
と
、

20
年
６
月
か
ら
第
１
３
１
期
総
務
委
員
会

の
委
員
長
を
務
め
て
い
る
２
年
生
の
岩
井

亜
由
美
さ
ん
は
言
う
。

　「
中
学
３
年
生
の
時
に
参
加
し
た
宮
崎

大
宮
高
校
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
で
、
生

徒
会
や
実
行
委
員
会
の
先
輩
た
ち
が
自
分

た
ち
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
進
行
す
る
立
派
な

姿
を
見
て
驚
き
ま
し
た
。
私
は
、
生
徒
一

人
ひ
と
り
が
よ
い
集
団
を
つ
く
ろ
う
と
す

る
意
識
を
持
つ
宮
崎
大
宮
高
校
の
総
務
委

員
会
に
入
り
た
く
て
、
こ
の
学
校
を
第
一

志
望
に
し
ま
し
た
」

　
第
１
３
１
期
総
務
委
員
会
の
幹
事
と
し

て
、
岩
井
さ
ん
と
と
も
に
活
動
し
た
１
年

生
の
迫さ

こ

井い

颯そ
う

汰た

さ
ん
も
、「
中
学
校
の
生

徒
会
で
は
、
生
徒
が
す
る
こ
と
は
先
生
が

決
め
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
宮
崎
大
宮
高

校
で
は
、
自
主
自
律
の
校
是
の
下
、
何
を

す
る
か
を
生
徒
同
士
で
話
し
合
っ
て
、
自

由
に
決
め
ら
れ
ま
す
」
と
、
同
校
の
生
徒

会
で
の
や
り
が
い
と
責
任
を
語
る
。

　「
新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

で
新
入
生
に
話
す
内
容
も
、
生
徒
だ
け
で

考
え
て
い
ま
す
。
先
生
か
ら
任
さ
れ
て
い

る
か
ら
、
み
ん
な
の
た
め
に
な
る
活
動
を

し
よ
う
と
い
う
意
識
に
な
り
ま
す
。
生
徒

が
こ
れ
ほ
ど
自
由
に
活
動
で
き
る
の
は
、

生
徒
が
し
た
い
こ
と
と
先
生
た
ち
が
生
徒

に
し
て
も
ら
い
た
い
こ
と
が
一
致
し
て
い

る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
」（
迫
井
さ
ん
）

総務委員会作成
のパンフレット

総
務
委
員
会
幹
事

１
年
生

迫
井
颯
汰
　

さ
こ
い
・
そ
う
た

生
徒
会
担
当
・
生
徒
指
導
部

川
崎
真
琴
　

か
わ
さ
き
・
ま
こ
と

教
職
歴
25
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

４
年
目
。
保
健
体
育
科
。

総
務
委
員
会
総
務
委
員
長

２
年
生

岩
井
亜
由
美
　

い
わ
い
・
あ
ゆ
み

生
徒
指
導
主
事
・
主
幹
教
諭

渡
部
祐
一

わ
た
な
べ
・
ゆ
う
い
ち

教
職
歴
37
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

４
年
目
。
英
語
科
。

生
徒

教
師

で
進
め
る 

学
校
行
事
に
お
け
る
生
徒
会
の
役
割

生
徒
主
体

20
年
度
は
実
施
が
か
な
わ
な
か
っ
た
が
、
例
年
、

入
学
式
実
施
前
の
新
１
年
生
を
対
象
に
、
校
歌
・

応
援
歌
の
練
習
、
ク
イ
ズ
形
式
で
進
行
す
る
校

内
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
部
活
動
紹
介
な
ど

を
行
う
。
新
入
生
へ
の
歌
唱
指
導
や
校
内
案
内

な
ど
を
担
当
す
る
チ
ュ
ー
タ
ー
は
、 

新
２
、
３

年
生
か
ら
募
集
。
意
気
込
み
な
ど
を
書
い
た

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
基
に
、
総
務
委
員
会
が

チ
ュ
ー
タ
ー
を
選
考
す
る
。
チ
ュ
ー
タ
ー
指
導

や
当
日
の
運
営
も
総
務
委
員
会
が
行
う
。

新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

1宮
崎
北
高
校
、
宮
崎
西
高
校
、
宮
崎
南
高
校
、

そ
し
て
宮
崎
大
宮
高
校
の
県
立
４
校
に
よ
る
野

球
の
交
流
戦
。
20
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て

中
止
と
な
っ
た
。
例
年
、
全
校
生
徒
が
吹
奏
楽

部
の
演
奏
に
乗
せ
て
応
援
合
戦
を
繰
り
広
げ

る
。
応
援
指
導
は
総
務
委
員
会
と
応
援
団
が

担
当
す
る
。
４
校
で
は
、
生
徒
会
活
動
に
関
す

る
交
流
も
行
い
、
行
事
ご
と
の
生
徒
会
の
動
き

や
役
員
の
公
約
な
ど
に
つ
い
て
も
共
有
し
て
い

る
。

４
校
定
期
戦

2中
学
３
年
生
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
と
し
た
学

校
説
明
会
。学
校
説
明
や
部
活
動
紹
介
の
ほ
か
、

校
内
の
案
内
や
中
学
生
へ
の
学
習
指
導
も
行

う
ス
タ
ッ
フ
で
あ
る
チ
ュ
ー
タ
ー
を
約
１
０
０

人
、
１
、 

２
年
生
の
各
ク
ラ
ス
か
ら
募
集
す
る
。

チ
ュ
ー
タ
ー
の
指
導
は
総
務
委
員
会
が
担
当
。

20
年
度
は
７
月
下
旬
に
予
定
し
て
い
た
オ
ー
プ

ン
ス
ク
ー
ル
を
、
９
月
と
10
月
に
生
徒
の
み
の

参
加
で
実
施
。
県
内
外

か
ら
６
０
０
人
以
上
の

中
学
生
が
参
加
し
た
。

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

3同
校
最
大
の
行
事
。
実
行
委
員
を
募
集
・ 

選
考

し
、
７
月
か
ら
本
格
的
な
準
備
に
入
り
、
９
月

に
開
催
。
内
容
は
、
ク
ラ
ス
対
抗
の
合
唱
コ
ン

ク
ー
ル
、
各
文
化
部
の
公
演
や
展
示
・
発
表
、

全
校
生
徒
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
。 

例
年
、

多
く
の
地
域
住
民
が
来
校
す
る
が
、
20
年
度
は

無
観
客
、
短
縮
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
実
施
し
た
。

弦げ
ん

月げ
つ

祭
（
文
化
祭
）

4
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20
年
３
月
の
臨
時
休
業
に
始
ま
る
コ
ロ

ナ
禍
で
も
、
総
務
委
員
会
を
始
め
と
す
る

生
徒
会
活
動
に
お
い
て
、同
校
の
校
是
「
自

主
自
律
」
の
精
神
は
十
分
に
発
揮
さ
れ
た
。

　「
私
た
ち
第
１
３
１
期
総
務
委
員
会
は
、

『
変
幻
自
在
』
を
活
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と

し
て
掲
げ
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
で
、
学

校
行
事
を
例
年
通
り
に
行
う
こ
と
が
難
し

い
状
況
で
し
た
が
、
宮
崎
大
宮
高
校
の
新

し
い
伝
統
を
つ
く
る
機
会
だ
と
考
え
ま
し

た
。
積
み
上
げ
た
こ
と
が
一
瞬
で
白
紙
に

戻
る
よ
う
な
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
が
、
ど
う
す
れ
ば
去
年
に
近
づ
け
る
か
、

去
年
を
超
え
ら
れ
る
か
を
追
求
し
続
け
ま

し
た
。
想
定
外
の
こ
と
が
起
き
る
か
ら
こ

そ
、
例
年
以
上
に
様
々
な
ケ
ー
ス
を
想
定

し
、
行
事
の
進
行
も
細
か
く
決
め
て
生
徒

会
で
共
有
し
た
と
こ
ろ
、
合
唱
コ
ン
ク
ー

ル
な
ど
で
も
、
全
生
徒
が
そ
の
企
画
の
流

れ
を
理
解
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
全
う

し
て
く
れ
た
の
で
、
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」（
岩
井
さ
ん
）

　
長
い
歴
史
を
持
つ
同
校
の
総
務
委
員
会

の
活
動
の
中
で
も
、
20
年
度
ほ
ど
臨
機
応

変
な
動
き
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
は
な
か
っ

た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
生
徒
会
活
動
の
成
果

や
失
敗
を
今
年
度
は
特
に
丁
寧
に
検
証

し
、
後
輩
に
伝
え
よ
う
と
し
た
（
写
真
）。

　「
学
校
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
に
今
す

ぐ
に
で
も
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
、
コ
ロ

ナ
禍
で
の
生
徒
会
運
営
に
お
け
る
気
づ
き

を
後
輩
た
ち
に
ど
う
伝
え
る
か
、
そ
う

い
っ
た
こ
と
を
考
え
な
が
ら
、
振
り
返
り

な
ど
に
臨
ん
で
い
ま
し
た
」（
岩
井
さ
ん
）

　
生
徒
会
活
動
を
通
じ
た
成
長
を
、
幹
事

の
迫
井
さ
ん
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
総
務
委
員
会
の
活
動
を
広
く
知
っ
て

も
ら
う
た
め
に
、
会
報
を
発
刊
し
ま
し
た
。

製
作
を
続
け
る
中
で
、
独
善
的
に
な
ら
な

い
よ
う
に
、
視
野
を
広
く
持
ち
、
伝
え
方

に
気
を
配
る
こ
と
を
意
識
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
生
徒
会
活
動
で
の
、

学
年
や
ク
ラ
ス
を
超
え
て
協
働
す
る
過
程

で
、
生
徒
会
活
動
や
課
外
活
動
と
勉
強
を

両
立
す
る
人
な
ど
、
尊
敬
で
き
る
仲
間
と

出
会
い
ま
し
た
。
自
分
も
忙
し
さ
を
言
い

訳
に
せ
ず
、
目
の
前
の
こ
と
に
全
力
を
尽

く
そ
う
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　
岩
井
さ
ん
も
、
同
校
に
は
生
徒
同
士
で

協
働
す
る
中
で
向
上
心
が
育
ま
れ
て
い
く

風
土
が
あ
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
る
。

　「
み
ん
な
が
頑
張
っ
て
い
る
様
子
を
見

て
、
私
も
『
も
っ
と
自
分
に
で
き
る
こ
と

は
な
い
だ
ろ
う
か
』
と
考
え
た
く
な
り
ま

す
。
お
互
い
に
高
め
合
い
な
が
ら
、
学
校

生
活
を
よ
り
よ
い
も
の
に
す
る
こ
と
が
、

宮
崎
大
宮
高
校
の
生
徒
会
活
動
に
お
け
る

自
主
自
律
だ
と
思
い
ま
す
」

　
生
徒
会
活
動
に
お
け
る
自
主
自
律
を
実

現
す
る
た
め
に
、
同
校
の
教
師
た
ち
は
ど

の
よ
う
に
生
徒
に
か
か
わ
っ
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。
生
徒
指
導
主
事
の
渡わ

た

部な
べ

祐ゆ
う

一い
ち

先

生
は
、「
自
主
自
律
を
理
解
す
る
た
め
に

必
要
な
生
徒
へ
の
声
か
け
を
工
夫
し
て
い

る
」
と
説
明
す
る
。

　「
生
徒
に
『
個
性
と
我
の
違
い
は
何
だ

と
思
う
？
』
と
尋
ね
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

『
こ
れ
が
ダ
メ
』『
こ
う
し
な
さ
い
』
と
、

生
徒
の
言
動
一
つ
ひ
と
つ
を
指
導
す
る
の

で
は
な
く
、
自
主
自
律
と
は
ど
の
よ
う
な

状
態
な
の
か
、
そ
の
答
え
に
自
分
の
力
で

た
ど
り
着
け
る
よ
う
に
、
も
っ
と
高
い
視

座
を
育
む
よ
う
な
問
い
か
け
を
生
徒
に
す

る
こ
と
が
教
師
の
役
割
で
す
」

写真　３時間以上、議論を交わし、多様
な意見が出された文化祭の反省会の議事
録。「引き継ぎが円滑な分、生徒の動き
は早く、４月に『文化祭の企画です』と、
生徒から提案があるほどです。本校では、
行事のことは教師よりも生徒の方が詳し
いのです」（川崎先生）

前
例
の
な
い
状
況
の
中
で

他
者
と
の
協
働
を
経
験
し
た

自
主
自
律
を
理
解
す
る
た
め
の

声
か
け
が
必
要
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渡
部
先
生
の
そ
う
し
た
考
え
は
、
生
徒

に
も
理
解
さ
れ
て
い
る
。

　「
生
徒
総
会
の
進
め
方
な
ど
を
相
談
し

た
時
も
、
私
の
質
問
に
答
え
て
く
だ
さ
っ

た
後
、
先
生
は
、『
そ
も
そ
も
岩
井
さ
ん

は
ど
ん
な
気
持
ち
な
の
？
』『
ど
う
す
れ

ば
み
ん
な
の
た
め
に
な
る
と
思
う
？
』
な

ど
と
問
い
か
け
、
私
が
よ
り
高
い
視
座
で

考
え
ら
れ
る
よ
う
、
助
言
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。先
生
た
ち
は
私
た
ち
を
野
放
し

に
し
て
い
る
よ
う
で
、実
は
よ
く
見
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
」（
岩
井
さ
ん
）

　
コ
ロ
ナ
禍
で
様
々
な
活
動
が
制
限
さ
れ

た
中
で
も
、
生
徒
は
「
自
主
自
律
」
の
精

神
を
体
現
し
、
伝
統
を
引
き
継
い
で
い
っ

た
と
、
生
徒
会
担
当
の
川
崎
真
琴
先
生
は

振
り
返
る
。

　「
携
帯
電
話
の
校
内
持
ち
込
み
に
つ
い

て
生
徒
総
会
で
話
し
合
っ
た
時
も
、
自
分

の
希
望
ば
か
り
を
主
張
し
が
ち
な
下
級
生

に
、『
ほ
か
の
人
の
思
い
を
想
像
し
な
い

で
持
論
を
押
し
通
そ
う
と
す
る
な
ん
て
、

大
宮
生
と
は
言
え
な
い
の
で
は
な
い
か
』

と
上
級
生
が
一
喝
す
る
な
ど
、
学
校
と
い

う
社
会
の
中
で
の
物
事
の
考
え
方
を
生
徒

同
士
で
示
し
合
っ
て
き
ま
し
た
。
わ
が
ま

ま
な
気
持
ち
で
突
っ
走
り
そ
う
に
な
っ
た

時
も
、
先
輩
や
同
級
生
か
ら
気
づ
き
を
得

て
、
周
り
の
意
見
を
聞
き
、
他
者
の
気
持

ち
を
感
じ
取
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の

で
す
。
例
年
よ
り
も
少
な
い
準
備
時
間
で
、

携
帯
電
話
の
校
内
持
ち
込
み
と
い
う
大
き

な
テ
ー
マ
を
議
論
す
る
生
徒
総
会
を
円
滑

に
進
め
ら
れ
る
の
か
心
配
で
し
た
が
、
杞

憂
で
し
た
。
総
務
委
員
会
の
生
徒
た
ち
は
、

き
ち
ん
と
計
画
を
立
て
て
総
会
を
迎
え
、

閉
会
後
に
は
、
次
の
生
徒
総
会
へ
の
引
き

継
ぎ
を
念
頭
に
、
い
つ
も
の
よ
う
に
丁
寧

な
振
り
返
り
を
行
い
ま
し
た
」

　
生
徒
会
活
動
を
通
し
た
生
徒
の
変
化

を
間
近
に
見
て
き
た
川
崎
先
生
は
、「
対

話
を
通
し
て
自
分
の
思
考
を
深
め
る
力
な

ど
、
授
業
に
つ
な
が
る
資
質
・
能
力
を
、

生
徒
は
生
徒
会
活
動
を
通
し
て
身
に
つ
け

て
い
る
」
と
語
り
、
生
徒
会
活
動
が
ほ
か

の
教
育
活
動
に
よ
い
影
響
を
与
え
て
い
る

こ
と
を
実
感
し
て
い
る
。
自
主
自
律
の
実

現
と
資
質
・
能
力
の
向
上
が
有
機
的
に
結

び
つ
い
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
宮
崎
大
宮
高

校
は
県
内
有
数
の
進
学
校
と
し
て
の
歴
史

を
積
み
重
ね
て
き
た
の
だ
ろ
う
。

　「
丁
寧
に
声
か
け
を
繰
り
返
し
、
自
分

の
あ
り
方
を
考
え
さ
せ
る
こ
と
で
、
ど
の

学
校
の
生
徒
も
必
ず
主
体
的
に
な
っ
て
い

く
」
と
確
信
す
る
渡
部
先
生
は
、
そ
の
基

本
ス
タ
ン
ス
は
他
校
に
赴
任
し
て
も
変
わ

る
も
の
で
は
な
い
と
語
る
。

　「
ど
の
学
校
の
生
徒
会
活
動
に
も
、
生

徒
主
体
の
活
動
と
、
教
師
主
導
の
活
動
が

あ
り
、
そ
の
２
つ
の
比
率
が
違
う
だ
け
で

す
。
重
要
な
の
は
、
そ
の
比
率
は
教
師
の

生
徒
へ
の
接
し
方
で
変
え
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
教
師
主
導
の
活
動

が
多
い
学
校
で
も
、『
君
た
ち
は
絶
対
に

で
き
る
、
伸
び
る
』
と
声
を
か
け
て
、
教

師
が
指
導
の
バ
ラ
ン
ス
を
変
え
て
い
け

ば
、
生
徒
は
変
わ
り
ま
す
。『
う
ち
の
生

徒
は
変
わ
ら
な
い
』
の
で
は
な
く
、
教
師

が
今
ま
で
の
や
り
方
を
変
え
ら
れ
な
い
だ

け
だ
と
、
私
は
思
っ
て
い
ま
す
（
図
）」

　
宮
崎
大
宮
高
校
の
生
徒
手
帳
に
は
、
生

徒
会
活
動
の
意
義
は
「
爽
や
か
な
学
校
生

活
を
実
現
す
る
た
め
」
と
記
さ
れ
て
い
る

と
、
迫
井
さ
ん
は
教
え
て
く
れ
た
。

　「
爽
や
か
な
学
校
生
活
を
目
指
し
て
他

者
の
た
め
に
活
動
す
る
と
、
周
囲
か
ら
自

分
に
も
よ
い
影
響
を
与
え
て
も
ら
え
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
私
は
、
自
分
の
た

め
で
は
な
く
、
社
会
の
た
め
に
何
か
を
残

そ
う
と
す
る
の
が
人
生
な
の
で
は
な
い
か

と
、
生
徒
会
活
動
を
通
じ
て
学
び
ま
し
た
」

（
迫
井
さ
ん
）

生徒
主体

生徒
主体

生徒主体の割合が
大きい学校

教師主導の割合が
大きい学校

教師
主導

教師
主導

割合は
変えられる

生徒会活動における生徒と教師の関係図

＊取材内容を基に編集部で作成。

「生徒に任せただけでは、質のよい自主自律は実現しません」と、
渡部先生は語る。生徒に任せながらも、よい集団をつくるための声
かけを教師が続け、気づきを促す。「生徒主体だから迷走すること
もあります。本校でも、自主自律を取り違え、服装などの生活規範
が乱れた時期がありました。ただ、その時も教師が管理を強めるの
ではなく、生活委員会の生徒に声をかけ、生徒からの変化を求めま
した。主体性が尊重される中で自分を律する経験が重要なのです」

主
体
的
な
生
徒
会
活
動
を

実
現
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の

特集
真価が問われる特別活動
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熊
本
県
立
第
二
高
校
美
術
科
は
、
１

年
次
に
海
外
研
修
旅
行
を
予
定
し
て
い
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

を
受
け
て
、「
ベ
ネ
ッ
セ
ア
ー
ト
サ
イ
ト

直
島
」（
以
下
、「
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｎ
」）
で
の
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
に
変
更
し
た
。「
Ｂ

Ａ
Ｓ
Ｎ
」
は
、
瀬
戸
内
海
の
直
島
、
豊て

島し
ま

、

犬
島
を
舞
台
に
株
式
会
社
ベ
ネ
ッ
セ
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
と
公
益
財
団
法
人
福
武
財

団
が
展
開
す
る
ア
ー
ト
活
動
の
総
称
で
、

世
界
的
な
建
築
家
で
あ
る
安
藤
忠
雄
氏
の

設
計
に
よ
る
、
ホ
テ
ル
と
美
術
館
が
一
体

と
な
っ
た
ベ
ネ
ッ
セ
ハ
ウ
ス
や
、
地
域
固

有
の
自
然
や
文
化
の
中
に
配
置
さ
れ
た
現

代
ア
ー
ト
は
、
他
に
類
を
見
な
い
作
品
と

し
て
高
く
評
価
さ
れ
、
国
内
外
か
ら
多
く

の
訪
問
客
を
集
め
て
い
る
。
山
本
朝の

り

昭あ
き

校

長
は
、「
困
難
な
状
況
下
で
、
チ
ャ
ン
ス

を
創
り
出
す
経
験
を
し
て
も
ら
い
た
か
っ

た
」
と
、「
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｎ
」
の
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
企
画
に
至
っ
た
思
い
を
語
る
。

　「
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
、
学
校
行
事
を

始
め
と
す
る
、
こ
れ
ま
で
あ
た
り
前
だ
っ

た
教
育
活
動
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
様
々
な
制
限
の
中
で
も
、
発
想

と
工
夫
次
第
で
、
今
ま
で
以
上
に
質
の
高

い
活
動
が
で
き
る
こ
と
を
生
徒
に
実
感
し

て
も
ら
い
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
海
外
で

な
く
て
も
、
美
術
科
の
１
年
生
に
必
要
な

経
験
が
で
き
る
場
所
、
さ
ら
に
、
そ
の
経

験
を
普
通
科
や
理
数
科
に
も
還
元
で
き
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
考
え
た
時
に
、『
Ｂ
Ａ
Ｓ

Ｎ
』
と
い
う
選
択
肢
が
浮
か
ん
だ
の
で
す
」

　
同
校
の
教
師
は
、「
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｎ
」
の
エ

デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
担
当
と
オ
ン
ラ
イ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
重
ね
、
地
域
と
か
か
わ

り
合
う
ア
ー
ト
を
体
験
し
な
が
ら
、「
自

分
た
ち
が
学
ぶ
美
術
を
通
じ
て
、
ど
の
よ

う
な
社
会
貢
献
が
で
き
る
の
か
」
を
考
え

研修旅行日程図１

＊学校資料を基に編集部で作成。

• 安藤忠雄氏講演
• ベネッセハウス ミュージアム鑑賞
•グループで 1日の気づきを共有

•「家プロジェクト」フィールドワーク
• グループワーク「新しい作品、若しくは

社会システムの提案」
• 地中美術館鑑賞
•グループワーク・発表

• 犬島のアートプロジェクト鑑賞

１日目
（直島）

２日目
（直島）

３日目
（犬島）

鑑
賞
と
対
話
を
通
し
て
、他
者
と
自
己
を
深
く
理
解
し
、

社
会
で
求
め
ら
れ
る
普
遍
的
な
力
を
身
に
つ
け
る

熊
本
県
立
第
二
高
校

「
全
校
若
し
く
は
学
年
又
は
そ
れ
ら
に
準
ず
る
集
団
で
協
力
し
、
よ
り
よ
い
学
校
生
活
を
築
く
た
め
の
体
験
的
な
活
動
を
通
し
て
、
集
団
へ
の
所
属
感
や
連
帯
感
を
深
め
、

公
共
の
精
神
を
養
い
な
が
ら
」
特
別
活
動
が
目
標
に
掲
げ
る
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
教
育
活
動
で
あ
る
学
校
行
事
。
熊
本
県
立
第
二
高
校
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
生
徒

に
良
質
で
体
験
的
な
活
動
を
提
供
す
る
た
め
、「
ベ
ネ
ッ
セ
ア
ー
ト
サ
イ
ト
直
島
」
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
。
平
素
と
異
な
る
環
境
で
の
生
徒
の
学
び
と
成
長
を
紹
介
す
る
。

学校行事
事例

熊
本
県
立
第
二
高
校

◎
創
立
の
精
神
は
「
自
主
積
極
・
廉
恥
自
尊
・
礼
節

協
調
」 

。
県
下
唯
一
の
美
術
科
を
有
す
る
。
熊
本
地

震
の
被
災
後
は
、
全
学
科
で
「
く
ま
も
と
地
域
復
興

論
」
を
設
置
す
る
な
ど
、 「
創
造
的
復
興
」
に
向
け

た
教
育
に
も
力
を
注
ぐ
。

◎
設
立
　
１
９
６
２
（
昭
和
37
）
年

◎
形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
・
理
数
科
・
美
術
科

／
共
学

◎
生
徒
数
　
１
学
年
約
4
０
０
人

◎
２
０
２
０
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）

国
公
立
大
は
、
筑
波
大
、
東
京
藝
術
大
、
東
京
大
、

広
島
大
、
九
州
大
、 

熊
本
大
な
ど
に
２
３
６
人
が

合
格
。
私
立
大
は
、
多
摩
美
術
大
、
中
央
大
、
武

蔵
野
美
術
大
、
早
稲
田
大
、
立
命
館
大
、
関
西
学

院
大
な
ど
に
延
べ
４
４
１
人
が
合
格
。

◎U
RL

　http://kum
am

oto-d2hs.ed.jp/

ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
！

体
験
的
な
教
育
活
動
に
挑
戦
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岡
山
県
の
宇
野
港
か
ら
直
島
ま
で
は
船

で
20
分
。
生
徒
た
ち
が
臨
ん
だ
研
修
旅
行

の
最
初
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
ベ
ネ
ッ
セ
ハ

ウ
ス
や
地
中
美
術
館
な
ど
、「
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｎ
」

の
代
表
的
な
美
術
施
設
の
設
計
を
多
く

手
が
け
た
建
築
家
の
安
藤
忠
雄
氏
の
講
演

だ
（
写
真
１
）。
安
藤
氏
は
、「
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｎ
」

の
活
動
の
始
ま
り
や
、
ア
ー
ト
と
建
築
が

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
立
案
。「
本
物
の
ア
ー

ト
に
触
れ
る
中
で
好
奇
心
を
喚
起
す
る
」

「
入
力
と
出
力
を
ル
ー
プ
さ
せ
る
」「
互
い

の
気
づ
き
を
交
換
す
る
」
を
柱
に
、
活
動

内
容
を
決
め
た
。
そ
し
て
、
事
前
学
習
を

経
て
、
12
月
、
美
術
科
全
41
人
の
生
徒
が

直
島
を
訪
問
し
た
。美

術
科
・
１
年
生

張
佳
明
　

ち
ょ
う
・
よ
し
あ
き

美
術
教
諭

牛
島
佳
子
　

う
し
じ
ま
・
よ
し
こ

教
職
歴
14
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

11
年
目
。

美
術
科
・
１
年
生

大
城
ひ
か
る
　

お
お
し
ろ
・
ひ
か
る

美
術
科
主
任

弘
孝
昌
　

ひ
ろ
・
た
か
ま
さ

教
職
歴
29
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

１
年
目
。

校
長山本

朝
昭
　

や
ま
も
と
・
の
り
あ
き

教
職
歴
38
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

３
年
目
。

生
徒

教
師

普
遍
的
な
学
び
を

生
徒
に
与
え
た
安
藤
氏
講
演

安
藤
忠
雄
氏
講
演
〈
要
旨
〉

　
兵
庫
県
立
美
術
館
に
は
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ウ
ル

マ
ン
の
詩
「
青
春
」
を
モ
チ
ー
フ
に
私
が
デ
ザ
イ

ン
し
た
オ
ブ
ジ
ェ
「
青
い
り
ん
ご
」
が
あ
り
ま
す
。

日
頃
か
ら
、
甘
く
実
っ
た
赤
り
ん
ご
で
は
な
く
、

未
熟
で
酸
っ
ぱ
く
と
も
、
明
日
へ
の
希
望
に
満
ち

あ
ふ
れ
た
青
り
ん
ご
の
精
神
を
持
ち
続
け
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
も
青
い
気
持
ち
を
大

切
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
今
は
１
０
０
歳

ま
で
生
き
る
時
代
で
す
。
長
生
き
を
す
る
の
だ
か

ら
、
好
奇
心
を
持
っ
て
、
楽
し
い
も
の
を
ゲ
ッ
ト

し
な
い
と
も
っ
た
い
な
い
。
せ
っ
か
く
直
島
に
来

た
の
だ
か
ら
、
皆
さ
ん
、
こ
こ
で
も
何
か
を
吸
収

し
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
、
直
島
の
海
で
も
、
ア
ー

ト
で
も
、自
分
の
顔
で
も
、何
で
も
構
わ
な
い
か
ら
、

今
日
１
枚
、
絵
を
描
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。
直
島

に
来
た
思
い
出
が
心
に
深
く
残
り
ま
す
。

　
ベ
ネ
ッ
セ
ア
ー
ト
サ
イ
ト
直
島
は
、
ベ
ネ
ッ
セ

の
社
長
だ
っ
た
福
武
總そ
う

一い
ち

郎ろ
う
さ
ん
が
、「
直
島
を
世

界
一
の
現
代
美
術
の
島
に
し
た
い
」
と
、
１
９
８

７
年
に
私
に
相
談
に
来
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
た

だ
、
福
武
さ
ん
に
連
れ
ら
れ
て
直
島
を
訪
れ
た
私

は
、「
こ
こ
は
ア
カ
ン
」
と
反
対
し
ま
し
た
。
土
砂

や
石
材
の
採
掘
、
工
場
の
煙
害
な
ど
で
、
緑
が
失

わ
れ
た
島
に
人
が
来
る
わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
福
武
さ
ん
は
、「
よ
い
も
の
が
あ
れ
ば
必
ず
人

は
来
ま
す
」
と
譲
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
今
、

美
術
を
愛
す
る
人
た
ち
が
世
界
中
か
ら
こ
の
島
を

訪
れ
て
い
ま
す
。
福
武
さ
ん
の
言
っ
た
通
り
に
な

り
ま
し
た
。
彼
は
自
分
の
信
じ
る
道
を
自
由
に
生

き
よ
う
と
い
う
気
持
ち
と
、
そ
れ
を
貫
く
勇
気
を

持
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
直
島
の
「
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
は
、「
南
寺
」

と
い
う
建
物
が
あ
り
ま
す
。
南
寺
の
中
は
真
っ
暗

な
の
で
、「
何
も
見
え
な
い
じ
ゃ
な
い
か
」
と
早
々

に
出
て
く
る
人
が
い
ま
す
。
で
も
、
10
分
く
ら

い
経
つ
と
、
目
が
慣
れ
て
中
が
見
え
て
く
る
。
見

え
な
い
向
こ
う
に
何
か
が
あ
る
か
も
と
好
奇
心
を

持
っ
た
人
に
だ
け
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

そ
れ
は
皆
さ
ん
の
人
生
と
同
じ
で
す
。
壁
に
ぶ
つ

か
っ
て
も
、
向
こ
う
に
何
か
あ
る
と
思
え
る
人
、

自
分
が
信
じ
る
道
を
生
き
よ
う
と
思
い
を
貫
け
る

人
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
コ
ロ
ナ
禍
は
確
か
に
私

た
ち
に
と
っ
て
難
し
い
問
題
だ
け
れ
ど
も
、
こ
の

困
難
の
向
こ
う
に
何
が
あ
る
の
か
を
考
え
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
直
島
の
ア
ー
ト
に
対
し
て
も
、「
分

か
ら
な
い
」
と
諦
め
ず
、
何
が
面
白
い
の
か
を
考

え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、
芸
術
、
科
学
、
技
術
の

力
を
磨
く
こ
と
で
、
世
界
の
人
々
か
ら
信
用
を
得

ら
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
は
、
同
じ
地
球
の
上
で
世
界

の
人
た
ち
と
生
き
る
の
で
す
か
ら
、
自
分
の
身
の

回
り
を
、
そ
し
て
日
本
を
、
世
界
を
よ
り
よ
く
し

て
い
か
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
小
さ
な
こ
と
で
も
、

世
界
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
こ
の
直
島
も
、
こ
ん
な
に
緑
豊
か
な
島
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
し
、
現
代
美
術
も
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
、
こ
こ
ま
で
魅
力
的
な
島
に

変
わ
っ
た
の
で
す
。

　
人
と
人
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、
世
界
を
変

え
て
い
く
の
は
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
心
で
す
。

Ａ
Ｉ
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
直
島
の

ア
ー
ト
に
触
れ
て

心
を
豊
か
に
し
て

く
だ
さ
い
。
海
を

眺
め
る
時
も
、「
こ

の
海
は
俺
の
海

だ
」
と
思
っ
て
眺

め
て
み
て
く
だ
さ

い
。
見
え
な
か
っ

た
も
の
が
見
え
て

く
る
は
ず
で
す
。 

1日目
● 

安
藤
忠
雄
氏
講
演

● 

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　鑑
賞

写真１　直島の歴史、そして現代アートの価値を語る
安藤忠雄氏の言葉は、これから始まる研修旅行に対す
る生徒の期待をさらに高めた。
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融
合
す
る
魅
力
な
ど
を
、
芸
術
家
や
文
芸

家
と
の
交
流
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
て
語

り
な
が
ら
、
世
界
の
人
々
と
つ
な
が
る
た

め
に
は
豊
か
な
心
で
深
く
学
ぶ
こ
と
、
よ

く
学
び
、
よ
く
遊
ぶ
こ
と
が
大
切
だ
と
訴

え
た
（
P.
　

17
要
旨
）。

　
安
藤
氏
の
講
演
を
聞
い
た
大お

お

城し
ろ

ひ
か
る

さ
ん
は
、「
建
築
の
領
域
に
と
ど
ま
ら
ず
、

人
生
そ
の
も
の
に
通
じ
る
学
び
を
い
た
だ

い
た
」
と
感
想
を
語
る
。

　「『
暗
闇
の
向
こ
う
に
何
か
が
あ
る
と
信

じ
な
さ
い
』
と
い
う
安
藤
先
生
の
言
葉
が

心
に
残
り
ま
し
た
。
私
も
今
後
の
人
生
で
、

壁
に
ぶ
つ
か
っ
て
も
諦
め
ず
、
壁
の
向
こ

う
側
に
希
望
を
見
い
だ
す
よ
う
に
し
よ
う

と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
原
点
か
ら
考
え

る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
の
お
話
も
印

象
的
で
し
た
。
明
日
、
私
た
ち
が
訪
問
す

る
、
安
藤
先
生
が
設
計
さ
れ
た
地
中
美
術

館
に
は
、
ク
ロ
ー
ド
・
モ
ネ
の
『
睡
蓮
』

が
、
自
然
光
だ
け
で
鑑
賞
で
き
る
よ
う
に

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
モ
ネ
が
見
て
い

た
睡
蓮
が
ど
ん
な
も
の
だ
っ
た
の
か
を
想

像
し
、
原
点
に
立
ち
返
っ
て
み
る
こ
と
は
、

作
品
を
鑑
賞
す
る
上
で
も
、
ま
た
、
自
分

が
今
後
作
品
を
作
っ
て
い
く
上
で
も
大
切

な
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
」

　
ベ
ネ
ッ
セ
ハ
ウ
ス 

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で

は
、
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
、
作
品
を
鑑
賞

し
た
（
写
真
２
）。
現
代
ア
ー
ト
は
観
る

人
に
よ
っ
て
様
々
な
解
釈
が
で
き
る
。
美

術
教
諭
の
牛
島
佳よ

し

子こ

先
生
は
、
生
徒
た
ち

が
好
奇
心
を
持
っ
て
作
品
に
向
き
合
い
、

そ
れ
ぞ
れ
の
気
づ
き
を
交
換
す
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
た
が
、
生
徒
た
ち
が
自
ら
対

話
を
始
め
、
思
考
を
深
め
て
い
た
こ
と
に

感
動
し
た
と
い
う
（
写
真
３
・
４
）。

　「
生
徒
た
ち
が
あ
る
作
品
の
前
で
、
そ

の
作
品
か
ら
想
像
し
た
こ
と
を
活
発
に
話

し
合
う
様
子
を
目
に
し
ま
し
た
。
生
徒
か

ら
言
葉
を
引
き
出
し
た
の
は
、
ア
ー
ト
が

持
っ
て
い
る
力
だ
と
思
い
ま
す
。
生
徒
が

仲
間
の
力
を
借
り
な
が
ら
主
体
的
な
学
び

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
時
、
教
師
の
役

割
は
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
も
の
に
な
る

の
だ
ろ
う
な
と
、
対
話
を
通
し
て
学
び
合

う
生
徒
の
様
子
を
見
て
思
い
ま
し
た
」

　
島
内
に
点
在
す
る
空
き
家
な
ど
を
改
修

し
、
人
が
住
ん
で
い
た
頃
の
時
間
と
記
憶

を
織
り
込
み
な
が
ら
、
暮
ら
し
の
空
間
を

作
品
化
す
る
「
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。
生

徒
た
ち
は
地
図
を
手
に
町
を
歩
き
、
７

軒
の
作
品
を
見
て
回
っ
た
が
（
写
真
５
）、

鑑
賞
中
も
生
徒
た
ち
は
、「
ア
ー
ト
が
担

う
役
割
」
な
ど
に
つ
い
て
語
り
合
っ
て
い

た
。

　
張
佳よ

し

明あ
き

さ
ん
は
、「
友
人
と
感
じ
た
こ

と
を
語
り
合
う
中
で
、
他
者
の
視
点
を
取

り
入
れ
な
が
ら
自
分
の
考
え
が
深
ま
っ
て

い
っ
た
」
と
振
り
返
る
。

　「
お
互
い
の
考
え
が
深
ま
る
よ
う
な
対

話
に
す
る
た
め
に
は
、
自
分
の
意
見
を
き

ち
ん
と
相
手
に
伝
え
る
勇
気
が
必
要
だ

と
気
が
つ
き
ま
し
た
。
僕
は
周
り
の
空
気

に
流
さ
れ
が
ち
な
の
で
、
す
ぐ
に
は
変
わ

れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
安
藤
先

主
体
的
に
学
び
合
う
力
を

発
揮
し
始
め
た
生
徒
た
ち

意
見
を
伝
え
る
勇
気
の
必
要
性
に

他
者
と
の
対
話
を
通
じ
て
気
づ
く

写真２　アーティストが直島を訪れ、この場所のために制
作した作品を鑑賞する。場や空間と一体となった、ここに
しかない本物に出合えるのが研修旅行の醍醐味だ。

写真５　町を散策するようにアートを鑑賞する生徒たち。
アートが人にもたらす影響、社会におけるアートの可能性
を、生徒たちはその場に身を置いて考えた。

写真 3・4　スタッ
フの問いかけをきっ
かけに、自分の考え
を交換する生徒の姿
は、「主体的・対話
的で深い学び」を体
現したものだった。

2・3日目
● 

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

● 

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
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生
や
福
武
さ
ん
が
直
島
に
美
術
館
を
作
っ

た
よ
う
に
、
僕
も
信
念
を
持
っ
て
、
そ
れ

を
貫
け
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
し

た
」

　
生
徒
た
ち
は
、
取
り
組
む
べ
き
社
会

課
題
を
設
定
し
、
実
現
し
た
い
未
来
の
社

会
を
描
い
た
上
で
、
そ
れ
を
表
現
し
た
作

品
や
実
現
に
必
要
な
社
会
シ
ス
テ
ム
を
考

え
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
も
取
り
組
ん
だ

（
写
真
６
）。
安
藤
氏
の
講
演
、
ベ
ネ
ッ
セ

ハ
ウ
ス 

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
や
地
中
美
術
館
、

「
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
の
現
代
ア
ー
ト

鑑
賞
と
仲
間
と
の
対
話
、
そ
し
て
瀬
戸
内

海
の
直
島
の
自
然
な
ど
か
ら
、
イ
メ
ー
ジ

や
ヒ
ン
ト
を
得
な
が
ら
、
グ
ル
ー
プ
で
ア

イ
デ
ア
を
膨
ら
ま
せ
て
い
っ
た
。

　
ア
ー
ト
鑑
賞
を
通
じ
た
イ
ン
プ
ッ
ト
を

良
質
な
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
に
つ
な
げ
て
い
く

際
に
役
立
っ
た
の
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
だ
。Classi

（
＊
）
を
導
入
し
て
い
る
同
校
は
、
生
徒

が
研
修
旅
行
中
の
学
び
や
気
づ
き
を
即
座

に
言
語
化
で
き
る
よ
う
に
、Classi

上
で

教
師
か
ら
問
い
を
投
げ
か
け
た
り
、
感
想

を
自
由
に
書
き
込
ま
せ
た
り
し
た
（
写
真

７
・
８
）。
生
徒
は
、
互
い
の
書
き
込
み

に
対
し
て
感
想
な
ど
を
書
き
込
み
合
う
な

ど
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
も
活
発
に
意
見
交

換
す
る
様
子
が
見
ら
れ
た
。
美
術
科
主
任

の
弘ひ

ろ

孝た
か

昌ま
さ

先
生
は
、「
ち
ょ
っ
と
し
た
感

想
や
疑
問
を
大
切
に
す
る
こ
と
で
学
び
が

広
が
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
、
事
前
学

習
で
繰
り
返
し
伝
え
て
い
た
」
と
語
る
。

　「
事
前
学
習
で
も
、
現
代
ア
ー
ト
や
直

島
に
対
し
て
い
ろ
い
ろ
な
疑
問
が
生
徒
の

中
に
生
ま
れ
て
い
た
の
で
、
私
た
ち
は
生

徒
に
、
そ
れ
ら
を
書
き
留
め
た
り
、
言
葉

に
し
た
り
す
る
こ
と
を
促
し
ま
し
た
。
そ

う
す
る
と
生
徒
た
ち
は
、『
こ
ん
な
さ
さ

い
な
疑
問
で
も
口
に
し
て
い
い
ん
だ
』『
自

分
の
何
気
な
い
言
葉
が
、
ほ
か
の
人
の
学

び
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
る
ん
だ
』
と
分

か
り
、
質
問
を
ど
ん
ど
ん
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
生
徒
た
ち
は
、

直
島
で
も
積
極
的
に
話
し
合
い
、
考
え
を

深
め
ら
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
」

　
学
校
に
戻
っ
た
生
徒
は
、
研
修
旅
行
の

ま
と
め
と
し
て
、
旅
行
中
の
写
真
、
風
景

な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を

作
成
（
写
真
９
・
P.

　

20
写
真
10
）。
さ
ら
に
、

直
島
で
見
た
作
品
の
感
想
や
ア
ー
ト
と
地

域
の
関
係
に
つ
い
て
の
考
察
、
あ
る
い
は

研
修
旅
行
が
そ
の
後
の
自
分
に
与
え
た
影

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て

学
び
を
即
座
に
共
有
す
る

他
者
を
通
し
た
学
び
の

価
値
を
身
を
も
っ
て
知
る

写真７　生徒たちは、その場、その時の気づきを言葉にし
て、Classi に蓄積していった。

写真６　理想の社会を実現するために、アートで何ができ
るのかを考える。環境問題や防災など、直島の自然や作品
鑑賞を通して考えたことを基にした提案が行われた。

写真９　研修旅行の思い出を、生徒はそれぞれの形式で
ポートフォリオにまとめた。同じ場・時間で異なる学びを
得たことを確認し、それぞれの学びをさらに深めた。

写真８　研修旅行中の学びや気づきが並ぶClassi の画面。
生徒の書き込みに「まとまらない」という標題があるよう
に、生徒のつぶやきをすくい上げる場としても機能した。

1か月後
● 

ア
ル
バ
ム
、

　
ア
ー
ト
エ
ッ
セ
ー

　
作
成

＊　株式会社ベネッセホールディングスとソフトバンク株式会社の合弁会社であるClassi 株式会社が提供する、学校教育での ICT活用を総合的に支援するサービス。
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響
な
ど
、
各
自
が
自
由
に
テ
ー
マ
を
設
定

し
て
２
０
０
０
字
以
内
の
エ
ッ
セ
ー
を
書

い
た
。
そ
れ
ら
は
、
今
後
の
高
校
生
活
で

取
り
組
む
探
究
活
動
や
、
大
学
入
試
で
の

志
望
理
由
書
な
ど
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く

こ
と
を
期
待
し
た
も
の
だ
。

　「
何
人
か
の
生
徒
が
、『
ほ
か
の
人
が
物

事
を
見
て
何
を
考
え
て
い
る
の
か
、
な
ぜ
、

そ
う
考
え
て
い
る
の
か
を
知
り
た
い
気
持

ち
が
強
く
な
っ
た
』
と
私
に
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。
多
く
の
視
点
を
通
し
て
本
質
に

迫
ろ
う
と
す
る
感
性
が
確
実
に
磨
か
れ
て

い
る
と
感
じ
ま
し
た
」（
牛
島
先
生
）

　「
同
じ
経
験
を
し
て
も
、
人
に
よ
っ
て

気
づ
き
や
学
び
が
異
な
る
こ
と
で
、
お
互

い
の
理
解
が
深
ま
る
こ
と
に
、
多
く
の
生

徒
が
気
づ
い
た
と
思
い
ま
す
」（
弘
先
生
）

　
弘
先
生
、
牛
島
先
生
が
実
感
し
た
成
果

が
確
か
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
生
徒
の

次
の
言
葉
か
ら
も
分
か
る
。

　「
社
会
の
出
来
事
に
対
し
て
ほ
か
の

人
が
ど
ん
な
意
見
を
持
っ
て
い
る
の
か
、

も
っ
と
知
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
」（
張
さ
ん
）

　「
地
域
の
中
の
ア
ー
ト
の
役
割
を
考
え

た
こ
と
が
き
っ
か
け
に
な
っ
て
、
目
に
見

え
る
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
今
は
見
え
て

い
な
い
物
事
の
本
質
を
追
究
し
よ
う
と
す

る
力
が
身
に
つ
い
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま

す
」（
大
城
さ
ん
）

　
コ
ロ
ナ
禍
で
も
生
徒
に
よ
り
よ
い
学
び

の
機
会
を
提
供
し
よ
う
と
、
同
校
が
初
め

て
実
施
し
た
「
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｎ
」
の
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
。
事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
で
集
計
し
た

生
徒
の
満
足
度
は
、
例
年
と
比
べ
て
も
高

か
っ
た
と
言
う
。
山
本
校
長
が
期
待
し
た

通
り
、
生
徒
に
と
っ
て
は
「
困
難
な
状
況

下
で
、
チ
ャ
ン
ス
を
創
り
出
す
経
験
」
に

な
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　「
保
護
者
に
安
心
し
て
子
ど
も
を
送
り

出
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
学
校
と
し
て
も

感
染
対
策
に
お
い
て
様
々
な
配
慮
や
工
夫

を
し
ま
し
た
。
人
が
密
に
な
る
こ
と
が
な

い
よ
う
に
、
フ
ェ
リ
ー
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し

た
り
、
バ
ス
を
２
台
手
配
し
て
１
人
２
座

席
割
り
あ
て
た
り
し
ま
し
た
。
ま
た
、
旅

行
中
に
生
徒
が
発
熱
し
た
場
合
の
対
応
を

具
体
的
に
保
護
者
に
説
明
す
る
な
ど
し
た

こ
と
で
、
保
護
者
の
不
安
は
随
分
払
拭
さ

れ
た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
す
べ
て
の

生
徒
が
参
加
で
き
た
の
は
、
保
護
者
の
不

安
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
て
、
安
心
・

安
全
の
た
め
の
対
策
を
説
明
し
た
上
で
、

保
護
者
の
不
安
を
打
ち
消
す
ほ
ど
の
大
き

な
教
育
効
果
が
あ
る
研
修
旅
行
で
あ
る
こ

と
を
、
本
校
の
教
師
が
保
護
者
説
明
会

な
ど
の
場
で
直
接
訴
え
、
私
た
ち
の
考
え

を
理
解
し
て
も
ら
え
た
か
ら
だ
と
思
い
ま

す
」（
山
本
校
長
）

　「
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｎ
」
で
の
生
徒
と
教
師
の
学

び
や
気
づ
き
を
、
様
々
な
教
育
活
動
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
、
山
本
校
長
は
語
る
。

　「『
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｎ
』
で
目
に
し
た
現
代
ア
ー

ト
、
そ
し
て
直
島
そ
の
も
の
の
歩
み
は
、

普
通
科
や
理
数
科
の
生
徒
に
も
大
き
な
刺

激
を
も
た
ら
す
で
し
ょ
う
。
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

教
育
の
必
要
性
が
叫
ば
れ
る
中
、
今
回
の

研
修
旅
行
を
、
生
徒
と
教
師
が
本
校
に

お
け
る
教
育
の
本
質
を
改
め
て
追
究
し
て

い
く
き
っ
か
け
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
」（
山
本
校
長
）

写真10　大城さんのポート
フォリオの一部。安藤氏の講
演から得た気づき、憧れの
アーティストの作品に接した
感動がつづられている。

感
染
対
策
と
教
育
効
果
を

保
護
者
に
丁
寧
に
伝
え
る

BASNでは学年や行程に合わせた教育プログラムを実施
しています。今回は美術科の生徒向けに、BASNの作品
鑑賞を通じてアートの役割とは何かを考え、その視点を
生かして社会の課題を解決するグループワークを提案し
ました。安藤氏の講演、対話を用いた主体的な作品鑑賞、
作品を通じて瀬戸内の自然や集落の魅力に気づく体験か
ら、生徒たちのプレゼンテーションでは、思考を引き出
す装置としてアートを取り入れたものが多く、アイデア
も多岐にわたりました。どのグループも、体験から得た
ことを自分たちなりに解釈してアウトプットにつなげる
ことができており、答えが１つではない課題に取り組ん
だ経験値や達成感は、将来自分で自分の道を切り開いて
いく自信につながると思います。また、作家の制作プロ
セスを追体験するワークショップにより、個性豊かな創
造力も発揮されました。BASNの作品は、作家の様々な
表現方法によって場の固有性を引き出し、鑑賞者に新し
い視点を提示しています。自然、建築、地域、人、アー
トが融合する場で、より多くの関係性に気づき、総合力
を養う学びを支援したいと考えています。

BASN教育プログラムお問い合わせ
https://benesse-artsite.jp/education-program.html

アートを通じて思考力や社会を見る目
を養うBASNの教育プログラム

公益財団法人 福武財団　藤原綾乃さん

研修旅行をサポートした担当者
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柏
木
　
ま
ず
、
今
号
の
特
集
の
テ
ー
マ
で

あ
る
特
別
活
動
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま

す
。
新
学
習
指
導
要
領
の
解
説
で
は
、
特

別
活
動
の
課
題
と
し
て
、
身
に
つ
け
る
べ

き
資
質
・
能
力
が
必
ず
し
も
意
識
さ
れ
な

い
ま
ま
指
導
が
行
わ
れ
て
き
た
と
指
摘
し

て
お
り
、
各
教
科
等
の
学
習
と
関
連
づ
け

な
が
ら
、
特
別
活
動
に
お
い
て
育
成
を
目

指
す
資
質
・
能
力
を
示
す
必
要
が
あ
る
と

記
さ
れ
て
い
ま
す
（
P.

　

22
図
１
）。
現
場

の
先
生
方
か
ら
は
、
特
別
活
動
は
前
年
踏

襲
に
な
り
が
ち
で
、
形
骸
化
し
て
い
る
よ

う
に
感
じ
る
と
い
う
声
も
少
な
か
ら
ず
聞

場
の
私
た
ち
は
も
っ
と
意
識
し
て
も
よ
い

気
が
し
ま
す
。
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
が
、

特
別
活
動
の
意
義
を
改
め
て
確
認
す
る
契

機
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

小
川
　
本
校
で
は
、
特
別
活
動
は
教
科
の

学
習
や
探
究
学
習
で
学
ん
だ
こ
と
を
踏
ま

え
て
自
身
の
生
き
方
を
考
え
、
キ
ャ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン
を
描
い
て
い
く
場
と
捉
え
、
学

校
の
中
で
最
も
大
切
な
活
動
の
１
つ
と
位

置
づ
け
て
い
ま
す
。
本
校
が
育
成
を
目
指

す
資
質
・
能
力
と
し
て
、
思
考
力
・
判
断

力
・
表
現
力
や
協
働
性
、
探
究
力
な
ど
を

掲
げ
て
き
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
特
に

育
成
の
必
要
性
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
が
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
（
回
復
力
）
と
自

己
効
力
感
で
す
。
そ
れ
ら
の
資
質
・
能
力

こ
え
て
き
ま
す
。
本
誌
の
シ
リ
ー
ズ
特
集

「
教
育
の
『
こ
れ
か
ら
』
を
考
え
る
」
に

ご
登
場
い
た
だ
い
た
先
生
方
は
、
特
別
活

動
の
意
義
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
実
践
さ

れ
て
い
ま
す
か
。

谷
口
　
生
徒
同
士
で
協
働
し
、
問
題
解

決
に
取
り
組
む
中
で
、
よ
り
よ
い
集
団
を

形
成
す
る
た
め
に
必
要
な
力
を
最
も
育
み

や
す
い
の
が
特
別
活
動
で
す
。
リ
ー
ダ
ー

経
験
の
少
な
い
生
徒
が
多
い
本
校
で
は
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
学
ば
せ
る
上
で
、
特

別
活
動
は
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。
生
徒
が
楽
し
く
取
り
組
み
や
す
く
、

主
体
性
が
発
揮
さ
れ
や
す
い
特
別
活
動

は
、
学
校
の
特
色
が
表
れ
る
教
育
活
動
で

あ
る
は
ず
で
す
が
、
そ
う
し
た
意
義
を
現

よ
り
質
の
高
い
学
び
の
場
と
な
る
た
め
に
、

こ
れ
か
ら
の
学
校
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

國
學
院
大
學
　

人
間
開
発
学
部
初
等
教
育
学
科
　

教
授 

田
村
　学 

／ 

長
野
県
蘇そ

南な
ん

高
校
　

校
長 

小
川
幸
司 

／ 

愛
知
県
立
豊ゆ

た
か

野の

高
校
　

進
路
指
導
主
事 

谷
口
明
正 

／ 

宮
崎
県
立
宮
崎
大
宮
高
校
　

生
徒
指
導
主
事
・
主
幹
教
諭 

渡わ
た

部な
べ

祐ゆ
う

一い
ち

新
学
習
指
導
要
領
の
解
説
で
は
、
特
別
活
動
は
「
各
教
科
等
の
学
び
の
基
盤
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
予
測
困
難
な
時
代
に
お
い
て
も
、
自
ら
の
人
生
を
切
り
拓
い
て
い
け
る
よ
う
な

資
質
・
能
力
を
育
成
す
べ
く
、
授
業
改
善
や
探
究
学
習
の
拡
充
が
進
む
中
、「
学
び
の
基
盤
」
で
あ
る
特
別
活
動
は
、
ど
の
よ
う
な
教
育
活
動
で
あ
る
べ
き
な
の
か
。
そ
し
て
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
気
づ
き
や
学
び
を
踏
ま
え
て
考
え
る
「
教
育
の
『
こ
れ
か
ら
』」
に
つ
い
て
、本
誌
８
月
号
を
起
点
に
展
開
し
た
シ
リ
ー
ズ
特
集
に
登
場
し
た
３
人
の
教
師
と
識
者
が
語
り
合
っ
た
。

座 談 会

特
別
活
動
で
育
ま
れ
る

進
路
意
識
や
協
働
性

渡部祐一 田村 学

VIEW21編集部 統括責任者
柏木 崇 小川幸司

谷口明正

 Februar y  202121
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を
育
成
す
る
上
で
、
特
別
活
動
が
果
た
す

役
割
は
非
常
に
大
き
い
と
考
え
て
お
り
、

特
別
活
動
を
含
め
た
教
育
活
動
全
体
の
見

直
し
を
図
っ
て
い
ま
す
。

渡
部
　
本
校
の
特
別
活
動
の
特
徴
は
生
徒

主
体
で
行
わ
れ
る
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、

中
学
生
向
け
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
で

は
、
生
徒
会
が
中
心
に
な
っ
て
ス
タ
ッ
フ

を
集
め
、
計
画
か
ら
実
施
ま
で
を
生
徒
が

行
い
ま
す
。
先
輩
が
後
輩
に
ノ
ウ
ハ
ウ
を

伝
え
て
い
る
た
め
、
教
師
が
指
示
を
出
す

必
要
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し

た
生
徒
主
体
の
活
動
を
通
じ
て
、
協
働
性

や
他
者
を
認
め
る
力
、
自
律
す
る
力
な
ど

が
育
つ
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
私
た
ち
教

師
が
特
に
配
慮
し
て
い
る
の
が
、
当
事
者

意
識
の
醸
成
で
す
。
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
に
も
、
生
徒
に
よ
っ
て
か
か
わ
り
方
に

濃
淡
が
あ
り
ま
す
。
淡
い
か
か
わ
り
が
で

き
る
だ
け
濃
く
な
る
よ
う
、
当
事
者
意
識

を
育
む
生
徒
へ
の
声
か
け
を
先
生
方
に
は

心
が
け
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

小
川
　
生
徒
の
視
野
を
広
げ
る
こ
と
も
、

学
校
外
を
学
び
の
場
と
す
る
機
会
を
有
す

る
特
別
活
動
の
目
的
の
１
つ
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
特
に
、
本
校
の
よ
う
な
地
方
の

高
校
で
学
ぶ
生
徒
は
、
限
ら
れ
た
生
活
体

験
か
ら
得
た
知
識
だ
け
を
基
に
、
進
路
選

択
を
行
っ
て
い
ま
す
。
多
様
な
生
き
方
や

広
い
世
界
を
で
き
る
だ
け
多
く
見
せ
る
こ

と
で
、
生
徒
が
自
分
の
足
場
を
広
げ
ら
れ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

谷
口
　
学
校
内
だ
け
で
生
徒
の
視
野
を
広

げ
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。

本
校
で
は
、
豊
田
市
と
連
携
し
て
生
徒
に

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
学
ば
せ
、
企
業
が
抱

え
る
課
題
に
対
す
る
方
策
を
提
案
す
る
活

動
を
始
め
て
い
ま
す
。
学
校
外
の
大
人
に

考
え
を
伝
え
る
こ
と
が
、
生
徒
の
視
野
を

広
げ
、
成
長
を
促
す
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

田
村
　
学
校
外
に
活
動
を
広
げ
る
こ
と
は

確
か
に
大
切
な
こ
と
で
す
ね
。
た
だ
、
生

徒
が
視
野
を
広
げ
る
た
め
に
は
、
学
校
外

の
人
と
の
か
か
わ
り
以
上
に
、
自
身
の
内

面
、
そ
し
て
自
分
の
所
属
す
る
集
団
の
一

人
ひ
と
り
の
個
性
を
理
解
す
る
こ
と
が
重

要
だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
が
属
し
て
い
る

学
校
や
ク
ラ
ス
の
課
題
、
自
分
の
日
常
生

活
の
問
題
だ
か
ら
こ
そ
、
谷
口
先
生
が
述

べ
ら
れ
た
通
り
、
主
体
性
が
発
揮
し
や
す

く
、
渡
部
先
生
が
配
慮
さ
れ
て
い
る
当
事

者
意
識
の
醸
成
に
つ
な
が
り
や
す
い
と
い

う
面
が
特
別
活
動
に
は
あ
り
ま
す
。
学
習

指
導
要
領
に
「
集
団
や
社
会
の
形
成
者
と

し
て
の
見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
る
」
と

あ
る
よ
う
に
、
自
分
が
所
属
し
て
い
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
足
場
に
し
て
、
人
間
関

係
の
構
築
や
よ
り
よ
い
集
団
づ
く
り
、
集

団
の
形
成
者
と
し
て
の
立
場
を
学
ば
せ
る

こ
と
も
、
特
別
活
動
の
意
義
の
１
つ
だ
と

思
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、学
校
内
の
ホ
ー

ム
ル
ー
ム
活
動
や
生
徒
会
活
動
、
学
校
行

事
が
大
切
に
な
る
の
で
す
。

小
川
　
学
校
の
中
で
、
よ
り
よ
い
集
団
づ

く
り
に
寄
与
す
る
よ
う
な
資
質
・
能
力
を

育
ん
だ
上
で
、
学
校
外
の
地
域
や
社
会
の

課
題
を
考
え
た
り
、
実
際
に
学
校
の
外
に

出
て
い
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、
探
究
活
動

や
キ
ャ
リ
ア
学
習
も
よ
り
深
み
を
増
し
て

い
く
と
い
う
わ
け
で
す
ね
。
学
校
内
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
お
け
る
活
動
と
学
校
外

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
お
け
る
活
動
の
両

方
が
あ
る
か
ら
、
生
徒
は
成
長
す
る
の
だ

と
、
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

田
村
　
特
別
活
動
に
よ
る
集
団
づ
く
り
が

な
ぜ
必
要
な
の
か
と
い
う
と
、
よ
り
よ
い

学
び
に
つ
な
が
る
か
ら
で
す
。
生
徒
一
人

ひ
と
り
が
集
団
の
形
成
者
と
し
て
他
者
を

認
め
、
力
を
合
わ
せ
、
全
体
を
高
め
て
い

こ
う
と
い
う
意
識
を
持
つ
。
そ
れ
に
よ
り

田
村
教
授
に
よ
る
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学

び
」
に
つ
い
て
の
解
説
は
、
２
０
２
０
年
10
月
号
・

特
集
P. 

24
〜
27
で
紹
介
。

特別活動の課題図１

＊文部科学省「高等学校学習指導要領（平成 30 年告示）解説　特別活動編」を基に
編集部で作成。

■身に付けるべき資質・能力は何なのか、どのような学習過程を経ることによ
り資質・能力の向上につなげるのかということが必ずしも意識されないまま指
導が行われてきたという実態も見られる。特別活動が各教科等の学びの基盤と
なるという面もあり、教育課程全体における特別活動の役割や機能も明らかに
する必要がある。
■社会参画の意識の低さが課題となる中で、自治的な能力を育むことがこれま
で以上に求められていること、キャリア教育を学校教育全体で進めていく中で
特別活動が果たす役割への期待が大きいこと、防災を含む安全教育や体験活動
など、社会の変化や要請も視野に入れ、各教科等の学習と関連付けながら、特
別活動において育成を目指す資質・能力を示す必要がある。

よ
り
よ
い
集
団
づ
く
り
が

質
の
高
い
学
び
に
つ
な
が
る

國
學
院
大
學

　人
間
開
発
学
部
初
等
教
育
学
科

教
授田村

学 

た
む
ら
・
ま
な
ぶ

専
門
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
論
な
ど
。新
潟
県
公
立
学
校
教
諭
、

同
県
柏
崎
市
教
育
委
員
会
指
導
主
事
、
文
部
科
学
省
初
等

中
等
教
育
局
教
育
課
程
課
教
科
調
査
官
、
同
省
同
局
視
学

官
な
ど
を
歴
任
。
同
省
で
新
学
習
指
導
要
領
の
作
成
に
携

わ
る
。
２
０
１
７
年
度
か
ら
現
職
。
著
書
に『
深
い
学
び
』

（
東
洋
館
出
版
社
）
な
ど
。
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個
人
の
力
が
発
揮
さ
れ
や
す
く
な
る
と
同

時
に
、
全
体
で
成
長
し
て
い
く
組
織
風
土
、

集
団
の
よ
さ
を
守
り
伝
え
て
い
く
伝
統
が

育
ま
れ
、
そ
れ
が
組
織
の
形
成
者
一
人
ひ

と
り
の
成
長
を
促
す
の
で
す
。
つ
ま
り
、

ホ
ー
ム
ル
ー
ム
活
動
と
生
徒
会
活
動
、
学

校
行
事
か
ら
成
る
特
別
活
動
を
深
め
れ
ば

深
め
る
ほ
ど
、
生
徒
の
相
互
理
解
が
進
み
、

学
年
や
ク
ラ
ス
の
特
徴
も
明
確
に
な
っ
て

い
く
。
そ
れ
が
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深

い
学
び
」
を
促
進
さ
せ
、
生
徒
一
人
ひ
と

り
の
学
び
を
豊
か
に
し
て
い
く
の
で
す
。

学
習
指
導
要
領
の
解
説
に
「
特
別
活
動
が

各
教
科
等
の
学
び
の
基
盤
と
な
る
」
と
あ

る
の
は
、
ま
さ
に
そ
の
こ
と
を
言
っ
て
い

る
の
だ
と
思
い
ま
す
（
図
１
・
P.
　

24
図
２
）。

渡
部
　
特
別
活
動
に
よ
る
集
団
づ
く
り
と

教
科
等
の
授
業
で
の
「
主
体
的
・
対
話
的

で
深
い
学
び
」
の
実
現
に
は
、
強
い
相
関

関
係
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
集
団
で
何
か

を
成
し
遂
げ
た
経
験
が
あ
れ
ば
、
次
も
み

ん
な
で
頑
張
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
れ

ま
す
。
仲
間
と
の
絆
が
深
ま
れ
ば
、
周
り

の
様
子
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
て
、
主
体

性
や
協
働
性
が
発
揮
さ
れ
や
す
く
な
り
、

授
業
が
活
性
化
さ
れ
、
思
考
の
深
ま
り
が

期
待
で
き
ま
す
。「
学
び
の
基
盤
」
と
い
う

言
葉
を
、
私
は
、
土
壌
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

で
捉
え
て
い
ま
す
。
特
別
活
動
に
よ
っ
て

耕
し
た
土
壌
が
豊
か
で
あ
る
ほ
ど
、
そ
の

ほ
か
の
教
育
活
動
を
通
じ
て
ま
く
種
か
ら

の
実
り
も
、
豊
か
に
な
る
と
思
う
の
で
す
。

柏
木
　
特
別
活
動
を
ど
の
よ
う
に
評
価

し
、
生
徒
の
成
長
に
つ
な
げ
て
い
く
の
か

と
い
う
点
も
、
現
場
の
先
生
方
に
と
っ
て

今
後
重
要
に
な
っ
て
く
る
テ
ー
マ
か
と
思

い
ま
す
。
特
別
活
動
を
「
学
び
の
基
盤
」

と
す
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
評
価
の

あ
り
方
が
求
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

谷
口
　
最
も
大
切
な
の
は
、
取
り
組
み
後

の
振
り
返
り
だ
と
思
い
ま
す
。
本
校
で
は
、

教
師
に
よ
る
「
値
踏
み
」
と
し
て
の
評
価

で
は
な
く
、
生
徒
の
自
己
評
価
を
重
視
し

て
い
ま
す
。
特
別
活
動
だ
け
で
な
く
、
教

科
等
の
学
習
面
、
進
路
面
で
も
年
度
初
め

に
目
標
を
立
て
さ
せ
、
年
度
末
に
す
べ
て

長
野
県
蘇
南
高
校
の
取
り
組
み
は
、
２
０
２
０
年

度
８
月
号
特
集
P. 

26
〜
29
で
紹
介
。

愛
知
県
立
豊
野
高
校
の
取
り
組
み
は
、
２
０
２
０

年
12
月
号
・
特
集
P. 

22
〜
25
で
紹
介
。

長
野
県
蘇
南
高
校
　

校
長

小
川
幸
司 

お
が
わ
・
こ
う
じ

教
職
歴
32
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。
地
理
歴
史
・
公
民
科
。

愛
知
県
立
豊
野
高
校
　

進
路
指
導
主
事

谷
口
明
正 

た
に
ぐ
ち
・
あ
き
ま
さ

教
職
歴
14
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
10
年
目
。
数
学
科
。

宮
崎
県
立
宮
崎
大
宮
高
校

生
徒
指
導
主
事
・
主
幹
教
諭

渡
部
祐
一 

わ
た
な
べ
・
ゆ
う
い
ち

教
職
歴
37
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。
英
語
科
。

長
野
県
蘇
南
高
校

◎
「
開
拓
者
の
精
神
を
具
現
す
る
こ
と
の
で
き
る
学

校
を
」
を
建
学
の
精
神
と
し
て
、
地
域
社
会
の
期
待

に
応
え
る
人
材
の
育
成
を
目
指
す
。
文
理
・
経
営
ビ

ジ
ネ
ス
・
も
の
づ
く
り
の
３
系
列
制
。
キ
ャ
リ
ア
教

育
を
重
視
し
、
地
域
連
携
・
教
科
横
断
型
の
「
蘇
南

学
」、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
に
取
り
組
む
。

◎
設
立
　
１
９
５
３
（
昭
和
28
）
年

◎
形
態
　
全
日
制
／
総
合
学
科
／
共
学

◎
生
徒
数
　
１
学
年
約
70
人

◎
２
０
２
０
年
度
進
路
実
績
（
現
役
の
み
）

公
立
大
は
、
群
馬
県
立
女
子
大
、
新
潟
県
立
大
、

福
井
県
立
大
、 

都
留
文
科
大
、 

長
野
大
に
５
人
が
合

格
。
私
立
大
は
、
麗
澤
大
、
中
京
大
、
大
谷
大
な

ど
に
延
べ
16
人
が
合
格
。
短
大
、
専
門
学
校
進
学

28
人
。
就
職
22
人
。

◎U
RL

　https://w
w

w
.nagano-c.ed.jp/sonan-

hs/

愛
知
県
立
豊
野
高
校

◎
「
真
心
」
を
校
訓
と
す
る
。
特
別
活
動
の
目
標
は
、

「
健
全
な
精
神
と
体
の
育
成
を
目
指
す
」。
ホ
ー
ム

ル
ー
ム
活
動
で
生
き
方
・
将
来
を
、
部
活
動
で
協
調
・

自
律
の
精
神
を
、
行
事
や
生
徒
会
活
動
で
創
造
的
能

力
と
企
画
力
を
高
め
る
。
献
血
運
動
や
地
域
清
掃
な

ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

◎
設
立
　
１
９
８
６
（
昭
和
61
）
年

◎
形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

◎
生
徒
数
　
１
学
年
約
３
２
０
人

◎
２
０
２
０
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）

国
公
立
大
は
、
岐
阜
大
、
名
古
屋
工
業
大
、
公
立

鳥
取
環
境
大
に
４
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
東
京

理
科
大
、
日
本
体
育
大
、
愛
知
学
院
大
、
愛
知
大
、

豊
橋
創
造
大
、
名
古
屋
学
院
大
、
名
城
大
、
鈴
鹿

医
療
科
学
大
、
近
畿
大
な
ど
に
延
べ
３
４
４
人
が

合
格
。

◎U
R

L

　h
ttp

s://yu
takan

o
-h

.aich
i-c.ed

.jp
/

cm
s/

宮
崎
県
立
宮
崎
大
宮
高
校

◎
学
校
紹
介
お
よ
び
取
り
組
み
は
、
本
号
P.
　

12
〜
15

で
紹
介
。

Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ
21
編
集
部

統
括
責
任
者

柏
木
崇

か
し
わ
ぎ
・
た
か
し

生
徒
に
内
省
を
促
し
、

成
長
に
つ
な
げ
る
評
価
と
は
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の
取
り
組
み
を
総
括
し
て
、
生
徒
自
身
が

「
や
り
た
い
こ
と
」「
自
分
に
向
い
て
い
る

こ
と
」「
自
分
が
で
き
る
こ
と
」
に
つ
い

て
振
り
返
り
を
行
い
、
自
分
の
強
み
は
ど

こ
に
あ
る
の
か
を
認
識
さ
せ
て
い
ま
す
。

私
が
担
任
を
し
て
い
た
時
は
、
行
事
後
の

面
談
に
お
い
て
、
最
大
の
壁
は
何
だ
っ
た

の
か
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
乗
り
越
え
た

の
か
、
生
徒
に
話
を
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

内
省
を
深
め
る
問
い
を
常
に
投
げ
か
け
、

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
さ
せ
る
こ
と
が
、
教
科
指

導
と
は
異
な
り
、
テ
ス
ト
な
ど
の
機
会
の

な
い
特
別
活
動
の
評
価
で
は
特
に
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。

田
村
　
評
価
に
つ
い
て
考
え
る
時
、
教
師

が
生
徒
を
見
取
る
側
面
と
、
生
徒
が
自
身

の
学
び
を
省
察
し
、
成
長
に
つ
な
げ
る
側

面
が
あ
り
ま
す
が
、
後
者
は
意
外
と
お
ざ

な
り
に
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
注
意

が
必
要
で
す
。
行
事
が
終
わ
っ
た
直
後
、

生
徒
は
大
き
な
達
成
感
に
包
ま
れ
ま
す

が
、
本
当
に
大
事
な
の
は
そ
の
後
で
す
。

行
事
を
通
し
て
自
分
が
ど
う
変
わ
っ
た
の

か
、
集
団
の
力
は
高
ま
っ
た
の
か
、
そ
の

中
で
自
分
は
何
が
で
き
た
の
か
を
振
り
返

る
こ
と
が
成
長
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
ま
た
、
先
生
方
は
、
生
徒
の
成
長
を
客

観
的
に
見
取
る
た
め
の
評
価
規
準
を
、
特

別
活
動
に
お
い
て
も
つ
く
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
時
、
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
の
は
、

い
わ
ゆ
る
非
認
知
能
力
を
見
取
る
た
め
の

評
価
規
準
を
、
具
体
的
に
言
語
化
で
き
る

か
ど
う
か
で
す
。
例
え
ば
、
行
事
に
つ
い

て
は
「
お
互
い
の
違
い
や
よ
さ
を
認
め
合

い
な
が
ら
学
校
行
事
を
推
進
し
て
い
る
」、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
は
「
毎
朝
欠
か

す
こ
と
な
く
活
動
を
続
け
て
い
る
」
な
ど

と
言
語
化
で
き
れ
ば
、
教
師
は
目
の
前
の

生
徒
の
姿
か
ら
、「
学
び
の
基
盤
」
と
し

て
の
資
質
・
能
力
が
育
っ
て
い
る
か
を
判

断
で
き
ま
す
。
非
認
知
能
力
の
定
義
に
つ

い
て
は
、
各
校
の
実
情
に
鑑
み
、
具
体
的

に
言
語
化
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
明
確

な
評
価
規
準
が
で
き
れ
ば
、
先
生
方
が
育

て
る
べ
き
資
質
・
能
力
が
鮮
明
に
な
り
、

学
習
活
動
の
精
度
も
上
が
っ
て
い
く
は
ず

で
す
。

小
川
　
こ
れ
ま
で
教
師
が
指
導
要
録
に
書

い
て
い
た
特
別
活
動
の
評
価
は
、「
実
行

委
員
を
誠
実
に
務
め
た
」「
文
化
祭
を
成

功
さ
せ
た
」
と
い
っ
た
程
度
で
、
必
ず
し

も
生
徒
の
努
力
や
成
長
に
つ
い
て
言
語
化

で
き
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
ゆ
る

や
か
に
イ
メ
ー
ジ
し
て
お
く
こ
と
で
、
教

師
は
客
観
的
な
見
取
り
が
可
能
に
な
る
と

と
も
に
、
生
徒
が
自
身
の
学
び
を
掘
り
下

げ
、
よ
り
適
切
に
自
己
評
価
を
行
う
こ
と

を
支
援
で
き
る
で
し
ょ
う
。
今
後
、
本
校

の
課
題
で
あ
る
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
と
自
己
効

力
感
に
つ
い
て
も
、
特
別
活
動
で
ど
の
よ

う
に
伸
ば
し
て
い
く
の
か
を
言
語
化
し
、

取
り
組
み
の
イ
メ
ー
ジ
を
生
徒
と
教
師
で

共
有
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

谷
口
　
活
動
ご
と
に
育
成
を
目
指
す
資

質・能
力
を
明
確
に
す
れ
ば
、
教
師
は
「
今

回
の
活
動
で
は
〇
〇
の
力
を
伸
ば
す
よ
う

に
心
が
け
よ
う
」
と
、
生
徒
に
具
体
的
に

発
信
で
き
ま
す
ね
。
一
方
、
生
徒
は
事
前

に
「
自
分
の
○
○
の
力
は
今
ど
の
レ
ベ
ル

に
あ
る
の
か
」
と
意
識
す
る
こ
と
が
で
き
、

事
後
に
「
取
り
組
み
後
に
ど
の
レ
ベ
ル
に

な
っ
た
の
か
」「
そ
う
思
っ
た
の
は
ど
う

い
っ
た
行
動
が
で
き
た
か
ら
か
」
と
考
え

る
こ
と
で
、
よ
り
具
体
的
に
次
に
つ
な
が

る
自
己
評
価
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

田
村
　
そ
の
上
で
、
特
別
活
動
は
そ
れ
ぞ

れ
が
単
発
の
教
育
活
動
と
し
て
捉
え
ら
れ

な
い
よ
う
に
、
関
連
性
、
連
続
性
を
意
識

し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築
し
て
い
く
こ
と

も
大
切
で
す
。

各教科等の学びを通じて育成を目指す資質・能力の向上

「各教科等の学びの基盤」としての特別活動図２

特別活動が目標に掲げる（１）～（３）の資質・能力を育成することによって、
「主体的・対話的で深い学び」や「探究的な学び」の質が向上する。

特
別
活
動

各
教
科
等
の
学
び

学びの基盤

多様な他者と協
働する様々な集
団活動の意義
や活動を行う上
で必要となるこ
とについて理解
し、行動の仕方
を身につけるよ
うにする。

集団や自己の生
活、人間関係の
課題を見いだし、
解決するために
話し合い、合意
形成を図ったり、
意思決定したり
することができる
ようにする。

自主的、実践的な集団活動
を通して身につけたことを生
かして、主体的に集団や社会
に参画し、生活及び人間関
係をよりよく形成するととも
に、人間としての在り方生き
方についての自覚を深め、自
己実現を図ろうとする態度を
養う。

目標（１） 目標（2） 目標（3）

特別活動の（1）〜（3）の目標の達成は、
資質・能力を育成するための各教科等における
「主体的・対話的で深い学び」「探究的な学び」の

質向上に寄与

＊取材内容を基に編集部で作成。
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柏
木
　
最
後
に
、
想
定
外
の
コ
ロ
ナ
禍
で
、

教
育
の
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
浮
き
彫
り
に

な
っ
た
か
、
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
学
校
は

ど
う
あ
る
べ
き
な
の
か
、
先
生
方
の
お
考

え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

田
村
　
コ
ロ
ナ
禍
で
私
た
ち
が
再
認
識
し

た
こ
と
が
２
つ
あ
る
と
思
い
ま
す
。
１
つ

め
は
、
学
校
と
い
う
社
会
資
本
の
持
つ
価

値
で
す
。
休
業
に
な
っ
た
当
初
は
、
そ
の

状
況
を
喜
ぶ
生
徒
は
い
た
も
の
の
、
程
な

く
し
て
友
人
な
ど
に
会
え
な
い
こ
と
を
寂

し
い
と
感
じ
、
保
護
者
も
学
校
の
大
切
さ

を
実
感
し
ま
し
た
。
臨
時
休
業
を
機
に
、

学
校
は
社
会
の
基
盤
で
あ
る
こ
と
が
広
く

共
有
さ
れ
る
と
と
も
に
、
学
校
に
対
す
る

期
待
が
一
層
高
ま
っ
た
の
も
、
こ
の
１
年

の
大
き
な
変
化
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
は
、
学
校
を
支
え
て
き
た
多
く
の
先
生

方
の
努
力
の
結
果
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

　
２
つ
め
は
、
学
び
の
意
義
で
す
。
答
え

が
１
つ
で
は
な
い
問
題
に
大
人
た
ち
が
右

往
左
往
す
る
姿
を
、
子
ど
も
た
ち
は
目
の

当
た
り
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
大
学

入
試
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
授
業
も
変
わ

ら
な
い
と
言
っ
て
い
た
先
生
方
も
、
答
え

が
１
つ
で
は
な
い
問
題
に
向
き
合
う
こ
と

に
、
学
び
の
本
質
的
な
価
値
が
あ
る
と
い

う
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
は
ず
で
す
。

コ
ロ
ナ
は
災
厄
で
は
あ
り
ま
す
が
、
発
想

を
変
え
て
み
れ
ば
、
今
が
教
育
の
大
き
な

転
換
点
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
し
、

む
し
ろ
そ
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。
そ
う
し
た
流
れ
を
、
教
育
の
本

質
へ
の
回
帰
と
捉
え
て
、
学
校
現
場
に
定

着
さ
せ
ら
れ
る
か
が
、
こ
れ
か
ら
の
ト
ッ

プ
リ
ー
ダ
ー
や
ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
に
問
わ

れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

渡
部
　
転
換
点
に
で
き
る
よ
う
、
ま
ず
は

校
内
で
の
対
話
を
大
事
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
多
忙
感
が
高

ま
っ
て
い
る
の
は
事
実
で
す
が
、
忙
殺
さ

れ
る
こ
と
な
く
、
何
と
か
し
て
、
ベ
テ
ラ

ン
、
若
手
、
そ
れ
ぞ
れ
が
思
い
を
語
り
合

え
る
機
会
を
設
け
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
一
方
で
、
社
会
に
開
か
れ
た
教
育

課
程
を
目
指
す
中
で
、
学
校
だ
け
で
な
く
、

行
政
、
保
護
者
、
教
育
に
か
か
わ
る
す
べ

て
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
連
携
し
て
、

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
必
要
な
こ
と
を
考

え
て
い
く
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

谷
口
　
臨
時
休
業
中
の
２
か
月
間
は
、
職

員
室
で
先
生
方
と
教
育
と
は
何
か
、
学
校

と
は
何
か
と
い
っ
た
根
源
的
な
問
い
に
つ

い
て
話
し
合
う
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
若
手
教
師
が
率
先
し
て
学
校
を

変
え
て
い
こ
う
と
い
う
雰
囲
気
が
出
て
き

た
の
も
、
大
き
な
変
化
の
１
つ
で
す
。
本

校
で
の
学
校
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
議
論

で
は
、
以
前
は
ベ
テ
ラ
ン
の
意
見
に
左
右

さ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
今
年
度
は
、
20
～
30
代
の

先
生
方
が
「
何
が
起
き
る
か
分
か
ら
な
い

社
会
だ
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
に
も
で
き
る

こ
と
が
あ
る
」
と
、
ベ
テ
ラ
ン
を
巻
き
込

ん
で
新
し
い
こ
と
に
取
り
組
み
始
め
て
お

り
、
非
常
に
心
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

小
川
　
私
は
「
つ
な
が
り
の
大
切
さ
」
を

再
発
見
し
ま
し
た
。
生
徒
同
士
、
生
徒
と

教
師
の
心
が
き
ち
ん
と
つ
な
が
っ
て
い
る

か
を
意
識
し
、
評
価
や
見
取
り
、
日
頃
の

声
か
け
や
支
援
を
丁
寧
に
行
う
こ
と
で
、

つ
な
が
り
続
け
る
こ
と
が
大
切
な
の
だ
と

改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。
同
時
に
レ
ジ
リ

エ
ン
ス
や
協
働
性
な
ど
、
生
徒
に
求
め
て

い
る
資
質
・
能
力
を
教
師
が
持
っ
て
い
る

か
ど
う
か
も
問
わ
れ
た
１
年
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
私
た
ち
教
師
の
側
も
、
生
徒
と

同
じ
よ
う
に
、
学
び
続
け
る
必
要
が
あ
る

こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
大
変

な
状
況
が
続
く
と
思
い
ま
す
が
、
絶
え
ず

新
し
い
こ
と
に
挑
戦
を
し
て
い
る
と
い
う

意
識
を
学
校
全
体
で
共
有
し
て
、
未
知
の

次
の
ス
テ
ー
ジ
へ
前
進
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

田
村
　
こ
れ
か
ら
の
学
校
教
育
で
は
、
生

徒
一
人
ひ
と
り
に
ふ
さ
わ
し
い
個
別
最
適

化
さ
れ
た
学
び
が
必
要
と
な
り
ま
す
し
、

答
え
が
１
つ
で
は
な
い
問
い
や
解
決
困
難

な
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
探
究
的
・
協
働

的
な
学
び
が
一
層
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
は
ず
で
す
。
高
校
の
先
生
方
に
は
、
従

来
通
り
専
門
性
を
ス
ト
ロ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
持
ち
な
が
ら
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
学

び
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
力
が
さ
ら
に

求
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

　
高
校
生
に
ぜ
ひ
と
も
身
に
つ
け
て
ほ
し

い
の
は
、「
未
来
社
会
を
創
造
す
る
主
体

と
し
て
の
自
覚
」
で
す
。
未
来
を
創
造
す

る
主
体
は
自
分
た
ち
で
あ
る
こ
と
を
一
人

ひ
と
り
が
自
覚
し
、
積
極
的
に
社
会
に
参

画
し
、
つ
く
り
上
げ
て
い
く
意
欲
を
持
つ
。

そ
う
し
た
学
び
手
を
育
て
る
こ
と
も
、
こ

れ
か
ら
の
学
校
教
育
の
使
命
と
言
え
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

柏
木
　
今
を
生
き
る
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

が
、
未
来
を
つ
く
る
当
事
者
と
し
て
、
こ

れ
か
ら
の
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え

続
け
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。

本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

学
校
の
価
値
が
再
認
識
さ
れ
た

今
こ
そ
教
育
の
本
質
へ
の
回
帰
を

総
括
◎
コ
ロ
ナ
禍
を
経
た
「
学
校
」の
姿
と
は
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テ
ー
マ

特
別
活
動
の
真
価
・
進
化
を
考
え
る

特
別
活
動
も
、
学
校
が
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
、
生
徒
が
身
に
つ
け
る
た
め
の
重
要
な
教
育
活
動
の
１
つ
だ
。
で
は
、
自
校
の
特
別
活
動
は
、

ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
こ
と
に
寄
与
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
改
善
す
る
余
地
が
あ
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
点
だ
ろ
う
か
。

自
校
の
教
師
同
士
で
、改
め
て
特
別
活
動
の
真
価
を
問
い
、さ
ら
な
る
進
化
を
目
指
す
た
め
に
、本
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
使
っ
て
考
え
て
み
て
い
た
だ
き
た
い
。

『VIEW21』高校版
2021年2月号特集

NEXTを
語 り 合 う
ワークシート

生徒の

教師の
自校の 社会の

本ワークシートを複写、またはダウンロードし、
各自が、❶❷❸②③を記入した上で集まる。

記入した内容を共有してから、自校の特別活動を改善するために、今後できそう
なことや工夫してみたいことについて意見を交わし、その内容を❹④に記入する。
そして、特別活動の充実が教科の授業に与える影響や、教科の授業にも取り入れ
られそうな特別活動における工夫について語り合い、その内容を❺に記入する。

ワークシートの使い方

でご覧ください。

自
校
で
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
記
入
し
、
そ
の
う
ち
、
特
に
特
別
活
動
で
育
む
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
資
質
・
能

力
を
選
び
、
○
で
囲
む

※
自
校
で
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
今
後
検
討
す
る
場
合
は
、
学
年
団
や
分
掌
な
ど
で
重
視
し
て
い
る
資
質
・
能
力
を
記
入

●１  

で
選
ん
だ
資
質
・
能
力
の
育
成
に
寄
与
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
特
別
活
動
の
種
類
と
具
体
的
な
内
容

【
活
動
の
種
類
】
※
該
当
す
る
も
の
を
○
で
囲
む

ホ
ー
ム
ル
ー
ム
活
動
・
生
徒
会
活
動
・
学
校
行
事

【
具
体
的
な
活
動
内
容
】

●１   

で
選
ん
だ
資
質
・
能
力
の
育
成
に
十
分
に
寄
与
し
て
い

な
い
と
考
え
ら
れ
る
特
別
活
動
の
種
類
と
具
体
的
な
内
容

【
活
動
の
種
類
】
※
該
当
す
る
も
の
を
○
で
囲
む

ホ
ー
ム
ル
ー
ム
活
動
・
生
徒
会
活
動
・
学
校
行
事

【
具
体
的
な
活
動
内
容
】

12
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特別活動は、教科指導に比べると、改善のための議論が少なくなりがちです。そのため、これま
では育成を目指す資質・能力とひもづけて特別活動を見直したことがなかったという教師もい
るでしょう。だからこそ、資質・能力を軸に、「この行事は、資質・能力の育成にどのように寄与

しているのか」「自分のホームルーム活動では……」などと、教師が互いの考えを語り合う機会は貴重です。ただ、これまで特
別活動について対話する機会が少なかったために、言葉に窮する教師がいるかもしれません。そうした時は、「こんな特別活動
ができたらいいなと思ったことはありませんか？」と、活動の理想の状態を想像させると、意見が言いやすくなるでしょう。

ファシリテーター役の
先生へ　　

このマークのある図版は、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（https://berd.benesse.jp）からダウンロードできます。「HOME→教育情報→高校向け」

●２  
で
挙
げ
た
特
別
活
動
を
さ
ら
に
よ
い
も
の
に
す
る
た
め

に
、
今
後
で
き
そ
う
な
こ
と
・
工
夫
し
て
み
た
い
こ
と

○２  

で
挙
げ
た
特
別
活
動
を
、
●１ 

で
選
ん
だ
資
質
・
能
力
を

育
成
す
る
も
の
に
す
る
た
め
に
、
今
後
で
き
そ
う
な
こ
と
・
工

夫
し
て
み
た
い
こ
と

●２  

、
○２  

で
挙
げ
た
特
別
活
動
の
充
実
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
、
教
科
の
授
業
の
変
化
や
、
教
科
の
授
業
に
取
り
入
れ

ら
れ
そ
う
な
特
別
活
動
の
工
夫

●２  

で
挙
げ
た
特
別
活
動
が
、
●１  

で
選
ん
だ
資
質
・
能
力
の

育
成
に
寄
与
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
理
由

○２  

で
挙
げ
た
特
別
活
動
が
、
●１ 

で
選
ん
だ
資
質
・
能
力
の

育
成
に
寄
与
し
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
理
由

4

4
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群
馬
県
立
吉
井
高
校
は
、
２
０
１
６
年

度
に
教
育
活
動
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の

策
定
に
着
手
し
た
。
そ
の
後
も
毎
年
見
直

し
、
20
年
度
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
（
図

１
）
か
ら
実
質
的
な
運
用
が
始
ま
っ
た
。

　
同
校
が
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
策
定
し

た
背
景
に
は
、
生
徒
の
多
様
性
と
い
う
総

合
学
科
な
ら
で
は
の
状
況
が
あ
っ
た
。
大

学
進
学
を
目
指
し
、
勉
強
を
頑
張
り
た
い

生
徒
や
自
分
の
強
み
を
生
か
し
て
就
職
し

た
い
生
徒
、
部
活
動
に
打
ち
込
み
た
い
生

徒
な
ど
、
高
校
へ
の
期
待
は
様
々
だ
。
一

方
で
、
生
徒
へ
の
育
成
を
目
指
す
資
質
・

能
力
が
教
師
間
で
共
有
さ
れ
て
お
ら
ず
、

指
導
の
方
向
性
が
定
ま
っ
て
い
な
い
と
い

う
課
題
が
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
中
、
文
部

科
学
省
か
ら
２
つ
の
研
究
指
定
（
＊
）
を

受
け
、
問
題
解
決
型
の
学
習
や
ア
ク
テ
ィ

ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
以
下
、
Ａ
Ｌ
）
の
視

点
で
の
授
業
改
善
を
始
め
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
、
多
様
な
資
質
・
能
力
を
評
価
す

る
必
要
性
が
高
ま
り
、
学
校
全
体
と
し
て

進
む
べ
き
方
向
性
を
定
め
よ
う
と
す
る
意

識
が
教
師
間
に
醸
成
さ
れ
て
い
っ
た
。

　
そ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
16
年
度
、
管

理
職
と
各
分
掌
の
主
任
に
よ
っ
て
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
の
策
定
が
進
め
ら
れ
た
。
育

＊　2015 年度からは、「実社会との接点を重視した課題解決型学習プログラムに係る実践研究」に研究指定。2016 年度からは、「教科の本質的な学びを踏まえたアクティ
ブ・ラーニングの視点からの学習・指導方法の改善に係る実践研究」に研究指定。

「吉井高校グランドデザイン2020」図 1

＊学校資料をそのまま掲載。

育成を目指す資質・能力を精選し、
学年団の裁量を担保することで、
運用されるグランドデザインを実現

群馬県立吉井高校

◎校訓は、「明るく、清く、正しく、強く、美しく」。
2000 年度、総合学科に改編。２年次から、文
科系列、理科系列、芸術・福祉・体育系列、商
業系列に分かれる。地域に開かれた学校を目指
し、生涯学習のための学校開放講座や生徒のボ
ランティア活動などに力を入れている。
◎設立　1975（昭和 50）年
◎形態　全日制／総合学科／共学
◎生徒数　１学年約160人
◎2020年度進路実績（現役のみ）　国立大は、群馬大に１人が合格。私立大は、共
愛学園前橋国際大、群馬医療福祉大、上武大、高崎商科大、駿河台大、工学院大、国士
舘大、東海大、日本大などに延べ37人が合格。短大、専門学校進学66人。就職34人。
◎URL　http://www.nc.yoshii-hs.gsn.ed.jp

今回

新課程に向けて描く　「学校教育デザイン」

課
題
は
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の

学
校
全
体
へ
の
浸
透

カリキュラム・
マネジメント
を通じて実現

学校教育
目標

授業・
指導改善

評価・検証
授業・
指導実践

カリキュラム・
指導計画今回

今回
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動
い
た
。管
理
職
、教
務
主
任
、生
徒
指
導

主
事
、進
路
指
導
主
事
、各
学
年
主
任
に

よ
る「
企
画
会
議
」を
隔
週
で
実
施
。学
力

向
上
策
や
学
校
行
事
、部
活
動
等
の
教
育

活
動
が
ど
う
い
っ
た
資
質
・
能
力
の
育
成

に
結
び
つ
い
て
い
る
の
か
、本
当
に
必
要

な
も
の
な
の
か
を
検
討
し
た（
図
２
●Ｂ
）。

　
全
教
師
参
加
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
以

下
、
Ｗ
Ｓ
）
も
学
期
に
１
回
実
施
。
教
科

や
学
年
を
超
え
た
４
〜
５
人
か
ら
成
る
グ

ル
ー
プ
で
、
自
校
の
教
育
活
動
に
つ
い
て

話
し
合
っ
た
。
自
校
の
課
題
を
テ
ー
マ
と

し
た
回
で
は
、
各
教
師
が
課
題
を
出
し
合

い
、そ
れ
ら
を
基
に
教
育
活
動
を
精
査
し
、

改
善
す
べ
き
活
動
に
つ
い
て
対
応
策
を
検

討
し
た
。
ま
た
、
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
が

テ
ー
マ
の
回
で
は
、育
成
を
目
指
す
資
質・

能
力
と
、育
成
の
方
策
を
話
し
合
っ
た（
図

２
●Ｃ
）。
そ
う
し
た
Ｗ
Ｓ
が
、グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
の
必
要
性
を
全
教
師
に
浸
透
さ
せ

る
機
会
に
な
っ
た
と
、教
務
主
任
の
小
林

良よ
し

典の
り

先
生
は
語
る
。

　「
最
初
は
Ｗ
Ｓ
の
参
加
に
消
極
的
な
教

師
も
い
ま
し
た
が
、
実
施
し
て
み
る
と

皆
、活
発
に
議
論
し
、『
や
っ
て
よ
か
っ
た
』

と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
教
師
間

で
目
標
や
課
題
を
共
有
し
た
こ
と
で
、
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
自
分
事
と
し
て
捉
え

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
」

　
Ｗ
Ｓ
の
内
容
は
企
画
会
議
で
共
有
し
、

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
改
訂
に
つ
な
げ

た
。
例
え
ば
、「
育
成
を
目
指
す
資
質
・

能
力
が
多
く
、
焦
点
が
定
ま
ら
な
い
」
と

い
っ
た
声
を
踏
ま
え
、
14
の
資
質
・
能
力

が
生
徒
の
実
態
に
合
っ
て
い
る
か
、
重
複

し
て
い
な
い
か
を
検
討
し
、
８
つ
に
精
選

（
図
２
●Ｄ
）。
18
年
度
の
企
画
会
議
で
も
継

続
し
て
検
討
し
（
図
２
●Ｅ
）、　
同
校
が
直

面
す
る
課
題
に
焦
点
を
あ
て
た
３
つ
の
資

質
・
能
力
に
集
約
し
た
（
図
２
●Ｆ
）。

　「
総
合
学
科
で
あ
る
本
校
に
は
、
生
徒

が
自
ら
進
路
目
標
を
定
め
て
切
り
拓
い
て

い
く
『
主
体
性
』
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
ま

た
、
生
徒
同
士
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
議

論
が
深
ま
ら
な
い
と
い
う
課
題
が
浮
き
彫

成
を
目
指
す
14
の
資
質
・
能
力
を
定
め
、

そ
れ
ら
を
育
成
す
る
方
策
を
各
教
科
・
科

目
と
各
分
掌
で
検
討
し
た
（
図
２
●Ａ
）。

し
か
し
、
こ
の
段
階
で
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
は
、
策
定
に
か
か
わ
っ
た
の
が
特
定

の
教
師
に
と
ど
ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
全

教
師
が
当
事
者
意
識
を
持
っ
て
指
導
に
生

か
す
も
の
と
し
て
は
浸
透
し
な
か
っ
た
。

　
17
年
度
は
、全
教
師
に
運
用
さ
れ
る
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
す
る
た
め
の
改
訂
に

＊学校資料、及び取材を基に編集部で作成。

２
０
１
６
年
度

２
０
１
７
年
度

２
０
１
８
年
度

２
０
１
９
年
度

◎管理職・各分掌主任によって、グランドデザインを検討。

課題　学校全体にグランドデザインが浸透しない。

◎管理職・各校務分掌主任・各学年主任の 8人による企
画会議で、自校の教育活動がグランドデザインの中でど
う位置づけられるのかを議論・確認。
◎全教師によるワークショップで、育成を目指す生徒像、
生徒に身につけさせたい資質・能力、そして、その育成
の方策について議論。

◎ワークショップで出された意見を企画会議で検討し、
育成を目指す資質・能力を 8つに精選するなど、2018
年度のグランドデザインの策定につなげた。

課題　育成を目指す資質・能力は 8つでも多く、細かい
点で授業や学校行事などの目標と結びついていない。

◎企画会議、全教師によるワークショップで、本当に必
要な資質・能力とは何かについて議論。

◎育成を目指す資質・能力を３つに精選したグランドデ
ザインを策定。各教科・科目、学校行事などで育成する
ための方策を一覧化。

課題　ルーブリック作成の過程で、「主体性」を育成す
る方策・評価と、「コミュニケーション能力」「やりきる
力」を育成する方策・評価の区別がつけられないという
問題が浮上。

◎企画会議で議論し、「主体性」「コミュニケーション能
力」「やりきる力」の関係性を整理して、2020 年度の
グランドデザインを策定（図１）。

育成を目指す資質・能力　①コミュニケーション能力　②
プレゼンテーション能力　③主体性　④基礎的・基本的
な知識・技能　⑤英語力　⑥グローバル人材　⑦論理的
思考力　⑧協働性　⑨多様性　⑩チャレンジ精神　⑪豊
かな心　⑫心と体の健康　⑬文武両道　⑭創造的表現力

育成を目指す資質・能力　①コミュニケーション能力　②
思考力・判断力　③表現力・プレゼンテーション能力　
④主体性（主体的に学習・行動する力）　⑤基礎的な知識・
技能　⑥やりきる力・レジリエンス　⑦自己肯定感・自尊
心　⑧課題解決能力

育成を目指す資質・能力　「主体性」「コミュニケーション
能力」「やりきる力」

A

B

E

C

F

D

１
学
年
主
任

飯
田
貢
士

い
い
だ
・
あ
つ
し

教
職
歴
19
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

７
年
目
。
数
学
科
。

２
学
年
主
任

狩
野
圭
市

か
の
う
・
け
い
い
ち

教
職
歴
16
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

６
年
目
。
理
科
（
生
物
）。

進
路
指
導
主
事

町
田
　

貴

ま
ち
だ
・
た
か
し

教
職
歴
16
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

３
年
目
。
国
語
科
。

全
教
師
が
課
題
を
共
有
し
、

資
質
・
能
力
を
絞
り
込
む

教
務
主
任

小
林
良
典

こ
ば
や
し
・
よ
し
の
り

教
職
歴
21
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

４
年
目
。
数
学
科
。

グランドデザイン策定のステップ図２
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り
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、『
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
』
の
育
成
も
必
須
で
し

た
。『
や
り
き
る
力
』
は
、部
活
動
に
力
を

入
れ
て
き
た
本
校
の
歴
史
を
踏
ま
え
、ど

ん
な
場
面
で
も
最
後
ま
で
力
を
出
し
切
っ

て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
か
ら
設
定
し
ま
し

た
」（
小
林
先
生
）

　
19
年
度
は
、
全
教
科
・
科
目
、
及
び
１

年
次
の
「
産
業
社
会
と
人
間
」、
２
・３
年

次
の
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」、
学
校

行
事
・
Ｌ
Ｈ
Ｒ
、
部
活
動
の
そ
れ
ぞ
れ
に

つ
い
て
、
３
つ
の
資
質
・
能
力
を
「
身
に

つ
け
る
た
め
の
方
策
」
を
各
教
科
・
科
目

と
各
分
掌
で
分
担
し
て
作
成
。
さ
ら
に
、

そ
れ
を
基
に
、
各
教
科
・
科
目
で
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
を
作
っ
た
。

　
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
作
成
前
に
は
、
教
員

研
修
を
実
施
し
、
学
力
の
捉
え
方
が
コ
ン

テ
ン
ツ
・
ベ
ー
ス
か
ら
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
・

ベ
ー
ス
に
転
換
さ
れ
る
こ
と
や
、
ペ
ー

パ
ー
テ
ス
ト
で
は
測
り
き
れ
な
い
力
を
育

成
し
、
客
観
的
に
評
価
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
な
ど
、
新
学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
の

理
解
を
深
め
た
。

　
数
学
科
で
は
、
自
校
の
生
徒
の
状
況
を

２
学
年
を
通
し
て
検
定
学
習
を
奨
励
し
、

学
習
習
慣
の
定
着
を
促
す
こ
と
は
、
数
学

や
英
語
な
ど
の
基
礎
学
力
の
向
上
に
も
つ

な
が
る
で
し
ょ
う
」

　
学
年
団
の
裁
量
が
大
き
い
こ
と
も
、
指

導
改
善
が
進
む
一
因
と
な
っ
て
い
る
。
同

校
で
は
17
年
度
、
総
合
学
科
推
進
部
の
主

導
で
、
１
年
次
は
「
発
見
」、
２
年
次
は

「
挑
戦
」、３
年
次
は
「
飛
躍
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
と
し
て
、
探
究
学
習
の
３
年
間
の
計
画

を
策
定
し
た
。
以
降
、
そ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

を
各
学
年
の
テ
ー
マ
と
し
つ
つ
、
学
年
団

の
方
針
や
生
徒
の
実
態
に
応
じ
て
、
学
年

の
目
標
と
取
り
組
み
を
毎
年
策
定
し
、
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
反
映
し
て
い
る
。

　「
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
と
各
学

年
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、

各
学
年
の
目
標
設
定
と
そ
の
達
成
の
道
筋

は
、
各
学
年
団
に
任
さ
れ
て
い
ま
す
。
指

導
の
内
容
や
方
法
を
学
年
団
が
決
め
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、各
教
師
の
主
体

性
が
高
ま
り
ま
す
。そ
う
し
た
柔
軟
性
も
、

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
実
効
性
を
担
保
す

る
上
で
欠
か
せ
ま
せ
ん
」（
小
林
先
生
）

　
20
年
度
の
２
学
年
で
は
、
キ
ー
ワ
ー
ド

踏
ま
え
て
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
文
言
や
レ
ベ

ル
を
設
定
し
た
と
、
数
学
科
担
当
で
１
学

年
主
任
の
飯
田
貢あ

つ

士し

先
生
は
語
る
。

　「『
問
題
解
決
の
過
程
を
、
ほ
か
の
人
が

見
て
も
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
書
く
こ
と

が
で
き
る
』と
い
っ
た
よ
う
に
、数
学
が

苦
手
な
生
徒
で
も
理
解
で
き
る
表
現
に
な

る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
た
」

　
そ
の
よ
う
に
評
価
規
準
が
明
確
に
な
っ

た
こ
と
で
、
計
算
の
途
中
式
を
書
く
よ
う

に
な
る
な
ど
、
丁
寧
に
問
題
に
取
り
組
む

生
徒
が
増
え
た
と
い
う
。

　
一
方
で
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
作
成
の
過
程

で
は
、「『
主
体
性
』
と
『
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
』『
や
り
き
る
力
』
と
で
、

育
成
す
る
方
策
や
評
価
の
区
別
が
つ
き
に

く
い
」
と
い
っ
た
指
摘
が
あ
っ
た
。
そ
こ

で
、
３
つ
の
資
質
・
能
力
を
並
列
に
せ
ず
、

「
主
体
性
」
を
上
位
に
し
、
そ
れ
に
付
随

す
る
資
質
・
能
力
と
し
て
、「
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」「
や
り
き
る
力
」
を

置
く
現
在
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
形
と

し
た
（
Ｐ
．28
図
１
）。

　
３
つ
の
資
質
・
能
力
を
「
身
に
つ
け
る

た
め
の
方
策
」
が
明
確
に
な
っ
た
こ
と
で
、

進
路
指
導
や
教
科
指
導
の
改
善
が
進
ん
で

い
る
。

　「
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
は
、策
定
が
ゴ
ー

ル
で
は
な
く
、
始
ま
り
で
す
。
育
成
を
目

指
す
資
質
・
能
力
を
３
つ
に
絞
り
、
育
成

の
方
策
と
評
価
規
準
を
定
め
た
こ
と
で
、

実
効
性
の
あ
る
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
な

り
ま
し
た
。
教
師
の
会
話
の
中
で
も
、『
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
』
や
『
や
り
き

る
力
』
な
ど
が
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
出
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
」（
飯
田
先
生
）

　
20
年
度
は
、
全
１
年
生
に
手
帳
を
配
布

し
た
。学
習
や
生
活
の
計
画
を
自
ら
立
て
、

達
成
状
況
や
課
題
、
次
の
目
標
を
記
録
す

る
た
め
だ
。
生
活
を
律
す
る
こ
と
で
「
主

体
性
」
を
養
う
と
と
も
に
、
担
任
と
の
や

り
取
り
を
通
じ
て
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
」
を
、
１
年
間
記
入
し
続
け
る
こ

と
で
「
や
り
き
る
力
」
を
育
む
こ
と
が
ね

ら
い
だ
。
ま
た
、
手
帳
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で

面
談
が
十
分
に
で
き
な
い
中
で
、
生
徒
把

握
の
ツ
ー
ル
と
し
て
も
活
用
し
て
い
る
。

　
国
語
科
で
は
、
20
年
度
の
１
年
次
か
ら

漢
字
検
定
の
全
員
受
検
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

た
。
進
路
指
導
主
事
も
務
め
る
町
田
貴た

か
し

先

生
は
、そ
の
ね
ら
い
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
検
定
と
い
う
目
標
を
設
定
す
る
こ
と

が
、『
主
体
性
』
や
『
や
り
き
る
力
』
の

育
成
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。１
・

資
質
・
能
力
の
育
成
の
方
策
と

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
作
成

各
学
年
が
毎
年
目
標
を
定
め
、

柔
軟
に
取
り
組
み
を
軌
道
修
正

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
基
に

指
導
改
善
が
進
む
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の
「
挑
戦
」
を
基
に
、「
進
路
目
標
達
成

へ
の
強
い
意
志
を
持
つ
」
を
目
標
の
１
つ

に
掲
げ
た
。
そ
れ
を
踏
ま
え
、
小
論
文
対

策
や
志
望
理
由
書
、
卒
業
後
の
自
分
へ
の

手
紙
の
作
成
な
ど
の
活
動
を
徹
底
し
て
行

う
こ
と
で
、進
路
意
識
の
向
上
に
努
め
た
。

　
例
え
ば
、
夏
季
休
業
中
に
自
分
が
目
指

す
職
業
と
社
会
問
題
の
解
決
を
テ
ー
マ
と

し
た
小
論
文
を
課
し
、
休
業
明
け
に
生
徒

同
士
で
読
み
合
っ
た
。
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」（
小
林
先
生
）

　
年
２
回
行
う
生
徒
の
自
己
評
価
で
は
、

１
回
目
よ
り
２
回
目
の
方
が
、３
つ
の
資
質・

能
力
が
向
上
し
た
と
い
う
結
果
が
出
て
お

り
、
指
導
改
善
の
効
果
が
う
か
が
え
る
。

　
今
後
の
課
題
は
、
資
質
・
能
力
の
さ
ら

な
る
育
成
に
向
け
て
、文
部
科
学
省
の「
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」
に
よ
っ
て
活
用

の
幅
が
広
が
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
、
授
業
に
効

果
的
に
取
り
入
れ
る
こ
と
だ
。
教
員
研
修

な
ど
を
通
じ
て
活
用
法
を
模
索
し
、
学
校

全
体
で
共
有
し
て
い
く
。
加
え
て
、
ル
ー

ブ
リ
ッ
ク
の
運
用
レ
ベ
ル
を
学
校
全
体
で

高
め
る
こ
と
も
課
題
だ
。
20
年
度
の
２
学

期
に
は
、
改
め
て
新
学
習
指
導
要
領
の
趣

旨
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
研
修
を
実
施

し
、
各
教
科
・
科
目
で
育
成
を
目
指
す
資

質
・
能
力
を
「
身
に
つ
け
る
た
め
の
方
策
」

と
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
見
直
し
た
（
図
３
）。

　「
教
科
・
科
目
に
よ
っ
て
は
、
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
よ
り
も
振
り
返
り
シ
ー
ト
や
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
の
方
が
評
価
ツ
ー
ル
と
し
て

運
用
し
や
す
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。教
科
・

科
目
の
特
性
に
応
じ
て
、あ
ら
ゆ
る
可
能

性
を
検
討
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。ま

た
、今
後
は
学
校
行
事
や
部
活
動
の
ル
ー

ブ
リ
ッ
ク
も
作
成
し
、
す
べ
て
の
教
育
活

動
を
通
じ
て
生
徒
の
資
質
・
能
力
を
高
め

て
い
き
ま
す
」（
小
林
先
生
）

夢
や
自
分
と
は
異
な
る
視
点
な
ど
に
刺
激

を
受
け
た
生
徒
が
少
な
く
な
か
っ
た
と
、

２
学
年
主
任
の
狩か

野の
う

圭け
い

市い
ち

先
生
は
語
る
。

　「
２
学
年
で
は
、
自
己
実
現
を
図
る
た

め
の
知
的
好
奇
心
や
意
欲
、
必
要
な
情
報

を
得
る
た
め
の
情
報
収
集
力
な
ど
、
自
分

の
進
路
を
切
り
拓
く
力
の
育
成
を
意
識
し

て
指
導
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
生

徒
は
何
事
に
も
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
手
応
え
を
感
じ
て
い
ま
す
」

　
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
策
定
を
通
じ

て
、
教
師
の
意
識
は
大
き
く
変
わ
っ
た
。

　「
生
徒
に
ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力
を

育
成
し
た
い
の
か
と
い
う
目
的
意
識
を

持
っ
て
指
導
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

あ
ら
ゆ
る
教
育
活
動
に
意
味
づ
け
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
、
指
導
改
善
に

育成を目指す資質・能力を「身につけるための方策」とルーブリック（抜粋）図３

■数学のルーブリック

育成を目指す
資質・能力

主体性の育成

コミュニケーション能力 やりきる力

身につける
ための方策

グループ学習による問題演習を通じて、自
分の考えを他者に伝わるように発表する。

発展的な課題にも積極的に挑戦し、諦めず
に問題解決に向かう。

評
価

Ａ

•先生や友人の意見・考えをきちんと聞く
ことができる。また、相手の立場に立ち、
自分の考えや説明を分かりやすく伝える
ことができる。

•問題解決の過程を、ほかの人が見ても分
かりやすいように書くことができる。

•分からない問題に対しても粘り強く取り
組み、何とかして解決しようとしている。
また、間違えた問題に対して、必ずやり
直しを行い、理解しようとしている。

•自分の進路を意識して、継続的に家庭学
習を行っている。

Ｂ
•自分の考えを説明し、先生や友人の話を
聞くことができる。

•問題解決の過程を書くことができる。

•分からない問題に対して、先生や友人の
手を借りて、最後まで解決する。

•テスト前には、集中して家庭学習を行う。

Ｃ

•自分の考えをきちんと伝えることができ
なかったり、先生や友人の話を理解しよ
うとしなかったりする。

•問題解決の過程を書かずに答えだけを書く。

•分からない問題や間違えた問題をそのま
まにしている。

•テスト前にも少ししか勉強しない。

育成を目指す
資質・能力

主体性の育成

コミュニケーション能力 やりきる力

身
に
つ
け
る
た
め
の
方
策

各
教
科
の
授
業

国語
言葉を使った活動（言語活動）による意
思疎通を目指す。

自ら設定した目的に向かって、根拠ある自
信を積み上げながら、継続的に前進する。

地歴・
公民

グループワーク等で意見交換し、自らの知
識や考えをまとめ、発表するとともに、様々
な立場や意見があることを理解する。

獲得した知識や情報を活用して説明でき
るなど、年間を通じて、総合的な力を身に
つける努力を続ける。

数学
グループ学習による問題演習を通じて、自
分の考えを他者に伝わるように発表する。

発展的な課題にも積極的に挑戦し、諦め
ずに問題解決に向かう。

理科
課題研究や実験でのグループワークを通
じて、問題解決に向けて協力する。

授業中に生じた疑問について積極的に質
問し、解決する。

保健・
体育

グループ練習を行い、その中で技術向上
を目指す。

記録の向上を目指す。

「産業社会と
人間」

「総合的な
探究の時間」

職場体験や吉井ナビなどの活動に積極的
に取り組むことで、コミュニケーション能
力の向上を目指す。

様々な活動の中で、振り返りまで行うこと
で、自らの新たな一面にも目を向けてみる。

探究学習の中で、自らの考えを人に分かり
やすく伝える。

学校行事
ＬＨＲ

グループエンカウンターなども利用し、友
好的な人間関係づくりを行う。

ＬＨＲで進路目標設定や受験計画作成を
行い、その達成を目指し、ひたむきに努力
する。

進路面談や進路カウンセリングを通じて、
自己理解を深め、自分の意志を表現する。

部活動

定期的にミーティングを開き、部員間の話
し合いにより、具体的な目標設定を行う。

挨拶など、基本的な礼儀を徹底する。

ともに努力する仲間を尊重し、相互理解を
深める。

活動日誌に記録して、日々の振り返りの習
慣を確立する。

＊学校資料を基に編集部で作成。

■育成を目指す資質・能力を「身につけるための方策」

新課程に向けて描く　「学校教育デザイン」

あ
ら
ゆ
る
教
育
活
動
を

意
味
づ
け
す
る
意
識
が
定
着
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長な

が

田た

英ひ
で

史ふ
み

先
生
は
長
年
、
授
業
中
に
ノ
ー
ト
を
取
る

こ
と
だ
け
に
一
生
懸
命
な
生
徒
や
、
自
分
で
考
え
ず
に

正
解
を
す
ぐ
に
知
り
た
が
る
生
徒
が
多
い
こ
と
に
課
題

を
感
じ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
教
材
研
究
に
力
を
注
ぎ
、

生
徒
に
考
え
て
ほ
し
い
こ
と
を
明
確
に
し
た
上
で
単
元

計
画
や
指
導
案
を
作
成
。
授
業
で
は
、
自
分
の
伝
え
た

石川県立工業高校
◎前身は、日本で最初の工業高校として設立さ
れた金沢区工業学校。「ものづくりはひとづく
り」の理念の下、社会から期待され、社会に貢
献する工業技術者、産業人の育成に力を注ぐ。
◎設立　1887（明治20）年
◎形態　全日制／機械システム科・電気科・電
子情報科・材料化学科・工芸科・テキスタイル
工学科・デザイン科／共学
◎生徒数　１学年約 320人
◎2020年度進路実績（現役のみ）
国公立大は、富山大、福井大、長岡造形大、
石川県立大、金沢美術工芸大、公立小松大な
どに９人が合格。私立大は、金沢工業大、福
井工業大などに延べ 48人が合格。短大・専門
学校進学78人。就職163人。
◎URL

石川県立工業高校
長田英史　ながた・ひでふみ　

教職歴２６年。同校に赴任して９年目。
教務課。工業科。
一般企業での勤務を経て、高校教師になる。
２０１５年度からアクティブ・ラーニングの
視点を取り入れた授業を実践。

https://www.ishikawa-c.ed.jp/~kenkoh

1 1:45 本時のテーマを説明 授業
ハイライト

考
え
る
手
が
か
り
と
な
る
知
識
を

提
示
し
た
上
で
生
徒
に
問
い
か
け
、

思
考
の
深
化
を
促
す

長田先生は、ワークシートを配布した後に、本時のテーマ
が「ファッション産業の問題点」であると説明した。テキ
スタイル工学科には、ファッション業界の企業に就職する
生徒が多いことから、「ファッション産業の問題点を知っ
ても、がっかりするのではなく、どうすれば問題を解決で
きるのかをみんなで考えてほしい」と熱く呼びかけた。

●
テ
キ
ス
タ
イ
ル
工
学
科
３
年
生
が
履
修
す
る
学
校
設
定

科
目
「
新
素
材
」
の
「
地
球
環
境
負
荷
を
軽
減
す
る
繊
維
」

の
全
５
時
間
の
う
ち
の
４
時
間
目
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
が

抱
え
る
環
境
問
題
に
つ
い
て
知
り
、
持
続
可
能
な
産
業
の

あ
り
方
を
考
え
た
。（
Ｐ
．35
に
単
元
の
指
導
計
画
を
掲
載
）

物
事
を
深
く
考
え
る
面
白
さ
を

生
徒
が
実
感
で
き
る
授
業
を
目
指
す

長
田
先
生
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

工業

実践

主体的・対話的で
深い学びへ
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い
こ
と
を
生
徒
に
熱
く
語
り
か
け
て
い
た
。

　「
分
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
時
の
喜
び
や
、

物
事
を
深
く
考
え
る
こ
と
の
面
白
さ
を
、
授
業
で
生
徒

に
実
感
さ
せ
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
た
だ
、
今
振
り
返

る
と
、
伝
え
た
い
と
い
う
思
い
が
強
す
ぎ
て
、
生
徒
に

一
方
的
に
話
す
授
業
に
な
っ
て
い
ま
し
た
」

　
そ
う
し
た
折
、
長
田
先
生
が
勤
務
す
る
石
川
県
立
工

業
高
校
は
、
２
０
１
４
年
度
か
ら
３
年
間
、
文
部
科
学

省
「
ス
ー
パ
ー
・
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
・
ハ
イ
ス
ク
ー

ル
」
の
指
定
校
と
な
っ
た
。
そ
れ
を
機
に
、
育
成
を

目
指
す
資
質
・
能
力
と
し
て
思
考
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
、
創
造
力
を
掲
げ
て
、
学
校
全
体
で
そ
れ
ら

を
育
成
す
る
授
業
の
研
究
を
進
め
た
（
＊
）。
そ
の
過

程
で
、長
田
先
生
は
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ（
以
下
、

Ａ
Ｌ
）
に
つ
い
て
学
び
、
授
業
に
取
り
入
れ
始
め
た
。

　「
グ
ル
ー
プ
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
さ
せ
た
最
初

の
授
業
で
は
、
生
徒
は
私
の
問
い
に
対
し
て
ほ
と
ん
ど

発
言
を
せ
ず
、
教
室
が
静
ま
り
か
え
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
生
徒
が
発
言
し
や
す
い
場
づ
く
り
や
、
生
徒
か
ら

考
え
を
引
き
出
す
教
師
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
重

要
性
を
痛
感
し
、
問
い
の
立
て
方
や
生
徒
へ
の
声
か
け

に
お
け
る
工
夫
を
試
行
錯
誤
し
ま
し
た
」

　
長
田
先
生
は
、「
考
え
よ
う
」「
議
論
し
よ
う
」
と
呼

び
か
け
る
だ
け
で
は
、
生
徒
は
何
を
ど
の
よ
う
に
思
考

し
、
議
論
す
れ
ば
よ
い
の
か
分
か
ら
な
い
と
考
え
た
。

そ
こ
で
生
徒
が
関
心
を
持
ち
、
自
分
事
と
し
て
考
え
ら

れ
る
テ
ー
マ
を
設
定
し
た
上
で
、
思
考
を
活
性
化
さ
せ

る
た
め
の
知
識
と
視
点
を
提
示
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　「
工
業
高
校
な
ら
で
は
の
最
先
端
技
術
や
、生
徒
が
関

心
を
持
ち
そ
う
な
タ
イ
ム
リ
ー
な
話
題
を
題
材
に
し
、

生
徒
が『
知
り
た
い
』『
な
ぜ
だ
ろ
う
』と
思
う
よ
う
な

問
い
を
設
定
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。関
心
を
引
き

つ
け
る
た
め
に
は
、写
真
や
図
を
用
い
て
視
覚
に
訴
え

る
こ
と
も
有
効
で
す
。
適
切
な
問
い
を
投
げ
か
け
ら
れ

る
よ
う
に
、教
材
研
究
に
は
時
間
を
か
け
て
い
ま
す
」

　
例
え
ば
、
本
時
は
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業
界
を
目
指
す

生
徒
が
多
い
テ
キ
ス
タ
イ
ル
工
学
科
の
授
業
で
あ
る
た

め
、
授
業
の
テ
ー
マ
を
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
の
問
題

点
を
洗
い
出
し
、
持
続
可
能
な
産
業
の
あ
り
方
を
考
え

る
」と
設
定
。生
徒
が
よ
く
着
る
フ
ァ
ス
ト
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
製
造
さ
れ
て
い

る
の
か
を
写
真
や
グ
ラ
フ
を
示
し
な
が
ら
解
説
し
、
労

働
問
題
や
環
境
問
題
を
抱
え
る
産
業
で
あ
る
点
に
目
を

向
け
さ
せ
た
。
そ
し
て
、
思
考
を
活
性
化
さ
せ
る
視
点

と
し
て
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
の
問
題
は
、
工
業
技
術

を
用
い
て
解
決
で
き
る
こ
と
と
、
社
会
の
仕
組
み
や

人
々
の
意
識
を
変
え
な
い
と
解
決
で
き
な
い
こ
と
に
分

か
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
問
い
か
け
た
。

　「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
の
問
題
が
、
企
業
や
業
界
だ

け
で
な
く
、
社
会
の
問
題
で
あ
る
こ
と
に
思
い
を
巡
ら

せ
て
ほ
し
い
と
考
え
ま
し
た
。
卒
業
後
に
働
く
業
界
の

問
題
に
、
消
費
者
と
し
て
既
に
自
分
が
か
か
わ
っ
て
い

る
と
気
づ
い
た
生
徒
も
い
ま
し
た
」

＊　同校の取り組みは、本誌 2018 年２月号の特集の実践事例１（P.12-16）で紹介。

12:10 1 1:48Thinking Time ファッション産業の問題点を解説

次に、長田先生は「Thinking Time」のボードを示し、「今の
話で見えてきたファッション産業の問題点を９つ書いてみよ
う」と言い、制限時間 5 分間でワークシートに取り組ませた。
同校では、考える活動を「県工 Thinking Time」と名づけ、ボー
ドを掲示して取り組ませることで、生徒に考えることへの意
識づけを行っている。

長田先生は、写真やグラフを示しながら、ファストファッショ
ンの縫製工場の労働環境や、服の生産が自然環境に与える負
荷について解説した。工場から垂れ流された染色液で汚染さ
れた川の写真をスクリーンに映し、「これ、何だと思う？」と
いったように、生徒が関心を持てるような写真を示すととも
に、問いかけをし、生徒の発言を促した。

テ
ー
マ
設
定
の
工
夫
と
、
知
識
・
視
点
の

提
示
で
、
思
考
の
深
化
に
導
く

思
考
の
活
性
化
・
深
化
へ
の
配
慮
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長
田
先
生
は
、
生
徒
の
そ
う
し
た
気
づ
き
か
ら
考
え

を
深
め
さ
せ
る
た
め
に
、
言
語
化
す
る
こ
と
も
重
視
し

て
い
る
。
本
時
で
は
、長
田
先
生
の
解
説
を
基
に
、ワ
ー

ク
シ
ー
ト
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
の
問
題
点
を
９
つ
書

か
せ
た
上
で
、
そ
れ
ら
の
問
題
点
が
、
思
考
を
活
性
化

さ
せ
る
２
つ
の
視
点
の
う
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
ち
ら
に
関

す
る
問
題
な
の
か
を
分
類
さ
せ
た
。
そ
し
て
、
授
業
の

最
後
に
は
、
本
時
の
目
標
の
到
達
度
の
自
己
評
価
と
そ

の
理
由
、
授
業
前
後
で
の
自
身
の
変
化
に
つ
い
て
、「
振

り
返
り
シ
ー
ト
」
に
記
入
さ
せ
た
。

　
長
田
先
生
は
、
授
業
中
の
生
徒
の
ち
ょ
っ
と
し
た
つ

ぶ
や
き
も
聞
き
漏
ら
さ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。「
何

で
そ
う
な
る
の
だ
ろ
う
？
」
と
い
っ
た
生
徒
の
つ
ぶ
や

き
を
取
り
上
げ
て
、「
み
ん
な
は
ど
う
思
う
？
」
と
ほ

か
の
生
徒
に
投
げ
か
け
る
と
、
生
徒
同
士
の
議
論
が
始

ま
っ
て
、
考
え
が
広
が
っ
た
り
、
思
考
が
深
ま
っ
た
り

す
る
こ
と
が
よ
く
あ
る
か
ら
だ
。

　「
教
師
に
と
っ
て
は
何
気
な
い
一
言
で
も
、
生
徒
は

勇
気
を
振
り
絞
っ
て
発
し
た
一
言
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

生
徒
の
一
言
一
言
を
、
教
師
が
大
切
に
受
け
止
め
る
こ

と
で
、
生
徒
が
発
言
し
や
す
い
場
が
つ
く
ら
れ
て
い
く

と
考
え
て
い
ま
す
」

　
生
徒
か
ら
多
様
な
発
言
を
引
き
出
す
こ
と
を
大
切
に

し
な
が
ら
も
、
本
筋
か
ら
脱
線
し
す
ぎ
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
に
も
意
識
を
向
け
て
い
る
。
面
白
お
か
し
く
発

言
す
る
生
徒
も
い
る
が
、
学
習
内
容
か
ら
外
れ
た
発
言

も
い
っ
た
ん
は
受
け
止
め
、
授
業
に
関
係
の
あ
る
話
か

を
考
え
る
よ
う
に
促
し
た
上
で
授
業
の
本
筋
に
戻
す
。

以
上
の
よ
う
な
対
応
を
重
ね
る
こ
と
で
、
生
徒
全
員
が

授
業
に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
場
が
で
き
て
い
く
。

　
長
田
先
生
は
、
授
業
改
善
の
手
応
え
を
少
し
ず
つ
感

じ
て
い
る
。
例
え
ば
、
ノ
ー
ト
の
取
り
方
で
は
、
板
書

を
そ
の
ま
ま
写
す
の
で
は
な
く
、
授
業
で
自
分
が
ポ
イ

ン
ト
だ
と
感
じ
た
こ
と
や
疑
問
を
抱
い
た
こ
と
な
ど

が
、
読
み
返
し
た
時
に
分
か
る
よ
う
に
書
く
生
徒
が
増

え
た
。
ま
た
、
長
田
先
生
が
問
い
を
投
げ
か
け
る
と
、

す
ぐ
に
答
え
を
知
ろ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、「
な
ぜ
、

こ
う
い
っ
た
状
況
に
な
っ
て
い
る
の
か
」「
私
は
こ
こ

を
も
っ
と
深
く
知
り
た
い
」
と
い
っ
た
発
言
が
、
生
徒

か
ら
出
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　「
本
校
の
生
徒
の
多
く
は
、
卒
業
後
す
ぐ
に
就
職
し

ま
す
。
企
業
の
即
戦
力
と
し
て
、
与
え
ら
れ
た
仕
事
を

的
確
に
丁
寧
に
行
う
と
と
も
に
、
自
分
で
考
え
て
よ
り

質
の
高
い
成
果
を
出
す
こ
と
も
求
め
ら
れ
ま
す
。
自
分

で
、
そ
し
て
他
者
と
一
緒
に
物
事
を
深
く
考
え
る
授
業

を
通
じ
て
、
自
ら
行
動
で
き
る
生
徒
や
、
自
分
の
意
見

を
持
っ
て
そ
れ
を
発
言
で
き
る
生
徒
、
ま
た
広
い
視
野

を
持
っ
た
生
徒
を
、
こ
れ
か
ら
も
育
ん
で
い
き
ま
す
」

 

12:30

「ファッション産業の何が問題か、どうすればよくなるか、ど
んどん意見を出そう」と、長田先生が生徒に発言を促すと、「リ
サイクル率を上げる」「長時間労働の改善」「無駄に服を買わ
ない」など、生徒から様々な意見が出された。それを踏まえ、
ワークシートにファッション産業のあり方について意見をま
とめさせ、最後に振り返りシートで自己評価をさせた。

12:15

ワークシートに書き込む生徒の手が止まってきたタイミング
で、長田先生は、「９つ挙げるのが難しかったら、席が隣や
前後の人に相談してみよう」と、生徒にペアワークを促した。
すると、生徒たちは、自分の書いたワークシートを見せ合い
ながら、「服の値段が安すぎるのも問題だね」「川の汚染を防
ぐにはどうすればよいのかな」など、考えや疑問を話した。

発表と振り返り ペアワーク

ノ
ー
ト
の
取
り
方
が
変
わ
り
、

問
い
に
対
す
る
姿
勢
に
も
変
化
が

成
果
と
課
題

生
徒
の
つ
ぶ
や
き
を
拾
い
上
げ
、

発
言
し
や
す
い
雰
囲
気
を
つ
く
る

場
づ
く
り
へ
の
配
慮
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【教科・科目】工業・学校設定科目「新素材」　【分野・単元】地球環境負荷を軽減する繊維　【テーマ・作品】持続可能なファッション産業
のあり方　【設定時数】全５時間の中の４時間目　【単元目標】①ファッション産業が抱える環境問題について知り、環境負荷を軽減する繊
維について理解する。②持続可能なファッション産業のあり方について考え、それをまとめる。 

斉
藤
　
授
業
の
冒
頭
に
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
縫
製
工

場
が
入
っ
て
い
た
ビ
ル
が
倒
壊
し
た
現
場
の
写
真
を
、

生
徒
に
見
せ
て
い
ま
し
た
。
服
を
製
造
す
る
労
働
者
が

ど
の
よ
う
な
環
境
で
働
か
さ
れ
て
い
た
か
が
ひ
と
め
で

分
か
る
写
真
に
、
生
徒
は
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
長
田

先
生
は
、
生
徒
を
授
業
に
引
き
込
ん
で
い
く
話
題
を
示

す
の
が
と
て
も
上
手
だ
と
思
い
ま
す
。
私
も
、
生
徒
の

興
味
・
関
心
を
引
き
つ
け
る
授
業
を
目
指
し
て
、「
こ
れ

を
見
せ
た
ら
、
き
っ
と
関
心
を
持
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
」

と
思
え
る
素
材
を
集
め
て
い
ま
す
が
、
授
業
で
は
つ
い

情
報
を
詰
め
込
み
す
ぎ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

長
田
　
そ
の
点
は
、
私
に
と
っ
て
も
悩
み
の
種
で
す
。

知
識
の
習
得
と
思
考
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
授
業
に
す

る
た
め
に
、「
こ
の
授
業
で
、
生
徒
に
一
番
深
く
考
え
さ

せ
た
い
こ
と
」
を
基
準
に
し
て
、
学
習
内
容
を
絞
り
込

む
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

大
西
　
環
境
に
配
慮
し
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
の
あ
り

方
を
生
徒
に
考
え
さ
せ
た
際
に
、「
２
年
生
の
時
に
、
水

を
使
わ
な
い
染
色
の
方
法
を
習
っ
た
よ
ね
？
」
と
既
習

事
項
を
思
い
出
さ
せ
て
い
ま
し
た
。
生
徒
が
授
業
で
学

ん
で
き
た
こ
と
を
手
が
か
り
に
し
な
が
ら
、
問
題
解
決

の
方
法
を
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
た
の
が
、
印
象

的
で
し
た
。

長
田
　
既
習
事
項
と
結
び
つ
け
て
考
え
さ
せ
る
こ
と
は
、

常
に
意
識
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
水
を
使

わ
な
い
染
色
技
術
に
つ
い
て
、
私
が
指
摘
す
る
ま
で
生

徒
は
全
く
思
い
出
せ
て
い
な
い
様
子
で
し
た
。
ど
う
し

た
ら
既
に
身
に
つ
け
た
知
識
を
結
び
つ
け
て
、
問
題
解

決
の
方
法
を
見
い
だ
す
力
を
育
め
る
の
か
も
、
今
後
の

課
題
の
１
つ
で
す
。

時
数 学習内容 身につけさせたい

資質・能力 授業の流れ 教師の配慮 評価方法

１

• リサイクル繊維
について学ぶ。

• マテリアルリサ
イクルとケミカ
ルリサイクルの
違いを工業技術
の側面から学ぶ。

• 環境問題の現状を知り、
環境負荷を軽減する繊維
について理解する。

• 知らないことに対して、
新たな知識を身につけよ
うとする。

【知識、技能】

①繊維産業における環境問題への
対応を解説する。

②マテリアルリサイクルとケミカル
リサイクルの違いを、ノートにま
とめる。

【主体的な学び】• ルーブリックを提示して
目指す姿をイメージさせ、学習に見通しを持
たせる。• 身近な例を示して、自分事として
捉えさせる。

【対話的な学び】理解したことを自分の言葉
で説明させる。

• 発言
•ノート

２
• 生分解性繊維の

材料としての特
徴や用途を学ぶ。

• 知らないことに対して、
新たな知識を身につけよ
うとする。

【知識、技能】

①生分解性繊維について解説する。
②生分解性繊維と生分解性樹脂の

実物を見て、それらの用途を考
え、ノートにまとめる。

③振り返りシートに自己評価と本
時の気づきを記入する。

【主体的な学び】振り返りシートを記入させ、
授業の前後での自らの変容に気づかせる。

• 発言
•ノート
• 振り返り
　シート
　( ワーク
　シート )

3

• リサイクル繊維、
生分解性繊維に
ついて、理解し
たことをまとめ
る。

• リサイクル繊維と生分解
性繊維について理解した
ことをまとめ、表現する
ことができる。

【知識、技能、表現力】

①環境負荷を軽減する繊維につい
て理解したことを、教科書やノー
トを参考にしながら、Ａ４判シー
ト１枚にまとめる。

②まとめた内容を全体に発表する。

【主体的な学び】「色ペンを使って、見て楽
しい、書いて楽しい、そんなまとめをつくろ
う」と声をかけ、生徒の意欲を引き出す。

【対話的な学び】まとめたシートを見せ合い、
批評し合う。

【深い学び】他者のまとめと自分のまとめと
を見比べて、自分のまとめのよい点と足りな
い点を自覚させる。

•まとめた
シート

4

• ファッション産
業の現状を理解
し、問題点を見
いだす。

• ファッション産業が抱
える環境問題について知
り、解決すべき問題を見
いだすことができる。

【思考力、主体性、多様性】

①ファストファッションを題材にし
て、写真や図、動画を見せながら、
ファッション産業の現状を説明す
る。

②①を聞いて気づいたファッショ
ン産業の問題点をワークシートに
９つ書く。思いつかない場合は、
席が近くの生徒と話し合う。

③書いた問題点を発表させる。
④振り返りシートに自己評価と本

時の気づきを記入する。

【主体的な学び】• ルーブリックを提示して
目指す姿をイメージさせ、学習に見通しを持
たせる。• 写真や図、動画を提示するタイミ
ングを工夫し、興味と集中力を持続させる。

【対話的な学び】生徒の発言を別の言葉で言
い換えたり、ほかの発言と関連づけたりして、
見方や考え方を広げるきっかけをつくる。

【深い学び】ビル倒壊の画像から、「なぜ、
このようなことが起きたのか？」と問いかけ、
物事の背景を想像させる。

• 発言
•ノート
• 振り返り
　シート
　( ワーク
　シート )

5

• 持 続 可 能 な
ファッション産
業のあり方につ
いて考えをまと
める。

•SDGs の取り組みについ
て知り、自らの行動に落
とし込んで考えることが
できる。

【思考力、判断力、主体性、
協働性】

① SDGs の概要を説明する。
②前時に出したファッション産業

の問題の対応策を個人で考える。
③生徒数人を指名して、考えを発

表させる。
④生徒から出てきた問題について、

意見を出し合い、考えを深める。
⑤振り返りシートに自己評価と本

時の気づきを記入する。

【主体的な学び】気づいたことをワークシー
トに書き込ませ、具体的な行動に落とし込ん
で考えられるよう、声をかける。

【対話的な学び】発言のよい点を褒め、発言
を尊重し、否定しない。

【深い学び】自分の行動に落とし込めるよう
な視点を持った意見になるよう促す。

• 発言
•ノート
• 振り返り
　シート
　( ワーク
　シート )

＊長田先生作成の単元の指導計画を基に編集部で作成。本時のワークシートと振り返りシートは、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（https://berd.benesse.jp）からダ
ウンロードできます。「HOME →教育情報→高校向け」でご覧ください。

 

単元の指導計画

テ
キ
ス
タ
イ
ル

工
学
科
　

斉
藤
美
穂
子

材
料
化
学
科
　

大
西
　悠ゆ

う

同
僚
の
声
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　「
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
は
当
初
、
懐
疑
的
で
し
た
」

と
語
る
内
橋
朋と

も

子こ

先
生
は
、
意
見
を
言
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
義
務
感
が
先
行
し
て
、
深
く
考
え
ず
に

教
科
書
の
言
葉
を
抜
き
出
し
た
り
、
発
言
力
の
あ
る
生

徒
の
意
見
に
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
イ
メ
ー
ジ
を

持
っ
て
い
た
と
語
る
。
し
か
し
、
２
０
１
５
年
度
に
受

＊　竹ノ内壮太郞氏が開発した読書手法。複数人で１冊の書籍を分担して読み、要約文を作成。それを発表・共有して、気づきを深め、対話をする。そのプロセスを通じて、
書籍の内容を深く理解し、能動的な気づきや学びを得ようとする手法。

兵庫県・私立百合学院中学校・高校
◎カトリックの精神に基づき、自立した女性の
育成を目指す「宗教教育・女子教育・少人数
教育」を展開。生徒１人あたり１台のタブレッ
ト端末を活用した ICT 教育やポートフォリオ
の構築、個別指導の充実など、生徒の力を最
大限に引き出す取り組みを行っている。
◎設立　1961（昭和 36）年
◎形態　全日制／普通科／女子校
◎生徒数　１学年約 80人
◎2020年度入試合格実績（現役のみ）
国公立大は、大阪教育大、大阪大、神戸大に
３人が合格。私立大は、上智大、京都女子大、
立命館大、追手門学院大、大阪芸術大、関西大、
関西学院大、甲南女子大、甲南大、神戸女学
院大などに延べ88人が合格。
◎URL

兵庫県・私立百合学院中学校・高校
内橋朋子　うちはし・ともこ　

教職歴３７年。同校に赴任して３８年目。
進路指導部長。主幹教諭。国語科。
インタラクティブ・ティーチング講座や
オンラインの教材作成講座などを受講してスキルを高め、
２０１６年度からアクティブ・ラーニングを実践。

http://high.yuri-gakuin.ac.jp

9:40 各自で担当パートを黙読 授業
ハイライト

「
内
化
→
外
化
→
内
化
」の
プ
ロ
セ
ス
と
、

他
者
と
の
協
働
で
理
解
を
深
め
、

主
体
的
に
文
章
に
向
か
う
態
度
を
養
う

前時までに読解した評論の前半部分の要旨を振り返った
後、後半部分の読解に入った。本時で行ったのは、本文をい
くつかのパートに分け、分担して読む「アクティブ・ブック・
ダイアローグ®」（＊）だ。評論の後半部分をA・B・Cと
３つのパートに分け、３人１組のグループ内で各パートの
読解を分担。まずは各自で５分間、担当パートを黙読した。

●
３
年
生「
現
代
文
Ｂ
」
の
評
論
を
読
解
す
る
全
５
時
間
の

う
ち
の
５
時
間
目
。『
人
類
に
よ
る
環
境
へ
の
影
響
』の
後
半

を
３
パ
ー
ト
に
分
け
、３
人
１
組
の
グ
ル
ー
プ
内
で
各
パ
ー

ト
の
読
解
を
分
担
。
各
自
が
読
解
し
た
内
容
を
共
有
し
、
本

文
の
理
解
を
深
め
た
。（
Ｐ
．39
に
単
元
の
指
導
計
画
を
掲
載
）

現代文

実践

双
方
向
型
の
教
員
研
修
に
参
加
し
、

学
び
合
い
の
意
義
を
実
感

内
橋
先
生
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

主体的・対話的で
深い学びへ
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講
し
た
教
材
作
成
の
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
で
、
そ
の
意
識

が
変
わ
っ
た
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
参
加
者
が
活
発
に

意
見
交
換
を
し
、
知
見
を
深
め
、
互
い
に
刺
激
し
合
っ

た
体
験
か
ら
、
学
び
合
い
の
効
果
を
感
じ
、
授
業
に
取

り
入
れ
よ
う
と
考
え
た
。

　
そ
の
後
、
思
考
ツ
ー
ル
に
つ
い
て
学
ぶ
講
座
な
ど
を

受
講
し
、
16
年
度
に
初
め
て
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ

ン
グ
（
以
下
、
Ａ
Ｌ
）
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
授
業
を

実
施
し
た
。
三
島
由
紀
夫
の
『
青
の
時
代
』
の
一
部
を

教
材
と
し
た
が
、
分
か
ら
な
い
言
葉
を
調
べ
な
が
ら
も

活
発
に
意
見
を
交
換
し
、
学
び
合
う
生
徒
の
姿
に
、
大

き
な
手
応
え
を
感
じ
た
。

　「
そ
れ
ま
で
私
が
行
っ
て
い
た
一
斉
授
業
で
は
、
生

徒
は
、
教
師
が
出
し
た
問
い
を
１
人
で
考
え
る
た
め
、

思
考
が
深
ま
ら
ず
、
間
違
い
を
恐
れ
て
発
言
し
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
授
業
は
、
学
習
内
容
を

理
解
で
き
て
い
な
い
生
徒
を
置
き
去
り
に
し
て
い
た
の

で
は
な
い
か
と
反
省
し
ま
し
た
。
生
徒
の
学
び
合
う
力

を
引
き
出
し
、
意
欲
を
持
た
せ
る
こ
と
が
、
学
力
向
上

の
一
歩
に
な
る
と
考
え
、
Ａ
Ｌ
を
実
践
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
」

　
内
橋
先
生
が
授
業
で
最
も
重
視
す
る
の
は
、「
内
化

→
外
化
→
内
化
」
の
プ
ロ
セ
ス
だ
。
そ
れ
は
、
課
題

意
識
を
持
っ
た
上
で（
内
化
）他
者
と
話
し
合
う
こ
と
で

（
外
化
）、
多
角
的
な
理
解
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
、

再
び
内
化
を
す
る
こ
と
で
思
考
を
深
め
ら
れ
る
か
ら
だ
。

　
本
時
で
は
、評
論
の
読
解
を「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ブ
ッ
ク
・

ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
Ⓡ
（
以
下
、
Ａ
Ｂ
Ｄ
）」（
＊
）
を
用
い

て
行
っ
た
。
進
め
方
は
、
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
と
３
つ
の
パ
ー

ト
に
分
け
た
本
文
を
、
３
人
１
組
の
グ
ル
ー
プ
内
で
各

パ
ー
ト
を
分
担
し
、
ま
ず
は
各
自
で
担
当
の
パ
ー
ト
を

黙
読
（
内
化
）。
次
に
、
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
の
パ
ー
ト
ご
と

に
集
ま
り
、
意
見
を
出
し
合
い
な
が
ら
担
当
パ
ー
ト
の

読
解
を
深
め
、
要
旨
を
整
理
し
た
。
そ
の
後
、
元
の
グ

ル
ー
プ
に
戻
っ
て
担
当
パ
ー
ト
の
要
旨
を
発
表
し
合
い

（
外
化
）、
本
文
全
体
の
理
解
を
深
め
、
最
後
に
、
個
人

で
各
パ
ー
ト
に
タ
イ
ト
ル
づ
け
を
行
っ
た
（
内
化
）。

　
内
橋
先
生
の
授
業
で
は
、
最
後
の
内
化
の
際
に
、
本

文
の
要
約
を
記
述
さ
せ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
は
、
本

文
の
内
容
の
理
解
度
を
測
る
上
で
要
約
が
有
効
だ
と
考

え
て
い
る
か
ら
だ
。
本
時
に
お
け
る
各
パ
ー
ト
の
タ
イ

ト
ル
づ
け
は
、
要
約
に
代
わ
る
活
動
と
し
て
行
っ
た
。

　「
最
初
の
内
化
や
外
化
で
表
面
的
な
理
解
に
と
ど

ま
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
最
後
の
内
化
で
生
徒
に
適
切

な
課
題
に
取
り
組
ま
せ
る
こ
と
で
、
よ
り
深
い
理
解
に

導
く
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
ま
た
、
内
橋
先
生
は
、
生
徒
に
「
な
ぜ
」
と
問
い
か

け
、
生
徒
が
思
考
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　「
読
解
力
に
自
信
が
な
い
と
い
う
生
徒
も
い
ま
す
が
、

全
く
読
解
力
が
な
け
れ
ば
、
ド
ラ
マ
を
見
て
感
動
す
る

こ
と
も
な
い
は
ず
で
す
。
文
章
読
解
で
得
点
で
き
な
い

の
は
、
語
彙
の
意
味
を
理
解
で
き
て
い
な
か
っ
た
り
、

読
解
し
た
こ
と
を
表
現
す
る
力
が
な
か
っ
た
り
す
る
か

10:02 9:55パートごとの読解 パートごとの読解

「人工生態系とは何？」「その速度は、何を指すのだろう？」
などと、生徒は疑問を出し合い、議論して、理解を深めた。
議論が行き詰まったグループには、内橋先生がまとめ方の例
が書かれたノートを提示し、「こんなふうに整理すると分かり
やすいよ」といった声をかけた。それを受けて議論が活性化
し、「食物連鎖を例にしよう」などと、アイデアが飛び交った。

A・B・Cのパートごとに集まり、難しい語句の意味を調べたり、
内容を補足するための具体例を考えたりしながら、担当パー
トの要旨を協力してまとめていった。授業の後半で元のグ
ループに戻った時に、ほかのパートを担当するメンバーに自
分のパートの要旨を分かりやすく説明できるよう、話し合っ
た内容をホワイトボードやノートに書きながら、整理した。

適
切
な
課
題
と
粘
り
強
い
問
い
か
け
で
、

生
徒
を
深
い
思
考
に
導
く

思
考
の
活
性
化
・
深
化
へ
の
配
慮
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ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
口
で
は『
分
か
ら
な
い
』と
言
っ

て
い
て
も
、
生
徒
は
何
か
を
つ
か
み
、
自
身
の
考
え
を

持
っ
て
い
ま
す
。生
徒
の
そ
う
し
た
面
に
気
づ
い
て
も
、

一
斉
授
業
で
は
、
さ
ら
な
る
思
考
に
つ
な
げ
る
こ
と
に

難
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
の
授
業
形

態
に
し
、『
な
ぜ
、
そ
う
思
っ
た
の
？
』『
理
由
は
何
だ

と
思
う
？
』
と
い
っ
た
問
い
を
根
気
強
く
繰
り
返
す
こ

と
で
、
生
徒
は
自
身
の
深
い
思
考
に
ま
で
た
ど
り
着
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　
読
解
力
に
自
信
が
な
い
生
徒
で
も
意
欲
的
に
授
業
に

取
り
組
め
る
よ
う
、
内
橋
先
生
は
ペ
ア
ワ
ー
ク
や
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
効
果
的
に
取
り
入
れ
て
い
る
。

　「
１
人
で
読
ん
で
い
る
と
、『
本
文
の
内
容
を
理
解
で

き
て
い
な
い
の
は
、
自
分
だ
け
で
は
な
い
か
』
と
不
安

に
な
り
、
授
業
に
も
消
極
的
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

し
か
し
、
他
者
と
対
話
す
る
時
間
を
設
け
れ
ば
、『
み

ん
な
、
同
じ
よ
う
に
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
ん
だ
』

と
安
心
で
き
ま
す
。
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、『
も
っ
と

読
み
進
め
た
ら
ヒ
ン
ト
が
あ
る
か
も
よ
』
な
ど
と
声
を

か
け
ま
す
。
そ
う
し
た
こ
と
が
、
粘
り
強
く
読
み
進
め

る
姿
勢
を
養
う
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
本
時
で
行
っ
た
Ａ
Ｂ
Ｄ
に
は
、
担
当
パ
ー
ト
が
同
じ

者
同
士
が
話
し
合
っ
て
要
旨
を
整
理
す
る
こ
と
で
、「
み

ん
な
で
ま
と
め
た
」
と
自
信
を
持
っ
て
発
表
で
き
る
よ

う
に
す
る
ね
ら
い
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
Ａ
Ｂ
Ｄ
は
、
大

学
進
学
後
を
見
据
え
て
取
り
入
れ
た
活
動
で
も
あ
る
。

　「
大
学
で
は
論
文
を
読
ん
で
、
自
ら
世
界
を
広
げ
る

学
び
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
一
見
、
難
し
そ

う
な
文
章
で
も
じ
っ
く
り
読
み
込
ん
だ
り
、
他
者
と
協

働
し
た
り
す
れ
ば
、
必
ず
内
容
を
理
解
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
体
験
を
積
ん
で
も
ら
い
、
読
解
力
に
自
信

を
つ
け
て
卒
業
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
内
橋
先
生
が
授
業
に
Ａ
Ｌ
の
視
点
を
取
り
入
れ
て
か

ら
、
自
信
を
持
っ
て
自
分
の
意
見
を
述
べ
る
生
徒
が
増

え
た
。「
内
橋
先
生
の
授
業
は
、
頭
を
よ
く
使
う
か
ら

疲
れ
る
け
れ
ど
、
楽
し
い
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
る

よ
う
に
な
る
な
ど
、
生
徒
が
能
動
的
に
授
業
に
参
加
し

て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。

　
今
試
み
て
い
る
の
は
、
図
や
表
な
ど
、多
様
な
資
料

を
複
合
的
に
読
み
取
っ
て
意
見
を
述
べ
る
よ
う
な
、大

学
で
求
め
ら
れ
る
読
解
力
や
表
現
力
の
育
成
だ
。
今
後

は
さ
ら
に
、
答
え
が
１
つ
で
は
な
い
問
い
に
挑
戦
さ
せ

た
い
と
、
内
橋
先
生
は
語
る
。

　「
現
在
は
、
国
語
が
苦
手
な
生
徒
が
読
解
力
を
高
め

ら
れ
る
よ
う
な
指
導
に
重
点
を
置
い
て
い
ま
す
が
、
今

後
は
、本
文
を
読
ん
だ
上
で
、『
自
分
な
ら
ど
う
す
る
か
』

と
い
っ
た
答
え
が
１
つ
で
は
な
い
問
い
を
出
し
、
生
徒

の
思
考
力
や
表
現
力
を
よ
り
高
め
て
い
き
た
い
で
す
」

　

10:22

自分がまとめた担当パートの要旨と、グループのメンバーが
発表したほかのパートの要旨を基に、各パートのタイトルを
各自で考え、それを振り返りシートに書き込んだ。振り返り
シートには、グループワークで気づいたことや自身の成長に
ついても記入し、提出した。

10:15

元のグループに戻り、Ａパートから順番に２分間ずつ担当
パートの要旨を発表。自分が書いたノートを見せながら説明
する生徒もいた。内橋先生は、「自分の担当パートとどう関
連しているのかも考えながら発表を聞きましょう」と、聞く
際のポイントを提示。聞いた内容を書き留められるよう、30
秒ほど間を空けてから、Ｂパート、Ｃパートと発表を続けた。

タイトルづけ、授業の振り返り 元のグループで、内容を共有

「
自
分
な
ら
ど
う
す
る
か
」
答
え
が

１
つ
で
は
な
い
問
い
に
挑
戦
さ
せ
た
い

成
果
と
課
題

み
ん
な
で
整
理
し
た
要
旨
だ
か
ら

自
信
を
持
っ
て
発
表
で
き
る

場
づ
く
り
へ
の
配
慮
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【教科・科目】国語・現代文 B　【分野・単元】評論　【テーマ・作品】鷲谷いづみ『人類による環境への影響』　【設定時数】全５時間の中の
５時間目　【単元目標】• 主体的に文章に向かう態度を養い、読解に自信が持てる。　• 本文と対話するように読解することで、内容理解が
深まることに気づく。　• 分担して読むことの利点を知り、今後の学びの姿勢に役立てる。 

友
藤

　生
徒
が
難
解
な
文
章
を
意
欲
的
に
読
解
す
る
姿

に
頼
も
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
元
の
グ
ル
ー
プ
で
の
発

表
も
堂
々
と
し
て
お
り
、
聞
く
態
度
も
熱
心
で
し
た
。

１
コ
マ
の
中
で
読
解
か
ら
発
表
ま
で
行
っ
た
こ
と
で
、

生
徒
は
自
信
を
つ
け
た
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
議
論
が
停

滞
し
た
際
、内
橋
先
生
が
ま
と
め
方
の
見
本
と
な
る
ノ
ー

ト
を
見
せ
た
の
も
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
生
徒
は
具

体
的
な
ヒ
ン
ト
を
基
に
軌
道
修
正
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

内
橋

　実
は
、
活
動
の
手
順
を
説
明
す
る
際
に
ノ
ー
ト

を
見
せ
る
予
定
で
し
た
が
、
そ
れ
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た

の
で
す
。
議
論
が
行
き
詰
ま
っ
て
い
る
の
を
見
て
慌
て

て
見
せ
た
の
で
す
が
、
結
果
的
に
は
、
生
徒
が
試
行
錯

誤
す
る
機
会
を
担
保
し
、
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
ヒ
ン
ト
が

出
せ
て
、活
動
を
よ
い
方
向
に
導
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

杉
本

　教
師
が
一
方
的
に
話
す
授
業
で
は
、
話
を
聞
い

た
だ
け
で
理
解
し
た
気
に
な
っ
て
終
わ
る
生
徒
も
い
ま

す
。
そ
の
点
、
生
徒
主
体
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
中
心

の
内
橋
先
生
の
授
業
で
は
、
自
分
が
動
か
な
け
れ
ば
活

動
が
成
立
し
な
い
と
い
っ
た
責
任
感
が
、
生
徒
の
能
動

的
な
学
習
姿
勢
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
仲
間

と
学
ぶ
意
義
の
１
つ
が
あ
る
と
実
感
し
ま
し
た
。「
難
解

な
文
章
だ
か
ら
読
め
な
い
」
と
い
っ
た
後
ろ
向
き
な
姿

勢
も
見
ら
れ
ず
、「
自
分
も
読
解
で
き
る
」
と
い
う
自
信

が
一
人
ひ
と
り
の
根
底
に
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

内
橋
　グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、
生
徒
は
互
い
の

異
な
る
も
の
の
見
方
に
気
づ
き
、
自
ら
の
考
え
が
広
が
っ

た
り
、
深
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
き
ま
す
。

そ
れ
が
、
互
い
を
認
め
合
う
人
間
関
係
の
構
築
に
つ
な

が
り
、
Ａ
Ｌ
を
活
性
化
さ
せ
る
と
い
っ
た
好
循
環
を
生

む
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

時
数 学習内容 身につけさせたい

資質・能力 授業の流れ 教師の配慮 評価方法

１

各自、段落ご
とに分かれた
文章を読み、
意 味 段 落 に
なるかたまり
を予想する

• 段落ごとの内容や、段落の相互関
係を意識しながら、本文を読むこ
とができる。

【主体性、協働性】

① 形 式 段 落 に 分 け た 20 の
パートをバラバラに配布し、
複数段落のかたまりの正し
い順序を考える。

②ペアで活動の感想を述べ合
う。

【主体的な学び】バラバラの形式段落か
ら、意味段落のかたまりを見つけるという
ゲーム的な要素を活動に取り入れること
で、読解に主体的に向かう姿勢をつくる。

【対話的な学び】活動中に自分の頭の中が
どのように動いたか、どのようなことが難
しかったかを、ペアで話し合う。　

• 段落相互の関係を見
つけようとして読ん
だか。

• 主体的に読んだ体験
を自らの言葉で述べ
られたか。

２
第１段落

（意味段落Ⅰ）
の読解

• 本文を対話的に読む姿勢を身につ
けることができる。

• 述語→主語→目的語の順に意識し
て読むことで、修飾が長い文や難
解そうに見える文も読解しやすく
なると気づく。

【知識、技能、主体性】

①筆者と対話するように「な
ぜ」「なるほど」と考える

「ツッコミ」を本文に対して
入れながら、ペアで第 1 段
落を読む。

② 1 文ずつ、述語→主語→目
的語を意識しながら読む。

③第 1 段落の要旨をまとめる。

【主体的な学び】述語→主語→目的語を確
認しながら読むことで、文が理解しやす
くなることに気づかせ、読解へのモチベー
ションにつなげる。

【対話的な学び】ペアで本文に「ツッコミ」
を入れることで、疑問を持っているのは
自分だけではないことに気づく。

【深い学び】「ツッコミ」を入れることで、
本文に分からない点があっても、それが
今後筆者によって説明されることに気づ
く。

• 段 落 相 互 の ワ ー ク
シートに「ツッコミ」
が 記 入 で き て い る
か。

• 第 1 段落の要旨をま
とめることができた
か。

3
第 2 段落

（意味段落Ⅰ）
の読解

• 主語、述語を意識しながら本文を
読解し、要旨をまとめることがで
きる。

• 文の関係に注意し、主語、述語の
短い文で筆者が最も伝えたい内容
を言い表すことができる。

【知識、技能、思考力、表現力、主体性】

①第 2 段落を述語→主語→目
的語と意識しながら読む。

②文相互の関係を確認し、筆
者が最も伝えたい内容を主
語、述語の短い文で書く。

③②の文に必要なことを追加
しながら、要旨をまとめる。

【主体的な学び】前時に学習したように、
述語→主語→目的語を意識して読むよう
に促す。

• 第２段落の要旨をま
とめることができた
か。

4
第３～７段落

（意味段落Ⅱ）
の読解

•2・3 時間目に学習した方法で第
　３～７段落を読解し、二項対立に

気づくことができる。
【知識、技能、主体性、協働性】

①３～４人のグループとなり、
前時までに学んだ読み方で、
第 3 ～７段落を読解する。

②ワークシートに、「共生型戦
略」「征服型戦略」の内容を
まとめる。

【主体的な学び】前時までに学習した読み
方で、各自が内容を把握し、それを述べる。

【対話的な学び】互いの考えを話し合うこ
とができているか観察する。分からない
点は、メンバーに質問するよう促す。

• ワークシートに適切
に 記 入 で き て い る
か。

5
第８～20段落

（意味段落Ⅲ
～Ⅴ）の読解

• 第８～ 20 段落をグループ内で分
担して読解し、ほかのメンバーの
発表を聞いて、担当パートとの関
連性を考えることができる。

【知識、技能、思考力、判断力、表現力、
主体性、多様性、協働性】

①３人グループとなり、第８
～ 20 段落における３つの
意味段落を分担して読む。

②同じ担当パートの生徒 3 ～
４人が集まり、疑問を出し
合いながら内容理解を深め
る。

③①のグループに戻り、担当
パートの要旨を発表する。

④個人で 3 つのパートそれぞ
れにタイトルをつける。

【主体的な学び】担当パートの要旨をほか
のメンバーに自信を持って発表できるよ
う、同じ担当パートの生徒同士で相談で
きる場を設ける。

【対話的な学び】同じ担当パートの生徒
同士でグループワークを行い、発表方法
を相談し合う場を設ける。不安な場合は、
他者のまねをしてもよいと声をかける。

【深い学び】自分の担当パートと、ほかの
メンバーの担当パートの関連性に着目さ
せる。

• 振り返りシートへの
記述から以下を確認。

１ 文章の読解に自信を
持てたか。

２ 筆者と対話するように
本文を読解できたか。

３ 自分の担当パートと
ほかのメンバーの担
当パートの関連につ
いて考え、内容が理
解できたか。

＊内橋先生作成の単元の指導計画を基に編集部で作成。

単元の指導計画

国
語
科
　

友
藤
伴と

も

子こ

国
語
科
　

杉
本
優ゆ

芽め

同
僚
の
声
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道
内
有
数
の
伝
統
校
で
あ
る
北
海
道
札
幌
北
高
校

は
、
生
徒
の
希
望
進
路
の
実
現
と
い
う
従
来
の
目
標
は

そ
の
ま
ま
に
、
探
究
学
習
の
充
実
、
育
成
を
目
指
す
資

質
・
能
力
の
策
定
な
ど
、
新
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
い

た
教
育
活
動
へ
と
変
革
を
加
速
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
第

一
歩
と
な
っ
た
の
が
、
２
０
１
６
年
度
、
文
部
科
学
省

の
研
究
指
定
（
＊
１
）
を
受
け
て
行
っ
た
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

ラ
ー
ニ
ン
グ
（
以
下
、
Ａ
Ｌ
）
の
視
点
の
授
業
改
善
だ
っ

た
。
１
学
年
主
任
の
中な

か
み
ち道
洋よ

う
ゆ
う友
先
生
は
、
そ
の
実
践
研

究
が
教
師
の
意
識
を
変
化
さ
せ
た
と
振
り
返
る
。

　「Ａ
Ｌ
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
授
業
は
、
本
校
が

行
っ
て
き
た
教
科
指
導
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な

北海道庁立札幌高等女学校とし
て開校。校訓は、「寛容・進取・
良識」。ポートフォリオの活用、
育成を目指す資質・能力の策定な
どにより、指導改善を推進。海外
短期研修など、国際理解教育にも
力を入れている。

設立	 1902（明治 35）年

形態	 全日制・定時制／普通科／共学

生徒数	 １学年約 320人（全日制）

2020年度入試合格実績（現浪計）　国公立大は、旭川医科大、北
海道大、東北大、東京工業大、東京大、一橋大、名古屋大、京都大、
大阪大、札幌医科大などに283人が合格。私立大は、慶應義塾大、
上智大、早稲田大、同志社大、立命館大などに延べ287人が合格。

住所	 〒001-0025　北海道札幌市北区北 25条西 11

電話	 011-736-3191

Web site	 http://www.sapporokita.hokkaido-c.ed.jp

No.271

P R O F I L E

資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
必
要
性
へ
の
理
解
が

Ａ
Ｌ
の
実
践
研
究
を
機
に
深
ま
る

探
究
学
習
の
手
法
を
採
り
入
れ
て

教
育
活
動
を
充
実
さ
せ
、

自
立
し
た
学
習
者
を
育
成

北
海
道
札
幌
北
高
校

探
究
学
習

変革のステップ

• 生徒の学習姿勢が受け身で、自分で学びを設計す
る力に課題があった。加えて、コミュニケーショ
ン能力に不安がある生徒が少なくなかった

背景と課題

実践内容

• 講演会で講師への質問が増えるなど、課題発見力が
高まる。家庭での学習習慣が定着した生徒が増加

•今後は、３年間の教育活動の計画に育成を目指す資
質・能力をひもづけ、各活動のねらいをより明確にする

成果と展望

•「自立した学習者」を１学年の目標に設定　２０２０
年度の１学年では、学年目標を「自立した学習者」
とし、学年集会や学年通信を通じて、「自ら課題
を見つけ」「問いを立て」「課題を解決する」こと
の大切さを生徒に伝え続ける

•探究学習の充実　「総合的な探究の時間」で行う
探究学習では、課題発見力や課題解決力などの育
成を目指し、活動を行う

•道徳教育の推進　対話を重視した道徳教育をス
タート。ＩＣＴを活用して生徒の内面の変容を可
視化することで、成果を生徒と教師の間で共有

＊１　文部科学省「教科等の本質的な学びを踏まえたアクティブ・ラーニングの視点からの学習・指導方法の改善のための実践研究」。
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く
、
大
学
入
試
改
革
の
動
向
や
近
年
の
各
大
学
の
出

題
傾
向
に
鑑
み
る
と
、
む
し
ろ
、
希
望
進
路
の
実
現

と
い
う
目
標
達
成
の
た
め
に
背
中
を
押
す
も
の
だ
と

分
か
り
ま
し
た
。
実
践
研
究
を
通
じ
て
、
新
学
習
指

導
要
領
で
示
さ
れ
た
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
必
要

性
へ
の
理
解
が
、
学
校
全
体
で
深
ま
り
ま
し
た
」

　
18
年
度
に
は
、
全
教
師
参
加
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

実
施
し
、
５
～
６
人
の
グ
ル
ー
プ
で
出
し
合
っ
た
意
見

を
教
務
部
が
集
約
し
て
、
自
校
で
育
成
を
目
指
す
16
の

資
質
・
能
力
を
策
定
し
た
（
図
１
）。

　「本
校
は
、
こ
こ
数
年
で
教
師
の
顔
触
れ
が
大
き

く
変
わ
り
、
先
輩
教
師
か
ら
受
け
継
い
で
き
た
よ
き

伝
統
を
次
代
に
継
承
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

う
し
た
状
況
の
中
で
実
施
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

は
、
本
校
が
大
切
に
し
て
き
た
教
育
観
を
教
師
間
で

再
確
認
す
る
場
に
な
り
ま
し
た
。
育
成
を
目
指
す
資

質
・
能
力
が
明
確
に
な
っ
た
た
め
、
教
育
活
動
の
新

規
計
画
や
見
直
し
の
際
に
も
、
目
標
の
設
定
や
、
共

有
・
浸
透
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

（
中
道
先
生
）

　
20
年
度
の
１
学
年
で
は
、「
自
立
し
た
学
習
者
」
を

目
標
に
掲
げ
た
。

　「本
校
に
は
、
中
学
校
時
代
ま
で
受
け
身
の
学
習

を
し
て
き
た
生
徒
が
少
な
か
ら
ず
い
て
、
自
分
で
学

び
を
設
計
す
る
力
に
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。
目
標

で
掲
げ
た
『
自
立
』
と
は
、『
自
ら
課
題
を
見
つ
け
』

『
問
い
を
立
て
』『
課
題
を
解
決
す
る
』
こ
と
で
あ
り
、

16
の
『
資
質
・
能
力
』
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
」（
中
道
先
生
）

　
学
年
集
会
や
学
年
通
信
で
は
、
例
え
ば
、
学
校
行
事

の
ど
の
場
面
が
自
立
に
つ
な
が
る
の
か
、
取
り
組
む
際

に
は
ど
う
い
っ
た
心
構
え
が
必
要
な
の
か
を
説
明
。
さ

ら
に
、
取
り
組
み
を
自
分
事
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
よ
う
、

「
行
事
に
没
頭
で
き
た
が
、
こ
ん
な
反
省
点
が
あ
っ
た
」

と
い
っ
た
生
徒
の
声
も
盛
り
込
む
よ
う
に
し
た
。

　
そ
し
て
、
17
年
度
に
中
道
先
生
が
学
年
主
任
を
務
め

た
２
学
年
で
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
探
究
学
習
を
、
資
質
・

能
力
の
育
成
を
意
識
し
た
活
動
へ
と
進
化
さ
せ
た
。「
総

合
的
な
探
究
の
時
間
」（
以
下
、
総
合
探
究
）
で
行
わ

れ
る
探
究
学
習
は
、
１
学
年
で
は
、
生
徒
が
４
～
６
人

ず
つ
の
班
と
な
り
、
各
班
で
テ
ー
マ
を
決
め
て
調
査
研

究
に
取
り
組
み
、
２
月
に
ポ
ス
タ
ー
発
表
を
行
う
。

　
20
年
度
は
、
先
輩
の
研
究
を
手
本
に
し
て
も
ら
お
う

と
、
12
月
に
体
育
館
で
行
わ
れ
る
２
年
生
の
ポ
ス
タ
ー

発
表
会
を
、
１
年
生
に
も
見
学
さ
せ
る
計
画
を
立
て
て

い
た
。
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

の
影
響
で
、
発
表
会
の
２
週
間
前
に
見
学
の
方
法
を
再

検
討
。
２
年
生
の
約
80
班
の
中
か
ら
事
前
に
研
究
内
容

の
質
が
高
い
２
班
に
絞
り
、
体
育
館
で
行
う
そ
の
２
班

の
発
表
を
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
ツ
ー
ル
で
各
教
室
に
同
時

配
信
し
、
１
年
生
は
ス
ク
リ
ー
ン
越
し
に
視
聴
し
た
。

　「生
徒
は
大
き
な
画
面
に
見
入
り
、
発
表
を
集
中

し
て
聞
い
て
い
ま
し
た
。
教
室
間
の
移
動
が
な
く
、

振
り
返
り
に
多
く
の
時
間
を
充
て
ら
れ
た
こ
と
は
メ

リ
ッ
ト
だ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
場
で
質
疑

オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
っ
た
発
表
会
の
見
学

振
り
返
り
の
充
実
で
気
づ
き
を
促
す

育成を目指す 16の資質・能力図１

総
務
部

前
田
健
太
朗
　ま
え
だ
・
け
ん
た
ろ
う

教
職
歴
23
年
。同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。情
報
科
。

「
経
験
則
だ
け
で
な
く
、
デ
ー
タ
か
ら
課
題
を
見
つ

け
て
改
善
す
る
」

１
学
年
主
任

中
道
洋
友
　な
か
み
ち
・
よ
う
ゆ
う

教
職
歴
29
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
14
年
目
。
理
科

（
物
理
）。「
不
思
議
を
探
そ
う
。
始
ま
れ
ば
終
わ
る
、

と
り
あ
え
ず
前
へ
」

進
路
指
導
部

鈴
木
伸
也
　す
ず
き
・
し
ん
や

教
職
歴
18
年
。同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。数
学
科
。

「
生
徒
と
と
も
に
日
々
成
長
す
る
」

教
育
相
談
部
、
道
徳
教
育
推
進
教
師

亀
谷
千
代
仁
　か
め
や
・
ち
よ
ひ
と

教
職
歴
37
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
15
年
目
。
理
科

（
化
学
）。「
ど
こ
の
高
校
生
も
皆
同
じ
。
い
つ
学
び

の
大
切
さ
に
気
づ
く
か
で
、
将
来
は
異
な
る
」

❶［知識及び技能］
の習得

何を理解しているか、
何ができるか

•各教科の知識・技能
•異文化の理解
•多様性の理解
•傾聴する技能
•コミュニケーションの技能
•情報を扱う技能

❷［思考力・判断力・
表現力等］の育成
理解していることを
どう使うか

•論理的・批判的・創造的思考力
•課題を発見・解決する力
•情報を分析・判断する力
•表現する力

❸［学びに向かう力・
人間性等］の涵養
どのように社会・世界

とかかわり、
よりよい人生を送るか

•主体的に実践する力
•自己を理解し管理する力
•他者と協働する力
•社会を多角的に見る力
•責任感
•健康を保持・増進する力

＊学校資料を基に編集部で作成。
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応
答
が
で
き
な
い
と
い
う
問
題
は
あ
り
ま
し
た
が
、

振
り
返
り
シ
ー
ト
に『
自
分
が
質
問
す
る
と
し
た
ら
』

と
い
う
項
目
を
設
け
、疑
問
点
を
挙
げ
さ
せ
ま
し
た
。

自
分
な
り
に
疑
問
点
を
出
し
、
気
づ
き
を
得
る
と
い

う
体
験
の
積
み
重
ね
が
、『
課
題
発
見
力
』
や
『
問

い
を
立
て
る
力
』に
つ
な
が
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
」

（
中
道
先
生
）

　
そ
う
し
た
生
徒
の
批
判
的
思
考
力
な
ど
を
数
値
で
把

握
す
る
た
め
、「GPS

─A
cadem

ic

」（
＊
２
）
を
年
１

回
実
施
。
学
年
通
信
で
も
思
考
力
の
重
要
性
を
解
説
し
、

生
徒
に
帳
票
を
熟
読
さ
せ
て
い
る
。

　「
生
徒
に
は
、
論
理
的
・
批
判
的
に
物
事
を
捉
え

る
力
が
問
題
発
見
に
つ
な
が
る
と
伝
え
て
い
ま
す
。

20
年
度
の
帳
票
返
却
時
に
は
、
協
働
的
思
考
力
の
大

切
さ
を
実
感
さ
せ
よ
う
と
、
チ
ー
ム
・
ビ
ル
デ
ィ
ン

グ
の
た
め
の
ゲ
ー
ム
『
マ
シ
ュ
マ
ロ
チ
ャ
レ
ン
ジ
』

（
＊
３
）
を
行
い
ま
し
た
。
思
考
力
の
大
切
さ
を
理

解
す
れ
ば
、
探
究
学
習
に
取
り
組
む
意
欲
も
高
ま
る

と
考
え
て
い
ま
す
」（
中
道
先
生
）

　
20
年
度
の
１
学
年
で
は
、
思
考
力
や
協
働
性
の
育
成

の
一
環
と
し
て
道
徳
教
育
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

19
年
度
、
亀か

め

谷や

千ち

代よ

仁ひ
と

先
生
を
中
心
に
、
道
徳
の
研

究
会
に
参
加
す
る
な
ど
し
て
実
践
の
あ
り
方
を
模
索
。

道
徳
教
育
の
目
的
で
あ
る
道
徳
的
判
断
力
や
心
情
、

実
践
意
欲
・
態
度
を
養
う
た
め
に
は
、
物
事
の
本
質

や
価
値
、
あ
り
方
を
論
理
的
に
明
ら
か
に
す
る
探
究

学
習
の
方
法
が
有
効
と
考
え
、
総
合

探
究
で
行
う
こ
と
に
し
た
。
道
徳
教

育
を
探
究
学
習
に
融
合
さ
せ
る
た
め

に
採
り
入
れ
た
の
が
、
ワ
ー
ル
ド
カ

フ
ェ
（
＊
４
）
だ
。

　「
本
校
に
は
、
中
学
校
時
代
に

周
囲
に
遠
慮
し
て
自
分
の
意
見
が

言
え
な
か
っ
た
経
験
が
あ
る
な

ど
、
他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
に
不
安
を
持
つ
生
徒
が
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
ワ
ー

ル
ド
カ
フ
ェ
を
導
入
す
る
こ
と
で

安
心
・
安
全
の
場
を
つ
く
り
、
答

え
が
１
つ
で
は
な
い
テ
ー
マ
に
つ

い
て
考
え
を
出
し
合
う
活
動
を
通

じ
て
、
自
身
の
思
考
を
深
め
る
と
と
も
に
、
仲
間

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
自
信
を
持
て
る
よ

う
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の

過
程
で
、
対
話
の
醍
醐
味
を
感
じ
て
も
ら
う
こ
と

を
期
待
し
ま
し
た
」（
亀
谷
先
生
）

　
20
年
11
月
に
は
、「
新
渡
戸
稲
造
の
生
涯
を
知
り
、

自
身
の
人
生
観
・
世
界
観
・
価
値
観
を
見
つ
め
る
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
道
徳
の
学
習
を
行
っ
た
。
事
前
に
新
渡

戸
の
人
生
と
国
際
貢
献
に
つ
い
て
ま
と
め
た
資
料
を
読

み
、
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
方
式
で
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー

を
替
え
な
が
ら
語
り
合
っ
た
。

　「
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
と
政
治
や
哲
学
な
ど
の
切
り
口

か
ら
話
を
し
た
く
て
も
で
き
な
か
っ
た
生
徒
や
、
考

え
が
他
者
と
違
う
こ
と
に
悩
ん
で
い
た
生
徒
も
、
自

分
の
考
え
を
堂
々
と
発
言
す
る
経
験
に
よ
っ
て
自
信

を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
同
じ

学
校
に
通
う
生
徒
で
も
、
考
え
は
多
様
で
あ
る
こ
と

を
実
感
し
た
と
思
い
ま
す
。
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
は
、

『
人
生
の
意
義
を
学
べ
た
』『
初
め
て
自
分
の
考
え
が

深
ま
り
、
よ
い
方
向
に
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
を
感
じ

た
』
と
い
っ
た
感
想
が
書
か
れ
て
お
り
、
道
徳
教
育

の
目
的
で
あ
る
内
面
的
資
質
の
変
容
を
実
感
し
て
い

る
様
子
が
う
か
が
え
ま
し
た
」（
亀
谷
先
生
）

　
今
回
の
道
徳
の
学
習
で
は
、
生
徒
の
内
面
の
変
容
を

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
可
視
化
し
た
。
生
徒
は
、
授
業
前
・

＊２　ベネッセのアセスメントの 1 つで、問題発見・解決に必要な 3 つの思考力 ( 批判的思考力、協働的思考力、創造的思考力 ) を選択式、記述・論述式、質問紙で多面的
に測るテスト。　＊３　マシュマロと乾燥パスタを使ってタワーを作るチーム・ビルディングの手法。　＊４　話し合いの手法の 1 つ。参加者が小グループに分かれて話し合っ
た後、指定の時間になったら各グループ 1 人を除いて、新しいグループを構成し、同じテーマで話し合う。 その際、残った 1 人が前のグループで話し合った内容を新たなグ
ループのメンバーと共有する。そうした活動を繰り返し、最後に元のグループに戻って、それぞれが話し合ってきた内容を共有する。 

道徳の学習のワークシート（抜粋）図2

テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
で

生
徒
の
内
面
の
質
的
変
容
を
可
視
化

ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
を
導
入
し
た
道
徳
学
習
で

対
話
と
多
様
性
の
大
切
さ
を
知
る

「道徳的心情」「道徳的判断力」「道徳的実践意欲と態度」「自己理解」
「他者理解」の５項目について、授業前（資料を読んだ後）・授業中・
授業後（授業の数日後）に自身が考えたことや感じたことを書き込
んだ。 ＊学校資料を一部改訂・抜粋して掲載。
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授
業
中
・
授
業
後
の
各
段
階
に
お
け
る
道
徳
的
心
情
（
自

分
の
気
持
ち
）、
道
徳
的
判
断
力
（
自
分
の
考
え
）
な

ど
を
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
（
図
２
）
に
記
入
。
そ
の
テ
キ

ス
ト
を
「
情
報
」
の
授
業
で
、
共
同
研
究
を
し
て
い
る

「Classi
」（
＊
５
）
に
入
力
さ
せ
て
、
タ
グ
ク
ラ
ウ
ド

機
能
（
＊
６
）
で
テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
に
よ
る
分
析

を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
単
語
の
重
要
度
（
文

章
の
特
徴
を
表
す
単
語
）
と
出
現
頻
度
（
単
語
の
使
用

数
）
が
文
字
の
大
き
さ
で
表
さ
れ
た
（
図
３
）。

　
さ
ら
に
、
亀
谷
先
生
が
作
成
す
る
道
徳
教
育
の
補
助

教
材
「
Ｍ
Ｌ
通
信
」
で
、
授
業
前
・
授
業
中
・
授
業
後

に
出
現
し
た
単
語
の
変
化
を
、
生
徒
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

の
コ
メ
ン
ト
と
と
も
に
紹
介
し
た
。
亀
谷
先
生
と
と
も

に
デ
ー
タ
分
析
を
担
当
し
た
、情
報
科
の
前
田
健
太
朗
先

プ
で
レ
ポ
ー
ト
を
見
せ
合
う
相
互
評
価
と
、
各
グ
ル

ー
プ
の
代
表
者
が
ク
ラ
ス
で
発
表
す
る
活
動
を
行

い
、
思
考
力
や
表
現
力
、
協
働
性
の
育
成
に
も
つ
な

げ
て
い
ま
す
。
伝
統
を
受
け
継
ぎ
つ
つ
、
時
代
の
要

請
に
応
じ
て
活
動
を
変
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
、
形

骸
化
を
防
ぐ
た
め
に
も
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
20
年
度
の
１
学
年
が
入
学
し
て
か
ら
約
１
年
が
経
っ

た
。
臨
時
休
業
や
学
校
行
事
の
中
止
な
ど
を
乗
り
越
え

て
、
生
徒
は
大
き
く
成
長
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
20
年

12
月
に
総
合
探
究
で
行
わ
れ
た
外
部
講
師
に
よ
る
職
業

講
話
「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
講
座
」
で
は
、
以
前
に

比
べ
て
、
生
徒
か
ら
講
師
へ
の
質
問
数
が
増
え
、
社
会

問
題
に
迫
る
質
問
も
見
ら
れ
た
。
漫
然
と
話
を
聞
く
の

で
は
な
く
、
課
題
意
識
を
持
ち
、
批
判
的
な
視
点
で
講

師
の
話
を
捉
え
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
そ
う
し
た
質
問
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
家
庭
で
の
学
習
習
慣
が
定
着
し
て
い
る
生
徒

が
多
く
、
生
徒
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
計
画
的
に
学

習
で
き
た
」「
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
時
に
も
計
画
を

修
正
で
き
た
」
と
い
っ
た
回
答
が
増
加
傾
向
に
あ
る
と

い
う
。

　
今
後
の
課
題
は
、
16
の
資
質
・
能
力
を
３
年
間
の
教

育
活
動
の
計
画
に
落
と
し
込
む
こ
と
だ
。
各
活
動
と
16

の
資
質
・
能
力
の
関
係
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
、
活
動

の
質
を
高
め
た
い
と
、
中
道
先
生
は
語
る
。

　「
卒
業
ま
で
の
２
年
間
、
教
科
指
導
や
学
校
行
事

な
ど
、生
徒
の
成
長
に
つ
な
が
る
場
面
を
16
の
資
質
・

能
力
と
ひ
も
づ
け
な
が
ら
、
で
き
る
だ
け
多
く
設
け

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

生
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
例
え
ば
、
道
徳
的
心
情
を
見
る
と
、
授
業
前
で

は
『
感
動
』
が
目
立
っ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
授
業

中
は
『
徳
』『
貯
蓄
』
な
ど
の
単
語
が
現
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
は
、『
感
動
し
ま
し
た
』
と
い
っ
た
漠

然
と
し
た
記
述
か
ら
、『
徳
の
貯
蓄
が
備
わ
っ
て
こ

そ
、
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
が
で
き
る
』『
徳
の
貯

蓄
は
、
目
に
見
え
な
い
が
重
要
で
あ
る
』
な
ど
と
、

自
分
が
考
え
た
こ
と
を
表
す
コ
メ
ン
ト
へ
と
変
容
し

て
い
っ
た
た
め
で
す
。
生
徒
の
考
え
を
言
語
化
し
、

時
系
列
で
記
録
さ
せ
る
こ
と
で
、
学
習
過
程
に
よ
る

内
面
の
変
化
を
追
う
こ
と
が
で
き
、
思
考
の
深
化
や

新
し
い
視
点
の
獲
得
な
ど
、
学
び
の
成
果
が
可
視
化

さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
生
徒
と
教
師
の
間

で
成
果
が
共
有
し
や
す
く
な
っ
た
こ
と
は
、
大
き
な

意
義
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
同
校
は
、
長
年
継
続
し
て
き
た
進
路
学
習
の
改
善
に

も
力
を
入
れ
て
い
る
。
90
年
代
半
ば
か
ら
続
く
「
Ａ
Ｇ

Ｅ
16
」
は
、
将
来
へ
の
視
野
を
広
げ
て
進
路
意
識
を
高

め
る
と
と
も
に
、
進
路
情
報
の
収
集
方
法
を
身
に
つ
け

る
こ
と
を
目
的
と
し
、
1
年
生
が
夏
季
休
業
中
に
大
学
・

学
部
・
学
科
調
べ
を
行
い
、
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
る
取

り
組
み
だ
。
そ
れ
を
探
究
学
習
の
一
環
に
位
置
づ
け
て

進
化
さ
せ
た
。
進
路
指
導
部
の
鈴
木
伸
也
先
生
は
、
改

善
点
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
個
人
ワ
ー
ク
に
加
え
て
、
４
～
５
人
の
グ
ル
ー

北海道札幌北高校

＊５　株式会社ベネッセホールディングスとソフトバンク株式会社の合弁会社であるClassi 株式会社が提供する、学校教育での ICT 活用を総合的に支援するサービス。　
＊６　コンテンツの属性や内容を表すタグ（目印となるキーワード）を集め、一覧表示したもの。

伝
統
的
な
進
路
学
習
に
も

探
究
学
習
の
手
法
を
採
り
入
れ
る

「自己理解」のテキストマイニングの結果図3

授業中は、テーマの「新
渡戸」を除くと「国際」
が、授業後は、「受け
止める」「考え方」「他
者」の重要度や頻度が
増していた。

＊学校資料を一部改
訂して掲載。

授業中

授業後
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改良会議実施校

秋田県立能代松陽高校
◎秋田県立能代北高校と能代市立能代商業高
校が統合し、開校。グローバルな視野で未来
を切り拓く力を持つ人間の育成を目指し、自分
の考えを整理し、相手に分かりやすく伝える力、
調査・研究したことをまとめ、整理して効果的
に発表する力を育む教育活動を展開する。
◎設立　2013（平成 25）年
◎形態　全日制／普通科・国際コミュニケー
ション科・情報ビジネス科／共学
◎生徒数　１学年：約 210人
◎2020年度進路実績（現役のみ）　国公立
大は、弘前大、秋田大、山形大、青森公立大
などに 15人が合格。私立大は、仙台大、日
本女子大、日本大などに延べ 38 人が合格。
短大、専門学校進学 85人。就職 73人。
◎URL　http://www.noshiroshoyo-h.akita-pref.ed.jp/

生徒は、実習の前に、参加を希
望する理由などを「個人カード」
に、インターンシップ中は実習
先での活動内容などを「インター
ンシップの記録」という名称の
日報に記入し、インターンシッ
プ後にこの報告書をまとめる。

改良！指
導ツール

校内の教師同士による対話を通して、自校の指導ツールの改良を図る本コーナー。
今号は、秋田県立能

の

代
しろ

松
しょう

陽
よう

高校が２年次に実施するインターンシップの
報告書について検討した。

進路指導部・教務部

佐々木隆介
ささき・りゅうすけ

教職歴11年。同校に赴任して
８年目。

進路指導部・教務部

夏井修一
なつい・しゅういち

教職歴９年。同校に赴任して
６年目。

進路指導主事

吉田英亮
よしだ・ひであき

教職歴22年。同校に赴任して
１年目。

秋田県立
能
の

代
し ろ

松
しょう

陽
よ う

高校

Before

その後の進路選択につながるよう、目的や課題意識を持
たせた上で、生徒をインターンシップに臨ませたい。

学校が育成を目指す3つの資質・能力を意識させた上で、
実習に臨ませたい。

課題

1

2

同校では、２年生の希望者が夏季休業中にインターンシップ
に参加。キャリア観を深め、進路選択に生かせるように、報

告書では、実習を通じての学びや気づきを整理させる。3年次の志望理由
書や自己ＰＲ書の作成などにもつながる振り返りを行わせることがねらい。

ねらい
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前に踏み出す力

考え抜く力

チームで働く力
前に踏み出す力	 　（理由	 ）

考え抜く力	 　（理由	 ）

チームで働く力	 　（理由	 ）

インターンシッ
プを、生徒が「仮
説→検証」を経
験する機会とす
るために、事前

指導を手厚くしたいと考えて
いました。しかし、２年生の
夏季休業前は行事も多く、さ
らに時間を割くことは難しい
状況でした。改良した報告書
を早めに生徒に提示し、取り
組ませることで、事前指導の
補完になると思いました。

今後は、改良し
た報告書をＩＣ
Ｔと連動させた
いです。生徒は
学習時間の管

理をClassi（＊）で行ってい
ますが、そうした日々の記録
と、インターンシップ報告書
のような節目の記録を一元管
理することで、生徒は日々の
学習と進路意識を関連づけ
て高校生活のPDCAサイクル
を回すことができるでしょう。

従来の事前学習
はマナー講座な
どがメインで、
インターンシッ
プの目的や、就

業体験を通して探究する具体
的なテーマを考える時間が十
分ではありませんでした。今
回の改良で、生徒は実習で何
を学ぶのかを明確にして活動
に臨み、実習後には目的の達
成度合いを振り返ることがで
きるのではないでしょうか。

どのような対話を
通じて改良できたのかは、
次ページで！！

インターンシップ報告書　２年　　　　組　　　　番　氏名　　　　　　　　　　　　　　実習先　　　　　　　　　　　　　　　
	 期間　　月　日（　）〜　月　日（　）

インターンシップ参加前の記録 インターンシップ参加後の記録

①実習先の業界が抱えている課題、今後発展が期待される事柄は何か ❶実習先の業界が抱えている課題、今後発展が期待される事柄に、業界や実習先は
具体的にどのように取り組んでいたか

②①の課題に対して、または今後さらに発展していくために、その業界が取り組んで
いることは何か

❷❶の取り組みを見て、「もっとこうすればよいのではないか」など、気がついたこと
は何か

③あなたが社会に出た時、仕事を通して感じたいやりがいや喜びは何か ❸参加前の記録の③で記した「あなたが仕事を通して感じたいやりがいや喜び」を得
るためには、実習先ではどんな働き方をすればよいか

■まとめの問い

インターンシップで学んだこと。今後の高校生活で生かしたいと思うこと インターンシップを通じて、進路について考えたこと

④能代松陽高校が育成を目指す「前に踏み出す力」「考え抜く力」「チームで働く力」
の３つの力を、今、あなたはどれくらい身につけているか、5点満点で自己評価しよう ❹能代松陽高校が育成を目指す「前に踏み出す力」「考え抜く力」「チームで働く力」

の３つの力を、あなたはどれくらい身につけているか、インターンシップでの経験を
踏まえて、5点満点で自己評価しよう

実習先の課題や展望を事前に調べておき、実態
を実習先で確認するようにする。

実習先で経験したことを書くだけではなく、自分なりの
気づきや提案を書かせるようにする。

学校として育成を目指す資質・能力について、インター
ンシップの前後で自己評価させ、自己理解を深めさせる。

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5
1 2 3 4 5

1 2 3 4 5
1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

＊　株式会社ベネッセホールディングスとソフトバンク株式会社の合弁会社であるClassi 株式会社が提供する、学校教育での ICT活用を総合的に支援するサービス。

このマークのある図版は、加工可能なデータとして、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（https://berd.benesse.jp）からダウンロー
ドできます。「HOME→教育情報→高校向け→生徒指導・進路指導ツール集」でご覧ください。

インターンシップ報告書２年生

このマークのある図版は、加工可能なデータとして、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（https://berd.benesse.jp）からダウンロー
ドできます。「HOME→教育情報→高校向け→生徒指導・進路指導ツール集」でご覧ください。

After
目的や課題意識を明確にしてイン
ターンシップに参加できるよう、参
加前に業界の課題などを調べ、実
習先で実態を確認させる。

育成を目指す資質・能力について、
インターンシップ参加の前後で考
える問いを加える。

1 2改良ポイント
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河
野
　
現
状
の
報
告
書
の
問
題
点
を
整
理
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
生
徒
は
報
告
書
に
ど
ん
な
こ
と
を
書
い
て
い
ま
す
か
。

佐
々
木
　
多
い
年
は
学
年
の
３
分
の
２
程
度
の
生
徒
が
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
へ
の
参
加
を
希
望
し
ま
す
が
、「
参
加
す
る
な

ら
こ
の
仕
事
が
面
白
そ
う
」
と
い
っ
た
程
度
の
動
機
し
か
な

い
生
徒
も
多
い
で
す
。
そ
う
し
た
生
徒
は
、報
告
書
で
も
「
仕

事
は
大
変
そ
う
だ
っ
た
け
れ
ど
、や
り
が
い
も
あ
り
そ
う
」と
、

ど
の
仕
事
で
も
言
え
そ
う
な
感
想
し
か
書
け
ま
せ
ん
。

夏
井
　
目
的
が
な
い
ま
ま
で
の
参
加
で
は
、
気
づ
き
や
発
見

が
得
ら
れ
に
く
く
、
報
告
書
の
内
容
は
希
薄
に
な
り
、
せ
っ

か
く
の
経
験
が
後
の
進
路
選
択
に
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。
３
年

生
に
な
っ
て
推
薦
入
試
の
志
望
理
由
書
な
ど
を
書
く
際
、
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
経
験
を
交
え
て
書
く
よ
う
に
ア
ド
バ
イ

ス
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
で
の
学
び
を
今
の
自
分

や
将
来
の
目
標
と
結
び
つ
け
る
の
が
難
し
い
よ
う
で
す
。

吉
田
　
生
徒
の
中
で
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
単
発
の
活
動

に
な
っ
て
い
る
の
が
課
題
で
す
。
高
校
３
年
間
で
自
分
は
ど

の
よ
う
に
成
長
し
て
い
く
べ
き
か
を
考
え
、
そ
の
過
程
の
中

で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
意
義
を
自
覚
さ
せ
た
い
で
す
。

本
校
は
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
と
し
て
、
経
済
産
業

省
の
「
社
会
人
基
礎
力
」
の
「
前
に
踏
み
出
す
力
」「
考
え

抜
く
力
」「
チ
ー
ム
で
働
く
力
」
の
３
つ
の
資
質
・
能
力
を

掲
げ
て
い
ま
す
の
で
、そ
れ
ら
も
強
く
意
識
さ
せ
た
い
で
す
。

河
野
　
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
自
分
な
り
の
目
的
意
識
を
持
っ

て
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
る
た
め
に

は
、
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
が
必
要
で
し
ょ
う
か
。

佐
々
木
　
な
ぜ
目
的
意
識
を
持
て
て
い
な
い
か
と
言
う
と
、

生
徒
た
ち
は
社
会
に
つ
い
て
の
知
識
が
乏
し
く
、
実
習
先
が

ど
ん
な
社
会
貢
献
を
し
て
い
る
の
か
、
理
解
が
不
十
分
だ
か

ら
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

吉
田
　
前
任
校
で
も
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
し
て
い
ま

し
た
が
、
参
加
後
に
生
徒
に
、「
あ
な
た
が
就
業
体
験
し
た

業
界
は
、
ど
ん
な
課
題
を
抱
え
て
い
た
？
」「
そ
れ
に
ど
う

向
き
合
っ
て
い
た
？
」
と
聞
い
て
も
、
な
か
な
か
答
え
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
事
前
に
業
界
の
課
題
な
ど
を
調
べ
る
こ
と

を
通
じ
て
、
実
習
中
に
確
か
め
た
い
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
考

え
さ
せ
た
い
で
す
ね
。

夏
井
　
活
動
を
具
体
的
に
示
す
と
ま
じ
め
に
取
り
組
む
の

は
、
本
校
の
生
徒
の
長
所
で
す
。
業
界
の
課
題
を
調
べ
て
お

き
、
実
習
先
が
そ
の
課
題
に
対
し
て
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

改良会議
先生方の

対話のダイジェスト

実 録

秋田県立能代松陽高校◎２年生　インターンシップ報告書
改良！指

導ツール

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
目
的
を

あ
ら
か
じ
め
生
徒
に
言
語
化
さ
せ
、

資
質・能
力
の
自
己
評
価
の
機
会
に
す
る

実
習
先
の
業
界
が
抱
え
る
課
題
を
事
前
に
考
え
さ
せ
る
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こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
を
現
場
で
見
て
き
な
さ
い
と

指
示
す
る
こ
と
で
、
参
加
の
姿
勢
が
変
わ
り
そ
う
で
す
。
生

徒
が
事
前
に
調
べ
た
こ
と
を
実
習
先
に
伝
え
て
お
く
こ
と

は
、
先
方
の
受
け
入
れ
準
備
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

河
野
　
学
校
が
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
と
し
て
掲
げ
る

３
つ
の
力
か
ら
も
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
に
す

れ
ば
、生
徒
た
ち
は
３
つ
の
力
に
つ
い
て
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
と
関
連
づ
け
て
考
え
や
す
く
な
る
で
し
ょ
う
か
。

佐
々
木
　
自
分
は
３
つ
の
力
を
ど
れ
く
ら
い
備
え
て
い
る
と

思
う
か
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
事
前
事
後
に
自
己
評
価
さ

せ
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
３
つ
の
力
を
そ
れ

ぞ
れ
自
分
は
ど
の
く
ら
い
備
え
て
い
る
か
を
問
う
だ
け
で
な

く
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
ど
の
よ
う
な
経
験
が
そ
の
評
価

に
つ
な
が
っ
た
の
か
、
理
由
ま
で
聞
く
こ
と
を
事
前
に
生
徒

に
示
す
こ
と
で
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
意
識
し
て

実
習
に
臨
め
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

夏
井
　
将
来
的
に
は
、
３
つ
の
力
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
作
成

し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
生
徒
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通
じ

た
自
己
理
解
を
求
め
た
い
で
す
ね
。
そ
う
す
れ
ば
、
実
習
が

外
の
世
界
を
知
る
機
会
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
自
分
に
対
す

る
評
価
軸
を
つ
く
る
機
会
に
も
な
り
ま
す
。「
こ
の
業
界
で

働
き
、
社
会
貢
献
す
る
た
め
に
、
高
校
で
こ
の
資
質
・
能
力

を
伸
ば
し
た
い
」
と
語
れ
る
よ
う
に
し
て
あ
げ
た
い
で
す
。

吉
田
　
高
校
生
活
の
ど
の
よ
う
な
教
育
活
動
を
通
じ
て
、
ど

の
資
質
・
能
力
を
育
む
の
か
と
い
っ
た
本
校
と
し
て
の
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
描
き
、
そ
れ
を
教
師
と
生
徒
が
理
解
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。そ
う
す
れ
ば
、ど
ん
な
目
的
で
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
に
参
加
す
る
の
か
、
そ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
を
そ
の

後
の
活
動
に
ど
う
つ
な
げ
て
い
く
の
か
、
生
徒
は
俯
瞰
的
に

語
れ
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。
報
告
書
の
改
良
を
、
そ
う

し
た
大
き
な
改
革
の
一
歩
に
つ
な
げ
た
い
で
す
。

生徒指導・進路指導上、活用で
きる指導ツールを、加工可能な
形式でダウンロードできます。

「生徒指導・進路指導ツール集」
https://berd.benesse.jp/magazine/
kou/dwdata/data_kou.php

学
校
を
活
性
化
さ
せ
て
い
く
に
は
、
中
堅
・
若
手
の
活
躍
が
必
須
で
す
。

今
回
の
対
話
の
場
を
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
報
告
書
の
改
良
に
と
ど
め
ず
、

若
い
先
生
方
も
含
め
、
学
校
全
体
で
動
き
始
め
る
機
会
と
し
た
い
で
す
。

生
徒
に
変
化
を
求
め
る
の
で
あ
れ
ば
、ま
ず
教
師
が
変
わ
る
べ
き
で
す
。

以
前
か
ら
あ
る
教
育
活
動
を
、
資
質
・
能
力
の
育
成
と
い
う
文
脈
で

捉
え
直
し
た
今
回
の
機
会
を
、私
た
ち
の
変
化
の
契
機
に
し
た
い
で
す
。

先
生
方
と
の
対
話
を
通
じ
て
、
自
分
の
中
の
課
題
感
が
具
体
的
に
な
っ

て
い
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
自
分
の
内
面
を
整
理
す
る
心
地
よ
さ
を
、

生
徒
に
も
体
験
さ
せ
る
対
話
の
機
会
を
設
け
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

改良会議を振り返って ３
年
間
の
教
育
活
動
の
文
脈
を
生
徒
に
自
覚
さ
せ
る

Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ
21
編
集
部

高
大
領
域
担
当
責
任
者

河
野
仙
一

こ
う
の
・
せ
ん
い
ち

　
先
生
方
が
感
じ
ら
れ
て
い
る
生
徒
の
課
題
と
理
想
を
語

り
合
う
中
で
、「
自
主
」「
創
造
」「
協
働
」
と
い
う
校
訓

に
話
が
及
ん
だ
こ
と
が
印
象
的
で
し
た
。
そ
の
校
訓
に
描

か
れ
る
生
徒
像
を
育
成
す
べ
く
、
教
育
活
動
全
体
を
俯
瞰

し
て
、
改
め
て
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
活
動
の
ね
ら
い
を

整
理
し
た
今
回
の
改
良
会
議
は
、
部
分
と
全
体
が
響
き
合

う
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
践
の
１
つ
の

形
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
２
０
１
５
年
に
連
載
を
開
始
し
た
本
コ
ー
ナ
ー
は
、
今

号
で
い
っ
た
ん
の
終
幕
と
な
り
ま
す
。幕
間
に
、ぜ
ひ
バ
ッ

ク
ナ
ン
バ
ー
を
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
に
は
、
こ
れ
ま
で
改
良
会
議
で
作
成
し
て
き
た

指
導
ツ
ー
ル
を
、
加
工
可
能
な
形
式
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
る
よ
う
、
活
用
時
期
ご
と
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　
検
討
を
経
て
磨
か
れ
た
指
導
ツ
ー
ル
を
提
供
す
る
こ
と

だ
け
で
な
く
、
そ
の
完
成
に
至
る
ま
で
に
交
わ
さ
れ
た
先

生
方
の
対
話
の
内
容
も
、
自
校
で
の
指
導
ツ
ー
ル
検
討
の

参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
の
が
、
本
コ
ー
ナ
ー

の
ね
ら
い
で
も
あ
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
記
事
本
文
を
ご
参

照
い
た
だ
き
ま
し
て
、
自
校
で
も
指
導
ツ
ー
ル
の
改
良
会

議
を
実
践
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
そ
し
て
い
つ

の
日
か
、
そ
の
対
話
の
様
子
を
取
材
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

改
良
会
議
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
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グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
は
、
人
や
商
品
、

資
本
、
情
報
な
ど
の
様
々
な
分
野
で
、

国
や
地
域
の
垣
根
を
超
え
た
移
動
が
活

発
化
し
、
世
界
の
結
び
つ
き
が
深
ま
る

現
象
を
指
す
。
そ
の
先
駆
け
は
、
15
世

紀
に
始
ま
っ
た
大
航
海
時
代
と
言
わ

れ
、
18
世
紀
の
産
業
革
命
以
降
に
拡
大

し
た
と
い
う
考
え
方
が
一
般
的
だ
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
に
つ
い
て
、

早
稲
田
大
学
政
治
経
済
学
術
院
の
白し

ら

木き

三
秀
教
授
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
、
20
世
紀
後
半

の
通
信
や
輸
送
、
交
通
に
か
か
わ
る
技

術
の
急
速
な
進
化
と
密
接
に
関
係
し
て

い
ま
す
。
資
本
主
義
や
自
由
主
義
の
下
、

国
際
的
な
自
由
競
争
や
規
制
緩
和
の
推

進
を
背
景
に
、
人
や
モ
ノ
の
移
動
コ
ス

ト
が
大
幅
に
下
が
り
ま
し
た
。
昨
今
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
瞬
時
に
情

報
が
行
き
来
す
る
よ
う
に
な
り
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
は
さ
ら
に
加
速
し

て
い
ま
す
」

　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
恩
恵
と
し
て
、
資

本
や
技
術
の
流
入
に
よ
り
新
興
国
が
台

頭
し
、
国
際
分
業
が
進
ん
で
世
界
全
体

が
豊
か
に
な
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
。
労
働
力
が
安
価
な
新
興
国
で
商
品

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
恩
恵
の
裏
に

解
決
が
難
し
い
問
題
が
山
積

早
稲
田
大
学

政
治
経
済
学
術
院
　

教
授

ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
Ｈ
Ｒ
Ｍ

研
究
所
　

所
長

白
木
三
秀

　

し
ら
き
・
み
つ
ひ
で

国
士
舘
大
学
政
経
学
部
教
授
な
ど
を

経
て
、
現
職
。
専
門
は
人
的
資
源
管

理
。
著
書
に
『
英
語
de
人
事
　
日
英

対
訳
に
よ
る
実
践
的
人
事
』（
文
眞

堂
、
２
０
２
０
年
）、『
グ
ロ
ー
バ
ル
・

マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
育
成
と
評
価
』（
早
稲

田
大
学
出
版
部
、
２
０
１
４
年
）
な

ど
。

トレンド・ワード

グ
ロ
ー
バ
ル
化

生
徒
の
学
び
や
進
路
選
択
、
そ
し
て
そ
の
後
の
人
生
に
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
革
新
的
な
技
術
や
価
値
観
を
「
社

会
の
ト
レ
ン
ド
」
と
し
て
、「
暮
ら
す
」「
働
く
」「
学
ぶ
」
の
観
点
か
ら
解
説
す
る
本
コ
ー
ナ
ー
。
今
回
は
「
グ
ロ
ー

バ
ル
化
」
を
取
り
上
げ
る
。
海
外
の
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
が
身
近
に
な
り
、
街
で
外
国
人
を
よ
く
見
か
け
る
よ
う
に

な
っ
て
久
し
い
が
、今
後
、グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
ど
の
よ
う
に
進
み
、私
た
ち
に
ど
う
い
っ
た
影
響
を
も
た
ら
す
の
か
。

そ
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す
る
た
め
に
は
、ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力
が
求
め
ら
れ
る
の
か
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化

に
お
け
る
企
業
の
人
材
に
つ
い
て
研
究
す
る
早
稲
田
大
学
政
治
経
済
学
術
院
の
白し
ら

木き

三
秀
教
授
に
話
を
聞
い
た
。

資
本
主
義
や
自
由
主
義
の
広
が
り
、
そ
し
て
技
術
の

進
化
を
背
景
に
、
国
境
を
越
え
た
結
び
つ
き
が
緊
密
化

サマリー

これからの
　　　　　　のための進 路 指 導

グローバル化の利点と課題図１

◎資本や技術の流入による新興国の台頭
◎国際分業が進み、世界全体が豊かになる
◎高品質の製品が低価格で入手できるようになる
◎異なる文化が出合うことによる新たな価値の創出

◎国際競争の激化　◎技術や優秀な人材の流出
◎（主に先進国）産業の空洞化
◎（主に先進国）労働者の賃金低下
◎（主に先進国）失業率の上昇
◎文化間での衝突、文化の消滅
◎環境問題の悪化　◎感染症の流行

解
説
者

世の中　　　　　解説

利点

課題

＊白木教授への取材を基に編集部で作成。
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を
製
造
す
る
こ
と
で
、
企
業
に
は
増
収
、

消
費
者
に
は
安
価
な
商
品
が
手
に
入
る

と
い
っ
た
利
点
が
あ
る
。
一
方
で
、
国

に
よ
っ
て
は
産
業
の
空
洞
化
が
進
み
、

失
業
や
賃
金
低
下
を
招
い
て
い
る
。
自

然
環
境
の
破
壊
や
感
染
症
の
流
行
な

ど
、
各
国
の
協
調
が
求
め
ら
れ
る
問
題

も
深
刻
化
し
て
い
る
（
図
１
）。

　
日
本
で
も
、
海
外
の
製
品
や
サ
ー
ビ

ス
が
あ
ふ
れ
、
街
で
は
多
様
な
国
籍

の
人
々
が
行
き
来
し
て
い
る
（
図
２
）。

企
業
も
、
海
外
に
お
け
る
売
上
比
率
を

伸
ば
し
た
り
、
海
外
に
生
産
拠
点
を
設

け
た
り
し
て
い
る
。
日
本
の
グ
ロ
ー
バ

ル
化
を
示
す
デ
ー
タ
の
１
つ
が
、
企
業

が
海
外
で
事
業
活
動
を
行
う
投
資
で
あ

る
「
対
外
直
接
投
資
」
の
推
移
だ
（
図

３
）。

　「
日
本
で
は
、
１
9
８
５
年
の
プ
ラ

ザ
合
意
以
降
、
急
速
に
進
ん
だ
円
高

を
背
景
に
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
へ
の

投
資
額
が
膨
ら
み
ま
し
た
。
そ
し
て
、

２
０
０
１
年
の
中
国
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
を

機
に
、
中
国
に
投
資
先
の
移
行
が
進
み
、

投
資
額
も
さ
ら
に
増
加
し
ま
し
た
。
日

本
企
業
の
海
外
進
出
に
伴
い
、
従
業
員

の
多
国
籍
化
が
進
み
、
日
本
の
企
業
で

も
、
外
国
人
と
一
緒
に
働
く
こ
と
は
珍

し
く
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
」

　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
、
経
済
や
社
会
、

文
化
な
ど
の
様
々
な
領
域
に
見
ら
れ
る

が
、
そ
れ
ら
は
連
動
し
な
が
ら
進
行
し

て
い
る
。
例
え
ば
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ

ル
化
に
よ
っ
て
外
食
チ
ェ
ー
ン
企
業
が

世
界
展
開
す
る
と
、
食
文
化
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
が
進
ん
で
い
く
。
グ
ロ
ー
バ
ル

化
は
、
世
界
の
同
質
化
を
推
し
進
め
る

半
面
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
や
地
域
の
独
自

性
を
際
立
た
せ
る
一
面
も
あ
る
。

　「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
っ
て
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
が
失
わ
れ
る
わ
け
で
は

な
く
、
逆
に
独
自
性
が
世
界
か
ら
認
め

ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
例
え
ば
、日
本
発
の
ア
ニ
メ
や
ゲ
ー

ム
が
世
界
を
席
巻
し
て
い
る
の
は
、
そ

の
典
型
と
言
え
ま
す
」

　
現
在
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
の
影
響
で
、
国
際
間
の
人
や

モ
ノ
の
動
き
は
停
滞
し
て
い
る
。
し
か

し
、
そ
れ
は
一
時
的
な
も
の
で
あ
り
、

既
に
世
界
中
の
企
業
が
多
国
籍
化
し
て

い
る
今
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
流
れ
は
変

わ
ら
な
い
と
、
白
木
教
授
は
指
摘
す
る
。

　「
人
の
移
動
が
制
限
さ
れ
て
も
、
私

た
ち
は
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
シ
ス
テ
ム
を

活
用
し
て
交
流
し
て
い
ま
す
。
そ
の

時
々
の
問
題
は
、
新
た
な
技
術
や
手
法

の
開
発
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
て
い
く
と

考
え
ら
れ
ま
す
」

世
界
の
同
質
化
が
進
む
中
で
、

地
域
の
独
自
性
を
見
直
す
動
き
も

●
次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、「
暮
ら
す
」

「
働
く
」「
学
ぶ
」
の
３
つ
の
切
り

口
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
る
、

社
会
や
生
活
の
変
化
を
具
体
的
に

見
て
い
く
。

日
本
企
業
で
進
む
海
外
投
資

増
え
る
外
国
人
従
業
員

在留外国人数の推移図２

日本の対外直接投資の推移図３

＊出入国在留管理庁「令和元年末現在における在留外国人数に関する公表資料」
を基に編集部で作成。

＊日本貿易振興機構「直接投資統計資料」を基に編集部で作成。
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８年間で
約90万人増加
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1985年のプラザ
合意を機に、円高
が進行し、以後、
ASEAN地域を中
心に投資額が増加

2001年の中国の
WTO加盟を機に、
中国に投資先の
移行が進み、投
資額もさらに増加
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　グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
っ
て
、
企
業
活

動
の
あ
り
方
は
大
き
く
変
化
し
て
い

る
。
複
数
の
国
・
地
域
で
事
業
を
展
開

す
る
多
国
籍
企
業
が
世
界
中
に
増
え
て

お
り
、
日
本
企
業
で
も
海
外
の
売
上
比

率
が
高
ま
っ
て
い
る
。
だ
が
、
あ
る
国

で
受
け
入
れ
ら
れ
た
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

が
、
そ
の
ま
ま
他
国
・
地
域
で
通
用
す

る
と
は
限
ら
ず
、
企
業
は
事
業
を
展
開

す
る
国
・
地
域
の
文
化
や
価
値
観
に
基

づ
い
た
ニ
ー
ズ
を
捉
え
る
必
要
が
あ
る
。

　「海
外
で
事
業
を
展
開
し
て
も
、
消

費
者
が
求
め
る
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
と
い
う
企
業
の
原
理
原
則
に
変

わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
文

化
や
習
慣
、
宗
教
、
価
値
観
な
ど
が
異

な
る
国
や
地
域
を
企
業
活
動
の
対
象
と

す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
ら
の
国
や
地
域
の

状
況
を
綿
密
に
調
査
し
た
上
で
、
商
品

や
サ
ー
ビ
ス
を
設
計
す
る
こ
と
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
世
界
展
開
す
る

外
食
チ
ェ
ー
ン
企
業
で
は
、
同
じ
商
品

で
も
、
商
品
を
提
供
す
る
地
域
に
住
む

人
々
の
嗜し

好こ
う

に
合
わ
せ
て
味
を
微
妙
に

変
え
て
販
売
す
る
例
が
見
ら
れ
ま
す
」

　海
外
で
事
業
展
開
を
す
る
多
国
籍
企

業
に
勤
め
れ
ば
、
海
外
出
張
は
も
ち
ろ

ん
、
電
話
や
メ
ー
ル
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会

議
な
ど
、
様
々
な
場
面
で
外
国
人
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
機
会
が
あ

る
は
ず
だ
。
加
え
て
、
国
内
向
け
に
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す
る
企
業
で

あ
っ
て
も
、
国
内
在
住
の
外
国
人
の
増

加
を
受
け
、
多
様
性
へ
の
配
慮
が
必
須

と
な
っ
て
い
る
。

　世
界
各
国
で
事
業
展
開
す
る
企
業
が

増
え
れ
ば
、
国
際
競
争
を
通
じ
て
企
業

の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
は
磨
か
れ
て
い
き
、

生
活
は
便
利
で
快
適
に
な
っ
て
い
く
。

　「私
た
ち
は
既
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
検
索
サ
ー
ビ
ス
や
映
画
・
音
楽
の

サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
＊

１
）、
通
販
サ
イ
ト
な
ど
を
、
そ
れ
ら

が
ど
の
国
の
企
業
の
サ
ー
ビ
ス
か
を
さ

ほ
ど
意
識
せ
ず
に
利
用
し
て
い
る
は
ず

で
す
。
日
本
に
い
な
が
ら
、
海
外
企
業

の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
も

多
い
の
で
す
。
そ
れ
ら
の
企
業
は
、
世

界
中
の
広
範
な
対
象
か
ら
利
益
を
少
し

ず
つ
集
め
る
仕
組
み
を
構
築
し
、
安
価

に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
強
み
が
あ

り
、
消
費
者
を
引
き
つ
け
て
い
ま
す
」

　さ
ら
に
、
私
た
ち
の
身
の
回
り
に
は
、

海
外
で
製
造
さ
れ
た
商
品
が
あ
ふ
れ
て

い
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
人
件
費
が
安

価
な
国
で
生
産
し
、
輸
入
す
る
仕
組
み

が
あ
る
。

　「日
本
企
業
は
、
こ
れ
ま
で
中
国
に

生
産
拠
点
を
置
く
場
合
が
多
か
っ
た
の

で
す
が
、
こ
こ
数
年
、
人
件
費
が
よ
り

安
い
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
に
移
行
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。
品
質
の
高
い
商
品
を
安
価
に

入
手
で
き
る
の
は
、
消
費
者
に
と
っ
て

魅
力
的
で
す
が
、
そ
の
半
面
、
国
内
の

産
業
の
空
洞
化
や
賃
金
の
低
下
、
失
業

率
の
上
昇
な
ど
の
問
題
に
つ
な
が
る
可

能
性
も
あ
り
ま
す
」

　ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
っ
て
、

情
報
が
瞬
時
に
世
界
中
に
伝
わ
る
よ
う

に
な
っ
た
結
果
、
海
外
の
出
来
事
が
私

た
ち
の
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す

よ
う
に
も
な
っ
て
い
る
。
そ
の
典
型
は
、

情
報
通
信
技
術
の
進
歩
な
ど
に
よ
っ
て

も
た
ら
さ
れ
た
金
融
市
場
の
グ
ロ
ー
バ

ル
化
だ
。
１
つ
の
国
で
の
出
来
事
が
、

世
界
中
を
金
融
危
機
に
さ
ら
す
可
能
性

が
高
ま
っ
て
い
る
。

　「今
後
も
日
本
は
、
世
界
各
国
の
事

象
か
ら
直
接
的
・
間
接
的
に
影
響
を
受

け
続
け
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
し
た
社
会

に
適
応
し
て
生
活
す
る
た
め
に
は
、
海

外
の
情
報
へ
の
感
度
を
高
め
る
姿
勢
が

欠
か
せ
な
い
と
言
え
ま
す
」

＊１　 定額料金を支払うことで一定期間利用できるサービスのこと。

働
く

グ
ロ
ー
バ
ル
な
動
き
と
現
地
の
情
報
を
捉
え
る
姿
勢
が
必
要

暮
ら
す

生
活
が
便
利
で
快
適
に
な
る
半
面
、特
有
の
課
題
も

海外で働く日本人の評価が低い項目図４

海外で働く日本人に対する現地従業員からの評価が低
かった項目

◎現地語を熱心に勉強している。
◎現地の商習慣をよく理解している。
◎現地の文化や風俗習慣を理解している。
◎上の人が間違っていたらはっきりと指摘する。
◎対外交渉力の強さ。
◎人脈（社内・社外）の広さ。

＊白木三秀『グローバル・マネジャーの育成と評価』「現地従業員に
よる上司調査」（早稲田大学出版部、2014 年）を基に編集部で作成。
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グローバル人材が備えている資質・能力図５

　「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
」
と
い
う
言
葉

が
よ
く
使
わ
れ
る
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に

活
躍
す
る
人
材
は
、
ど
の
よ
う
な
資
質
・

能
力
を
備
え
て
い
る
の
か
。
白
木
教
授

は
、
海
外
に
派
遣
さ
れ
た
日
本
企
業
の

若
手
社
員
を
対
象
に
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
決
定
す
る
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
に
関

す
る
調
査
研
究
を
行
っ
た
（
＊
２
）。

　
62
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
、「
前
向

き
行
動
力
」「
異
文
化
適
応
能
力
」「
仕

事
能
力
」「
対
人
関
係
能
力
」
の
４
つ

の
因
子
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
因
子
の
、

①
仕
事
成
果
の
向
上
、
②
ス
キ
ル
・
能

力
の
伸
長
、
③
仕
事
・
生
活
環
境
へ
の

適
応
、
④
仕
事
満
足
・
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
４
つ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
へ
の
影

響
を
評
価
し
た
。
そ
の
結
果
、
海
外
で

活
躍
す
る
た
め
に
最
も
重
要
な
因
子
と

＊２　 白木教授が実施した「若手日本人派遣者調査（2016 年）」。［調査概要］サンプル数：302 人（本人＆上司のマッチング・データ）／対象：20 代、30 代 （平均年齢 33.3 歳）
／赴任地域：アジア（中国を除く）41％、北米 21％、中国 20％、ヨーロッパ 17％／調査方法：コンピテンシー（62 項目）の自己評価、およびパフォーマンスに関する
上司評価とのマッチング／評価方法：62 項目のコンピテンシーを「前向き行動力」「異文化適応能力」「仕事能力」 「対人関係能力」の４因子に分けて、「仕事成果の向上」「ス
キル・能力の伸長」「仕事・生活環境への適応」「仕事満足・モチベーション」の４つのパフォーマンスにどう影響するかを評価。さらに英語力の効果・影響を評価。

考
え
ら
れ
る
の
は
、「
前
向
き
行
動
力
」

だ
っ
た
（
図
５
）。

　「『
前
向
き
行
動
力
』
は
、
①
〜
④
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
す
べ
て
に
よ
い
影

響
を
与
え
て
い
ま
し
た
。
次
い
で
重
要

と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
③
と
④
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
決
定
要
因
と
な
っ
た

『
異
文
化
適
応
能
力
』
で
す
」

　「
前
向
き
行
動
力
」
は
、
挑
戦
意
欲

や
臨
機
応
変
な
対
応
力
、
決
断
力
、
視

野
・
見
識
の
広
さ
な
ど
の
コ
ン
ピ
テ
ン

シ
ー
が
該
当
す
る
（
図
６
）。
高
校
や

大
学
で
そ
れ
ら
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を

身
に
つ
け
る
た
め
に
は
、
ど
う
い
っ
た

学
び
が
必
要
に
な
る
の
か
。

　「『
前
向
き
行
動
力
』
は
、
大

小
様
々
な
こ
と
に
挑
戦
し
、
成

功
と
失
敗
を
積
み
重
ね
る
中
で
培
わ
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
結

果
に
か
か
わ
ら
ず
、
努
力
し
た
プ
ロ
セ

ス
を
評
価
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
」

　
英
語
力
は
、
す
べ
て
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
の
向
上
に
必
要
不
可
欠
で
あ
っ
た

が
、
単
独
で
は
強
い
影
響
を
及
ぼ
さ
ず
、

ほ
か
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
が
伴
う
必
要

が
あ
る
と
分
か
っ
た
。

　「
海
外
で
活
躍
す
る
た
め
に
は
、
好

奇
心
を
持
ち
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
備

え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
高
校
で

も
、
生
徒
が
主
体
的
に
挑
戦
す
る
よ
う

な
体
験
を
積
ん
で
お
く
こ
と
が
重
要
だ

と
言
え
る
で
し
ょ
う
」

　「
企
業
は
今
後
、
様
々
な
国
の
人
が

顧
客
に
な
る
こ
と
を
一
層
考
慮
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で

は
、
多
く
の
こ
と
が
世
界
と
連
動
し
て

い
ま
す
か
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
知
識
や

発
想
を
持
た
な
い
企
業
は
、
こ
の
先
、

生
き
残
る
こ
と
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
私
の
調
査
研
究
に
お
い
て
、『
海

外
勤
務
の
日
本
人
は
、
現
地
の
従
業

員
か
ら
、
現
地
の
文
化
や
商
習
慣
な
ど

を
理
解
し
て
い
な
い
と
評
価
さ
れ
て
い

る
』と
い
う
結
果
が
出
ま
し
た（
図
４
）。

仕
事
の
能
力
だ
け
で
な
く
、
赴
任
先
の

文
化
に
関
心
を
持
ち
、
一
緒
に
働
く
人

に
配
慮
す
る
こ
と
も
、
仕
事
を
す
る
上

で
は
重
要
な
の
で
す
」

これからの
　　　　　　のための進 路 指 導

世の中　　　　　解説

学
ぶ

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
に
必
要
な
の
は「
前
向
き
行
動
力
」

「前向き行動力」を構成するコンピテンシー図６

◎複雑で矛盾に満ちた状況に対応できる。
◎既存のやり方にとらわれず、臨機応変に対応する。
◎自分の仕事上の貢献をアピールしている。
◎新しい仕事・挑戦に意欲的である。
◎問題点を素早く発見できる。　◎交渉力が強い。
◎視野・見識が広い。　◎決断力がある。
◎想定外の状況において冷静に対応できる。
◎将来のニーズやチャンスを先取りできる。
◎新しい事や人との出会いを楽しんでいる。
◎指示や説明を分かりやすくできる。
◎課題達成・目標実現に向けて、リスクを取ることができる。
◎物事を定量的に考えることができる。
◎顧客からの評価を前向きに受け止める。
＊白木教授提供資料を基に編集部で作成。

海外に赴任した若手社員のパフォーマンスを決定する
要因を、自己評価および上司評価を通じて調査した結
果（＊２）。

＊白木教授提供資料を基に編集部で作成。

①仕事成果
の向上

②スキル・能力
の伸長

③仕事・生活
環境への適応

④仕事満足・
モチベーション

上の２つより
影響が低い

英
語
力
（
単
独
で
は
影
響
が
低
い
）

前向き
行動力

異文化
適応能力

仕事能力

対人関係
能力
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S D G s の
視 点 で 見 る

大学の学び

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
向
け
た
取
り
組
み
や
研
究
の
視
点
で
、
大
学
の
学
び
を
紹
介
す
る
本
コ
ー
ナ
ー
。

今
号
で
は
、
飢
餓
の
撲
滅
な
ど
を
目
指
す
目
標
２
と
、
持
続
可
能
な
経
済
成
長
と
人
間
ら
し
い
雇
用
を
促
進
す
る
目
標
８
に
関
す
る
大
学
の
学
び
を
取
り
上
げ
る
。

ま
ず
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
つ
い
て
、
世
界
と
日
本
の
状
況
を
解
説
し
た
後
、
目
標
２
は
東
京
農
業
大
学
、
目
標
８
は
同
志
社
大
学
の
学
び
を
紹
介
す
る
。

　
21
世
紀
に
入
り
、
各
国
・
地
域
の
１
人

あ
た
り
の
経
済
成
長
率
は
、
多
少
の
差
は

あ
り
ま
し
た
が
、
お
お
む
ね
上
昇
傾
向
で

し
た
。
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
以
降
、
景
気
が
急
速
に
冷
え

込
み
、
2
0
2
0
年
の
世
界
経
済
の
成
長

率
は
、
マ
イ
ナ
ス
4
・
4
%
に
な
る
と
予

想
さ
れ
て
い
ま
す
（
＊
５
）。
特
に
、
ア

フ
リ
カ
の
サ
ブ
サ
ハ
ラ
地
域
の
経
済
成
長

率
の
数
字
か
ら
は
、
深
刻
な
経
済
危
機
が

予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
　

　
ウ
ガ
ン
ダ
な
ど
ア
フ
リ
カ
で
は
、
以
前

か
ら
若
者
の
高
い
失
業
率
、
児
童
労
働
、

教
育
や
職
業
訓
練
の
不
足
と
い
っ
た
問
題

が
あ
り
ま
し
た
が
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、

問
題
が
さ
ら
に
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
農

業
生
産
性
の
低
さ
か
ら
、
都
市
部
に
は
農

村
か
ら
人
が
流
入
し
て
い
ま
し
た
が
、
感

染
拡
大
の
影
響
で
職
を
失
う
人
が
増
え
、

自
殺
率
が
増
加
。
都
市
部
か
ら
農
村
に
戻

る
人
も
多
く
、
農
業
従
事
者
が
増
加
し
た

こ
と
に
よ
り
、
農
産
物
の
価
格
が
下
が
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

の
影
響
で
、
世
界
的
な
不
況
に

世
界
の
状
況

解　説

　
世
界
で
は
９
人
に
１
人
、
約
８
億
人

も
の
人
々
が
飢
餓
に
苦
し
ん
で
い
ま
す

（
＊
１
）。
先
進
国
で
は
食
品
ロ
ス
が
問
題

で
す
が
、
ア
フ
リ
カ
な
ど
の
途
上
国
で

は
食
料
不
足
が
深
刻
で
、
世
界
全
体
で

は
、
足
り
て
い
る
食
料
の
分
配
に
課
題
が

あ
る
と
言
え
ま
す
。
人
口
増
加
に
よ
り
、

２
０
５
０
年
ま
で
の
食
料
需
要
は
10
年
ご

と
に
14
％
ず
つ
増
加
す
る
と
予
測
さ
れ
て

い
る
一
方
、
農
業
生
産
量
は
気
候
変
動
の

影
響
で
、
10
年
ご
と
に
２
％
ず
つ
減
少
す

る
と
言
わ
れ
て
お
り
（
＊
２
）、
早
急
な

対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
目
標
２
に
は
、
栄
養
障
害
の
問
題
も
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
栄
養
欠
乏
や
栄
養
の
過

剰
摂
取
に
よ
り
、
世
界
の
人
口
の
３
分
の

１
が
栄
養
障
害
に
陥
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
原
因
の
１
つ
に
、
食
事
の
単
純
化

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
私
た
ち
が
摂
取
す
る

食
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
摂
取
量
の
半
分
は
、

米
・
小
麦
・
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
３
大
穀
物

に
依
存
し
て
お
り
、
脂
質
や
カ
ル
シ
ウ
ム

目
標
２ 

飢
餓
を
終
わ
ら
せ
、
食
料
安
全
保
障
及
び
栄
養

改
善
を
実
現
し
、
持
続
可
能
な
農
業
を
促
進
す
る

目
標
８ 

包
摂
的
か
つ
持
続
可
能
な
経
済
成
長
及
び
す
べ
て
の

人
々
の
完
全
か
つ
生
産
的
な
雇
用
と
働
き
が
い
の
あ
る

人
間
ら
し
い
雇
用（
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・ワ
ー
ク
（
＊
４
））を
促
進
す
る

人
口
増
加
の
中
、
食
料
分
配
や

栄
養
障
害
の
対
策
が
急
務

世
界
の
状
況

解　説

＊１　国際連合「世界の食料安全保障と栄養の現状」（2019 年 7 月）。＊２　IPCC（国連気候変動に関する政府間パネル）　＊３　生物多様性の保全を目的として、植物の種子
や動物の精子・卵子、微生物など、様々な遺伝資源を収集し、保存する仕組みや施設。　＊４　decent work。ILO( 国際労働機関 ) が 21 世紀の目標として、2009 年の ILO
総会で提唱し、支持された考え方。　
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状
況
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た

甚
大
な
影
響
を
被
っ
て
い
る
途
上
国
に
対

し
て
、
比
較
的
感
染
の
影
響
が
少
な
い
ア

ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
の
先
進
国
が
積
極
的

な
国
際
協
力
を
行
う
べ
き
で
し
ょ
う
。

　
今
後
の
経
済
成
長
を
考
え
る
際
に
は
、

持
続
可
能
で
あ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

E
U 

の
よ
う
に
先
進
国
の
中
に
は
、
社
会

や
環
境
に
配
慮
し
な
が
ら
、
持
続
可
能
な

開
発
を
目
指
し
て
一
定
の
成
果
を
上
げ
た

地
域
も
あ
り
ま
す
が
、
日
本
を
含
め
、
多

く
の
国
や
地
域
で
は
、
経
済
と
社
会
や
環

境
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
開
発
に
課
題
が

あ
り
ま
す
。

　
日
本
は
、
先
進
国
の
中
で
経
済
成
長
率

が
低
い
方
に
属
し
ま
す
が
、
失
業
率
の
低

さ
は
世
界
で
も
群
を
抜
い
て
お
り
、
安
定

的
な
雇
用
の
維
持
が
で
き
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
正
規
雇
用
と
非
正
規
雇
用
の

賃
金
や
待
遇
の
格
差
、
長
時
間
労
働
な
ど

は
大
き
な
課
題
で
す
。
特
に
、
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
で
、
男
女
間
の
雇
用
の
格
差
が
顕

著
化
し
て
い
ま
す
。
20
年
４
月
以
降
、
仕

事
に
何
ら
か
の
影
響
が
あ
っ
た
人
は
男
性

が
18
％
、
女
性
が
26
％
で
、
女
性
は
男
性

の
1
・
4
倍
に
上
っ
て
い
ま
す
（
＊
６
）。

中
で
も
非
正
規
雇
用
の
女
性
が
大
き
な
影

響
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
若
者
の
自
殺
率
が
高
い
こ
と
も

課
題
で
す
。働
き
づ
ら
さ
の
影
響
か
ら
か
、

15
～
39
歳
の
各
年
代
の
死
因
の
第
１
位
は

「
自
殺
」
で
あ
り
、
先
進
７
か
国
と
比
較

し
て
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
（
＊ 

７
）。

　
正
規
・
非
正
規
雇
用
の
待
遇
差
の
改
善

や
、
結
婚
・
出
産
後
の
女
性
の
就
業
継
続

の
支
援
、
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
な
ど
、
誰
も
が

働
き
が
い
を
も
っ
て
仕
事
に
取
り
組
め
る

制
度
・
仕
組
み
の
構
築
が
必
要
で
し
ょ
う
。

同
志
社
大
学

政
策
学
部
　

教
授岡本

由
美
子

お
か
も
と
・
ゆ
み
こ

専
門
分
野
は
、
国
際
経
済
、
国
際
開
発
。
神
戸
大

学
大
学
院
国
際
協
力
研
究
科
助
教
授
、ア
メ
リ
カ
・

ブ
ラ
ン
ダ
イ
ス
大
学
大
学
院
国
際
経
済
金
融
研
究

科
客
員
助
教
授
、
名
古
屋
大
学
大
学
院
国
際
開
発

研
究
科
助
教
授
を
経
て
、
２
０
０
４
年
か
ら
現
職
。

解説者
誰
も
が
働
き
が
い
の
あ
る

社
会
の
仕
組
み
の
構
築
が
必
要

日
本
の
状
況

な
ど
が
不
足
し
て
い
ま
す
。途
上
国
で
は
、

栄
養
不
良
に
よ
る
発
育
阻
害
と
い
っ
た
問

題
の
ほ
か
、
先
進
国
の
よ
う
に
、
一
部
の

栄
養
素
の
過
剰
摂
取
に
よ
る
糖
尿
病
な
ど

の
病
気
も
増
え
て
い
ま
す
。

　
食
料
の
安
定
供
給
に
向
け
て
、
国
際
機

関
が
中
心
と
な
り
、
干
ば
つ
や
高
温
障

害
に
強
い
品
種
の
開
発
な
ど
を
行
い
、
農

作
物
の
生
産
性
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
ま
た
、
栄
養
障
害
の
解
決
に
は
、
農

作
物
を
多
様
化
さ
せ
る
こ
と
で
、
安
定
的

な
食
料
供
給
に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、
そ

の
消
費
を
通
じ
て
栄
養
価
向
上
を
目
指
す

取
り
組
み
が
必
要
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
日
本
は
飢
餓
か
ら
遠
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
た
だ
、目
標
２
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
は
、

農
業
生
産
能
力
向
上
の
た
め
の
技
術
開
発

や
植
物
・
家
畜
の
ジ
ー
ン
・
バ
ン
ク
（
＊

３
）
へ
の
投
資
の
拡
大
を
図
る
こ
と
が
含

ま
れ
て
お
り
、
そ
う
し
た
側
面
か
ら
の
国

際
貢
献
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
生
産
能

力
の
高
い
新
た
な
品
種
開
発
を
進
め
る
た

め
に
は
、多
様
な
遺
伝
資
源
が
不
可
欠
で
、

そ
の
持
続
的
利
用
に
は
、
国
際
的
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
か
ら
で
す
。

　
持
続
可
能
な
農
業
の
促
進
も
重
要
な
目

標
の
１
つ
で
す
。
農
作
物
の
栽
培
に
過
剰

に
化
学
肥
料
が
使
用
さ
れ
、
そ
れ
が
川
や

海
に
流
出
す
る
と
水
質
汚
染
に
つ
な
が
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
環
境
負
荷
を
軽
減
し
た

農
業
の
推
進
が
重
要
で
す
。

　
ま
た
、
国
や
生
産
者
が
協
力
し
、
食
の

多
様
化
を
広
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

す
。
な
ぜ
な
ら
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
崩
れ

が
日
本
人
の
生
活
習
慣
病
の
大
き
な
原
因

と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
日
頃
か
ら
栄

養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
心
が
け
、
健

康
を
維
持
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

東
京
農
業
大
学
　

国
際
食
料
情
報
学
部

　

国
際
農
業
開
発
学
科

教
授入江

憲
治

い
り
え
・
け
ん
じ

専
門
分
野
は
、
熱
帯
地
域
に
お
け
る
作
物
生
産
や

植
物
遺
伝
資
源
に
関
す
る
研
究
。
青
年
海
外
協
力

隊
（
ネ
パ
ー
ル
）
や
国
際
協
力
機
構
専
門
家
（
ミ
ャ

ン
マ
ー
）
と
し
て
、
国
際
協
力
の
業
務
に
携
わ
っ

た
後
、大
学
教
員
と
な
る
。２
０
１
３
年
か
ら
現
職
。

解説者

Ｐ．
　

54
〜
55
で
、
目
標
２
の
達
成
に
向

け
た
［
東
京
農
業
大
学
］
の
学
び
を

紹
介
し
ま
す
。

農
業
生
産
能
力
向
上
の
た
め
の

国
際
貢
献
が
必
要

日
本
の
状
況

Ｐ．
　

56
〜
57
で
、
目
標
８
の
達
成
に
向

け
た
［
同
志
社
大
学
］
の
学
び
を
紹

介
し
ま
す
。

＊５　 IMF（国際通貨基金）世界経済見通し（2020 年 10 月）。　＊６　新型コロナウイルスと雇用・暮らしに関する NHK・JILPT 共同調査より。　＊７ 　厚生労働省「自殺対策白書」
（平成 30 年版） 。先進７か国は、フランス・ドイツ・カナダ・米国・英国・イタリア・日本。
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東
京
農
業
大
学
国
際
食
料
情
報
学
部

は
、
世
界
と
日
本
の
食
料
や
農
業
、
農
村

問
題
に
つ
い
て
学
ぶ
学
部
だ
。
同
学
部
の

４
学
科
（
＊
１
）
の
う
ち
の
１
つ
で
あ
る

国
際
農
業
開
発
学
科
は
、
国
際
的
な
農
業

開
発
の
専
門
家
と
し
て
活
躍
す
る
人
材
の

育
成
を
目
指
し
て
い
る
。

　
同
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科
博
士
前
期

課
程
１
年
の
伏
見
和
子
さ
ん
は
、
高
校
時

代
に
社
会
問
題
を
学
ぶ
授
業
で
飢
餓
問
題

に
関
心
を
持
ち
、
食
料
不
足
な
ど
の
食
料

問
題
を
学
び
た
い
と
考
え
、
国
際
農
業
開

発
学
科
を
志
望
し
た
。

　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
大
き
な
特
徴
は
２
つ

だ
。
１
つ
め
は
、
大
学
の
教
育
研
究
の
理

念
で
あ
る
実
学
主
義
の
下
、
１
〜
３
年
次

ま
で
各
学
年
で
必
修
の
農
業
実
習
が
あ
る

こ
と
。
２
つ
め
は
、
社
会
科
学
と
自
然
科

学
の
両
分
野
の
専
門
科
目
が
開
講
さ
れ
て

い
る
こ
と
だ
。

　「
途
上
国
の
農
村
社
会
に
つ
い
て
学
ぶ

社
会
科
学
系
の
科
目
と
、
熱
帯
・
亜
熱
帯

の
作
物
育
種
（
＊
２
）
や
土
壌
を
学
ぶ
自

然
科
学
系
の
科
目
の
双
方
を
履
修
で
き
、

途
上
国
の
状
況
が
よ
り
立
体
的
に
見
え
て

き
ま
し
た
」（
伏
見
さ
ん
）

　
同
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科
博
士
前
期

課
程
２
年
の
射い

場ば

木も

萌も

春は

さ
ん
は
、
入
学

時
か
ら
農
学
に
加
え
、
国
際
協
力
に
関
心

が
あ
っ
た
。

　「
２
年
次
の
必
修
科
目
『
国
際
農
業
協

力
論
』で
は
、政
府
開
発
援
助
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
か
か
わ
っ
た
教
授
か
ら
、
豊
富
な

写
真
を
使
っ
た
授
業
で
、
現
地
の
実
情
を

学
び
ま
し
た
。大
学
の
学
び
を
現
場
で
ど

の
よ
う
に
生
か
せ
る
の
か
、イ
メ
ー
ジ
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」（
射
場
さ
ん
）

　
同
学
科
で
は
、
実
践
的
な
国
際
農
業
開

発
学
に
低
学
年
次
か
ら
触
れ
ら
れ
る
よ
う

に
、
１
年
次
か
ら
研
究
室
に
入
室
で
き
る

（
＊
３
）。伏
見
さ
ん
は
１
年
次
６
月
か
ら
、

射
場
さ
ん
は
２
年
次
11
月
か
ら
入
江
憲
治

教
授
の
熱
帯
作
物
学
研
究
室
に
所
属
し

た
。
小
学
６
年
生
ま
で
ア
メ
リ
カ
で
過
ご

し
た
射
場
さ
ん
は
、
帰
国
後
、
日
本
の
米

の
味
に
感
動
し
た
経
験
か
ら
、
イ
ネ
の
研

究
を
志
し
た
。

　「
２
年
次
の
必
修
科
目
『
農
業
専
門
実

習
』
で
は
、
田
植
え
か
ら
収
穫
ま
で
を
行

い
ま
し
た
。
実
習
用
水
田
の
隣
に
は
熱
帯

作
物
学
研
究
室
の
水
田
が
あ
り
、
環
境
ス

ト
レ
ス
（
＊
４
）
に
強
い
イ
ネ
を
研
究
し

て
い
る
と
知
り
ま
し
た
。
私
も
イ
ネ
の
研

究
を
行
い
、
途
上
国
の
農
業
に
役
立
て
た

い
と
考
え
、入
室
し
ま
し
た
」（
射
場
さ
ん
）

　
同
研
究
室
は
、
大
学
院
の
農
学
研
究
科

国
際
農
業
開
発
学
専
攻
と
合
同
で
学
ぶ
。

熱
帯
・
亜
熱
帯
地
域
で
栽
培
さ
れ
て
い
る

農
作
物
の
特
性
解
明
や
新
規
利
用
法
の
開

発
、
栽
培
技
術
の
開
発
・
改
良
に
重
点
を

社
会
科
学
と
自
然
科
学
の

両
面
か
ら
国
際
農
業
を
学
ぶ

大学の学び

この学びに
関する

SDGsの
目標

実
学
主
義
の
下
、
国
際
農
業
を
学
び
、

飢
餓
や
食
料
問
題
の
解
決
を
目
指
す

東
京
農
業
大
学
　

国
際
食
料
情
報
学
部
　

国
際
農
業
開
発
学
科
　
　 

熱
帯
作
物
学
研
究
室

＊１　国際農業開発学科、食料環境経済学科、国際バイオビジネス学科、国際食農科学科。　＊２　作物を遺伝的に改良すること。　＊３　１年次から室員として入室可能。
３年進級時までには全員が研究室に所属する。　＊４　水の不足や土壌の過湿、高温や低温、塩の影響など、作物の生育を抑制するもの。

国
内
外
の
機
関
と
連
携
し
、

実
践
的
に
研
究
を
進
め
る

この学びに関する
他のSDGsの目標

東
京
農
業
大
学
大
学
院
　
農
学
研

究
科
　
国
際
農
業
開
発
学
専
攻

博
士
前
期
課
程
２
年

射
場
木
萌
春

い
ば
・
も
も
は

東
京
農
業
大
学
大
学
院
　
農
学
研

究
科
　
国
際
農
業
開
発
学
専
攻
　

博
士
前
期
課
程
１
年

伏
見
和
子

ふ
し
み
・
か
ず
こ

神
奈
川
県
立
横
浜
国
際
高
校
卒
業
。
東
京
農
業
大
学
国
際

食
料
情
報
学
部
国
際
農
業
開
発
学
科
卒
業
。

東
京
都
立
国
際
高
校
卒
業
。
東
京
農
業
大
学
国
際
食
料
情

報
学
部
国
際
農
業
開
発
学
科
卒
業
。

私
た
ち
が
紹
介
し
ま
す
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物
の
有
効
利
用
を
促
し
て（
目
標
15
）
健

康
を
促
進
す
る
だ
け
で
な
く
（
目
標
３
）、

新
た
な
利
用
開
発
を
行
う
こ
と
で
経
済
創

出
に
つ
な
げ
、貧
困
か
ら
の
脱
却（
目
標
１
）

が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
」（
伏
見

さ
ん
）　

　
射
場
さ
ん
の
研
究
テ
ー
マ
は
、
乾
燥
地

域
で
も
栽
培
で
き
る
、
干
ば
つ
に
強
い
イ

ネ
の
開
発
だ
（
目
標
13
、
写
真
２
）。
学

部
３
年
次
か
ら
研
究
を
始
め
、
博
士
前

期
課
程
１
年
次
の
9
月
か
ら
１
年
間
は

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
国
際
稲
研
究
所
で
、
２
年

次
10
月
か
ら
3
か
月
間
は
茨
城
県
つ
く
ば

市
の
農
業
・
食
品
産
業
技
術
総
合
研
究
機

構
で
研
究
を
行
っ
た
（
目
標
17
）。

　「
既
存
の
根
の
形
質
を
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
で
理
想
の
根
の
タ
イ
プ
を
調
査
し
て

い
ま
す
（
目
標
15
）。
学
部
生
時
代
の
研

究
テ
ー
マ
だ
っ
た
葉
や
茎
に
比
べ
、
根
は

掘
り
出
し
て
か
ら
泥
を
落
と
し
、
状
態
を

計
測
す
る
ま
で
の
処
理
に
時
間
と
手
間
が

か
か
り
ま
す
が
、
研
究
の
余
地
が
あ
る
分

野
で
す
。
途
上
国
の
農
業
に
貢
献
で
き
る

よ
う
、
日
々
、
目
標
を
持
っ
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
」（
射
場
さ
ん
）

　　
同
学
科
の
卒
業
生
は
、
約
半
数
が
農
業

関
連
企
業
・
機
関
に
就
職
し
、
約
２
割
が

大
学
院
に
進
学
す
る
。
伏
見
さ
ん
は
、
国

際
的
な
農
業
機
関
や
農
業
開
発
に
携
わ
る

企
業
へ
の
就
職
を
希
望
し
て
い
る
。

　「
専
門
科
目
で
は
、
途
上
国
の
開
発
援

助
の
立
案
・
運
営
・
管
理
の
方
法
を
学
び

ま
し
た
。
研
究
で
は
、
そ
の
手
法
を
実
行

し
、
日
々
、
振
り
返
り
か
ら
改
善
を
行
う

よ
う
心
が
け
ま
し
た
。
そ
う
し
た
経
験
を

生
か
し
て
、
国
際
農
業
に
貢
献
し
て
い
き

た
い
で
す
」

　
射
場
さ
ん
は
、
博
士
後
期
課
程
に
進
学

後
、
イ
ネ
の
研
究
者
を
目
指
し
た
い
と
語

る
。

　「
国
際
機
関
で
の
研
究
を
通
じ
て
、
文

化
や
価
値
観
が
異
な
る
人
と
協
働
し
て
問

題
解
決
に
取
り
組
む
力
が
鍛
え
ら
れ
ま
し

た
。
そ
う
し
た
経
験
を
生
か
し
て
、
こ
れ

か
ら
も
研
究
に
ま
い
進
し
て
い
き
ま
す
」

＊５　2018年７月に同大学が青年海外協力隊事務局と結んだ大学連携協定に基づき、学生を休学させることなく協力隊員として派遣し、プロジェクトと連携した活動がで
きる制度を利用している。　＊６　独立行政法人国際協力機構。政府開発援助の実施機関の１つであり、国際協力の促進に資することを目的としている。

置
い
た
研
究
を
し
、「
目
標
２
　
飢
餓
を

ゼ
ロ
に
」
に
貢
献
す
る
研
究
を
行
う
。

　
研
究
は
、
国
内
外
の
機
関
と
連
携
し
て

い
る
の
が
特
徴
だ
。
伏
見
さ
ん
は
、
３
年

次
に
２
週
間
、
入
江
先
生
の
紹
介
で
ケ
ニ

ア
の
ビ
ヒ
ガ
県
で
の
農
業
実
習
を
経
験
。

４
年
次
に
10
か
月
間
、
同
県
に
青
年
海
外

協
力
隊
の
短
期
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
＊
５
）

と
し
て
滞
在
し
、
同
県
の
農
業
多
様
性
評

価
に
関
す
る
調
査
・
研
究
を
行
っ
た
。
主

食
が
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
同
県
で
は
、
食
事

の
単
純
化
が
原
因
に
よ
る
肥
満
や
、
ビ
タ

ミ
ン
・
鉄
分
な
ど
の
不
足
に
よ
る
栄
養
不

良
の
問
題
が
あ
っ
た
。

　「
現
地
の
家
庭
を
訪
問
し
、
調
理
段
階

で
使
わ
れ
て
い
る
食
品
や
調
味
料
の
量
を

調
べ
て
、
摂
取
カ
ロ
リ
ー
や
栄
養
素
を
分

析
す
る
と
と
も
に
、
地
域
で
伝
統
的
に
栽

培
さ
れ
て
い
る
作
物
種
類
の
多
様
性
も
調

査
し
ま
し
た
（
写
真
１
）。
伝
統
的
な
作

　
地
球
温
暖
化
に
よ
る
気
候
変
動
は
、
干
ば

つ
な
ど
の
問
題
を
引
き
起
こ
し
、
農
業
の
安

定
的
な
生
産
に
も
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
本
研
究

室
で
は
、
新
た
な
品
種
開
発
、
品
種
改
良
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
長
年
の
研
究
成
果
か

ら
、
１
０
０
０
品
種
・
系
統
の
イ
ネ
・
ヤ
ム

イ
モ
・
サ
ト
ウ
キ
ビ
な
ど
の
熱
帯
作
物
資
源

を
保
有
し
て
い
る
の
が
強
み
で
す
。

　
農
業
・
農
村
開
発
の
分
野
で
国
際
的
に

活
躍
す
る
人
材
に
は
、
ど
の
よ
う
な
環
境

で
も
目
標
達
成
に
向
け
て
行
動
し
続
け
る

適
応
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
本
研
究
室
は
、

J
I
C
A
（
＊
６
）
や
国
際
熱
帯
農
業
研
究

所
な
ど
、
国
内
外
の
機
関
と
連
携
し
た
研
究

を
推
進
し
て
い
る
た
め
、
実
践
的
な
研
究
に

参
加
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
低
学
年
次
か

ら
海
外
実
習
や
研
究
に
積
極
的
に
参
加
し
、

現
地
の
人
と
の
協
働
を
経
験
す
る
こ
と
で
、

現
地
の
生
活
や
文
化
へ
の
適
応
力
を
磨
く
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
世
界
の
農
業
・
農
村
開
発
に
関
心
が
あ
る

高
校
生
に
は
、
多
様
な
人
と
接
す
る
機
会
を

持
ち
、
異
文
化
理
解
の
た
め
の
柔
軟
な
思
考

力
や
協
働
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

力
を
養
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

東
京
農
業
大
学

国
際
食
料
情
報
学
部

国
際
農
業
開
発
学
科 

教
授

入
江
憲
治

い
り
え
・
け
ん
じ

海
外
で
の
研
究
で
適
応
力
を
磨
き
、

国
際
農
業
に
貢
献
で
き
る
人
材
に

写真１　伏見さんが、地域野菜を使った料
理の調理手順や方法について教えてもらっ
ている様子。学部生時代は、ビヒガ県の１
地域の研究をまとめ、大学院進学後は、他
の４地域を調査・分析している。

写真２　
フィリピンの国
際稲研究所で、
射場さんがイネ
の根の到達深度
を測っている様
子。同研究所に
は、世界中から
イネの研究を行
う研究者や学生
が集まる。そこ
で射場さんは、
研究発表も経験
したという。

学
び
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

国
際
的
な
研
究
経
験
を
生
か
し
、

農
業
関
連
へ
の
就
職
を
目
指
す
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同
志
社
大
学
政
策
学
部
政
策
学
科
は
、

高
度
な
問
題
発
見
・
解
決
能
力
を
身
に
つ

け
、
地
域
や
組
織
で
活
躍
す
る
リ
ー
ダ
ー

の
育
成
を
目
指
し
て
い
る
。
同
学
科
３
年

の
小こ

橋ば
し

杏あ

実み

さ
ん
は
、
入
学
の
動
機
を
次

の
よ
う
に
話
す
。

　「
私
は
、
高
校
時
代
か
ら
環
境
問
題
や

S
D
G
s
に
関
心
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の

社
会
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
ア
プ
ロ
ー

チ
方
法
を
学
び
た
い
と
考
え
、
本
学
部
を

志
望
し
ま
し
た
」

　
１
年
次
の
必
修
科
目
「First Year 

Experience
」
で
は
、
大
学
の
学
習
に

必
要
な
知
識
・
技
能
を
、
１
ク
ラ
ス
15
人

程
度
の
少
人
数
で
学
ぶ
。
同
学
科
３
年
の

山
本
大た

い

喜き

さ
ん
は
、
岡
本
由
美
子
教
授
が

担
当
す
る
ク
ラ
ス
で
学
ん
だ
。

　「
私
が
中
学
校
時
代
を
過
ご
し
た
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
は
、
高
級
マ
ン
シ
ョ
ン
が
立
ち

並
ぶ
一
方
で
、
貧
し
い
労
働
者
を
見
か
け

る
こ
と
も
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
貧
富
の

差
に
つ
い
て
問
題
意
識
を
持
つ
よ
う
に
な

り
、
大
学
に
入
っ
た
ら
国
際
的
な
社
会
問

題
の
解
決
に
取
り
組
み
た
い
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
岡
本
教
授
の
ク
ラ
ス
で
、
ウ
ガ

ン
ダ
な
ど
の
途
上
国
に
つ
い
て
学
び
、
持

続
可
能
な
開
発
に
関
心
を
持
ち
ま
し
た
」

　
１
年
次
秋
学
期
か
ら
２
年
次
春
学
期
に

か
け
て
も
、
少
人
数
制
の
科
目
「
ア
カ
デ

ミ
ッ
ク
・
ス
キ
ル
」
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

文
献
講
読
の
ス
キ
ル
や
デ
ー
タ
収
集
・
分

析
の
方
法
な
ど
、
大
学
で
の
学
習
や
研
究

に
必
要
と
な
る
技
能
を
身
に
つ
け
る
。
同

時
に
２
年
次
か
ら
は
、
政
治
・
行
政
、
法

律
、
経
済
、
国
際
社
会
な
ど
の
広
範
な
専

門
科
目
を
履
修
し
、
分
野
を
横
断
し
て
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

　
２
年
次
秋
学
期
か
ら
は
ゼ
ミ
が
始
ま

る
。
小
橋
さ
ん
と
山
本
さ
ん
は
、
岡
本
教

授
の
ゼ
ミ
に
所
属
。
同
ゼ
ミ
で
は
、「
グ

ロ
ー
バ
ル
社
会
は
持
続
可
能
か
」
を
テ
ー

マ
に
掲
げ
、「
目
標
８

　働
き
が
い
も
経

済
成
長
も
」
の
実
現
を
目
指
し
、
実
践
的

な
国
際
開
発
・
協
力
の
あ
り
方
を
研
究
し

て
い
る
。
学
び
の
特
徴
は
、
問
題
発
見
・

解
決
能
力
の
育
成
を
目
指
し
、
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
（
以
下
、
Ｆ
Ｗ
）
を
複
数
回
実

施
す
る
こ
と
だ
。
2
年
次
は
国
内
で
Ｆ

Ｗ
を
行
い
、
そ
こ
で
得
た
知
見
を
3
年

次
の
海
外
Ｆ
Ｗ
で
生
か
し
て
い
く
こ
と

で
、
グ
ロ
ー
カ
ル
（
＊
１
）
な
視
点
も
身

に
つ
け
て
い
く
。
　

　
こ
の
１
年
間
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で

Ｆ
Ｗ
の
内
容
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
し

た
。
ま
ず
、
２
０
２
０
年
３
月
に
は
国
内

Ｆ
Ｗ
と
し
て
、
徳
島
県
勝
浦
郡
上か

み

勝か
つ

町ち
ょ
うの

オ
ン
ラ
イ
ン
視
察
を
実
施
。
同
町
は
、
南

天
や
紅
葉
な
ど
、
日
本
料
理
を
彩
る
「
つ

ま
も
の
」
を
、
栽
培
・
出
荷
・
販
売
す
る

ビ
ジ
ネ
ス
で
注
目
を
集
め
る
地
域
だ
。

　「
商
品
で
あ
る
『
つ
ま
も
の
』
は
軽
く
、

女
性
や
高
齢
者
で
も
扱
い
や
す
い
の
が
特

徴
で
す
。
こ
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
成
功
で
、
同

社
会
問
題
の
解
決
方
法
を

分
野
を
横
断
し
て
学
ぶ

国
内
外
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で

現
場
主
義
を
体
感

政
策
学
部
政
策
学
科

　

３
年山

本
大
喜

や
ま
も
と
・
た
い
き

三
重
県
立
川
越
高
校
卒
業
。

政
策
学
部
政
策
学
科

　

３
年小

橋
杏
実

こ
ば
し
・
あ
み

京
都
府
・
私
立
同
志
社
国
際

中
学
校
・
高
校
卒
業
。

私
た
ち
が
紹
介
し
ま
す

大学の学び

この学びに
関する

SDGsの
目標

グ
ロ
ー
カ
ル
な
視
点
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
、

問
題
発
見
・
解
決
能
力
を
身
に
つ
け
る

同
志
社
大
学
　政
策
学
部
　政
策
学
科

　

岡
本
ゼ
ミ

＊１　地球規模（グローバル）の視野で物事を考え、必要に応じて地域視点（ローカル）で行動すること。

この学びに関する
他のSDGsの目標
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Ｆ
Ｗ
を
行
い
、
そ
こ
で
の
調
査
も
踏
ま
え

て
卒
業
論
文
を
作
成
す
る
予
定
だ
。
山
本

さ
ん
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
調
査
で
ま
と
め
た

コ
ー
ヒ
ー
組
合
へ
の
提
案
を
自
ら
の
手
で

実
現
さ
せ
た
い
と
話
す
。
小
橋
さ
ん
は
、

ウ
ガ
ン
ダ
の
大
学
で
学
生
や
先
生
と
議
論

し
た
い
と
意
欲
を
語
っ
た
（
写
真
）。

　「
ラ
ジ
オ
教
育
は
実
現
可
能
な
の
か
、

実
現
で
き
る
な
ら
ば
課
題
は
何
か
を
、
現

地
の
大
学
生
と
議
論
し
、
私
の
卒
業
論
文

の
テ
ー
マ
に
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
同
ゼ
ミ
生
の
卒
業
後
の
進
路
は
、
多
様

で
あ
り
つ
つ
も
、
問
題
解
決
能
力
を
生
か

せ
る
職
業
を
希
望
す
る
学
生
が
多
い
。

　「
ウ
ェ
ブ
デ
ザ
イ
ン
な
ど
、
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
な
仕
事
で
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
問
題

解
決
に
貢
献
し
た
い
で
す
」（
小
橋
さ
ん
）

　「
生
活
基
盤
を
担
う
企
業
な
ど
、

S
D
G
s 

達
成
に
貢
献
で
き
る
企
業
に

就
職
を
希
望
し
て
い
ま
す
」（
山
本
さ
ん
）

町
で
は
女
性
や
高
齢
者
の
就
業
率
が
上
が

り
、
収
入
が
増
え
ま
し
た
。
そ
う
し
た
取

り
組
み
が
途
上
国
の
開
発
に
役
立
て
ら
れ

な
い
か
と
い
う
視
点
で
視
察
を
行
い
ま
し

た
」（
山
本
さ
ん
）

　
同
年
９
月
に
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
聞

き
取
り
調
査
を
、
ウ
ガ
ン
ダ
の
大
学
や

政
府
関
連
機
関
な
ど
に
対
し
て
行
っ
た
。

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド（
＊
２
）に
関
心
が
あ
っ

た
山
本
さ
ん
は
、
ウ
ガ
ン
ダ
東
部
の
コ
ー

ヒ
ー
の
小
規
模
農
家
組
合
の
幹
部
役
員
に

話
を
聞
い
た
。
組
合
は
、
質
の
よ
い
コ
ー

ヒ
ー
を
生
産
す
る
こ
と
で
経
済
的
自
立
を

目
指
し
て
い
る
が
（
目
標
１
）、
日
本
の

食
品
規
格
で
あ
る
有
機
J
A
S
の
認
証

取
得
に
苦
戦
。
話
を
聞
く
と
、
認
証
の
取

得
が
遅
れ
て
い
る
原
因
は
、
主
に
組
合
ス

タ
ッ
フ
の
ミ
ス
だ
と
分
か
っ
た
。

　「
私
た
ち
は
、
ミ
ス
を
減
ら
す
仕
組
み

　
政
策
学
部
で
は
、
S
D
G
s
の
よ
う
に

分
野
横
断
的
な
目
標
の
達
成
に
貢
献
で
き
る

人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
1
年
次
か
ら
、
少
人
数
の
授
業
に
お

い
て
問
題
解
決
型
学
習
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
社
会
科
学
分
野
を
横
断
的
に
学
べ
る
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

　
ゼ
ミ
で
実
施
す
る
海
外
F
W
の
テ
ー
マ

は
毎
年
異
な
り
ま
す
が
、
20
年
度
は
、「
ウ

ガ
ン
ダ
に
お
け
る
S
D
G
s
達
成
に
与
え

た
コ
ロ
ナ
の
影
響
」「
コ
ー
ヒ
ー
産
業
の
課

題
」「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」「
J
I
C
A
が

実
施
す
る
北
部
ウ
ガ
ン
ダ
生
計
向
上
支
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
評
価
」
の
４
つ
の
研
究
を

進
め
ま
し
た
。
初
め
て
の
オ
ン
ラ
イ
ン
調
査

で
は
、
想
定
し
て
い
た
以
上
に
議
論
が
深
ま

り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
現
地
に
赴
き
、
持

続
可
能
な
開
発
と
は
何
か
を
肌
で
感
じ
る
こ

と
は
重
要
で
あ
り
、今
後
も
実
施
予
定
で
す
。

　
高
校
生
に
は
、
飢
餓
問
題
な
ど
、
海
外
で

起
き
て
い
る
問
題
も
日
本
に
深
い
か
か
わ
り

が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
自
分
の
行
動
が
解
決

に
つ
な
が
る
と
自
覚
を
持
っ
て
、学
び
を
深

め
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。ま
た
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
の
社
会
貢
献
活
動
に
も
参
加
し
、
視

野
を
広
げ
て
か
ら
進
学
し
て
ほ
し
い
で
す
。

に
加
え
、
女
性
農
家
の
自
立
も
課
題
だ
っ

た
た
め
、
上
勝
町
の
例
を
参
考
に
、
女
性

の
活
用
（
目
標
５
）
を
提
案
し
ま
し
た

（
図
）」（
山
本
さ
ん
）

　
小
橋
さ
ん
は
、
ウ
ガ
ン
ダ
へ
の
国
際
協

力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
班
に
所
属
。
コ
ロ
ナ
禍

が
ウ
ガ
ン
ダ
の
経
済
に
与
え
た
影
響
に
つ

い
て
調
べ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
J
I
C
A

職
員
に
聞
き
取
り
調
査
を
実
施
し
た
。
そ

れ
ら
を
基
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
を
防
ぎ
な
が
ら
経
済
活
動
や
教

育
を
行
う
方
法
に
つ
い
て
仮
説
を
立
て
、

現
地
の
大
学
教
員
な
ど
に
提
案
（
目
標

17
）。
仮
説
の
立
案
で
は
、
岡
本
教
授
の

助
言
を
受
け
、
現
地
の
人
た
ち
の
み
で
実

施
で
き
る
「
現
場
主
義
」
を
大
切
に
し
た
。

　「
大
学
教
員
に
、
農
村
部
の
学
校
で
の

ラ
ジ
オ
教
育
と
分
散
登
校
を
行
う
ア
イ
デ

ア
を
提
案
し
ま
し
た（
目
標
４
）。そ
の
後
、

ウ
ガ
ン
ダ
の
大
統
領
が
実
際
に
ラ
ジ
オ
教

育
の
実
施
を
計
画
し
て
い
た
と
聞
き
、
提

案
の
方
向
性
が
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た
と

勇
気
づ
け
ら
れ
ま
し
た
」（
小
橋
さ
ん
）

　
　

　
現
３
年
生
は
、
コ
ロ
ナ
禍
が
終
息
に
向

か
え
ば
、21
年
の
夏
に
ウ
ガ
ン
ダ
を
訪
れ
、

政
策
学
部

　

教
授岡本

由
美
子

お
か
も
と
・
ゆ
み
こ

＊２　 開発途上地域の農家などの生産者が作る農作物や商品を、公平・公正な価格で継続的に購入し、生産者の自立を支援する貿易の仕組み。

写真　昨年度のゼミ生がウガンダのマケレ
レ大学を訪問した際の様子。学生はアフリ
カの大自然や現地の人と触れ合い、本当の
幸せや持続可能な開発とは何かを考えた。

ウガンダの小規模農家組合
への提案書

図

ジェンダー格差を是正するための啓蒙活動を行い、
女性農家を全体の40％に引き上げる案を提示。

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
行
っ
た

提
案
を
卒
業
論
文
で
深
め
る

分
野
横
断
的
な
目
標
の
達
成
に

貢
献
で
き
る
人
材
を
育
成

学
び
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
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全国の若手教師がこれからの教育について語り合う「若手教師・教育創造Ｍ
ＴＧ」。2020年４月にオンラインミーティングをスタートし、その後は有志
による対話の会などを重ねながら、12月には5回目のオンラインミーティ
ングを開催。そこでは、全国の若手教師が課題や思いを語り合い、実践を共
有する場をつくるなど、今後の展望がメンバーから語られた。

若手教師・教育創造MTGミーティング

第５回オンラインミーティング・リポート

「自由に語り合える場」の力を生かし、
新しい時代の指導をともに模索する

　
２
０
２
０
年
度
、
地
域
や
公
立
・
私
立

の
壁
を
超
え
て
組
織
さ
れ
た「
若
手
教
師
・

教
育
創
造
Ｍ
Ｔ
Ｇ
」。
と
も
に
次
代
を
担

う
仲
間
が
、
ど
の
よ
う
な
課
題
を
抱
え
て

い
る
の
か
を
知
る
た
め
、
今
回
の
オ
ン
ラ

イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
も
、
２
人
の
教
師
の

問
題
提
起
（
囲
み
参
照
）
か
ら
始
ま
っ
た
。

　
１
つ
め
の
テ
ー
マ
は
、「
多
様
化
・
個

別
化
し
て
い
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
お
け
る

教
師
の
サ
ポ
ー
ト
」
だ
。
発
表
者
の
教
師

の
勤
務
校
で
は
、
近
年
、
ス
タ
デ
ィ
ー
サ

ポ
ー
ト
を
繰
り
返
し
解
き
直
す
こ
と
に
よ

る
学
習
習
慣
の
確
立
や
、
定
期
考
査
前
の

講
習
の
実
施
、
１
年
次
か
ら
の
進
路
指
導

の
充
実
な
ど
、
生
徒
の
希
望
進
路
の
実
現

を
支
え
る
校
内
体
制
づ
く
り
が
進
み
、
生

徒
の
学
習
意
欲
は
着
実
に
向
上
し
て
い

る
。
そ
の
一
方
、「
３
年
次
の
生
徒
の
進

路
観
が
個
別
化
・
多
様
化
す
る
中
で
、
一

人
ひ
と
り
の
生
徒
に
合
っ
た
サ
ポ
ー
ト
を

模
索
し
て
い
る
」
と
、
自
身
の
課
題
感
を

ＮＥＸＴリーダーが
オンライン＆オフラインで
集まり、語り合う

イ
マ
ド
キ
の
進
路
指
導
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
、

流
行
の
中
の
不
易
を
問
う

私の教育活動　喜 怒 哀 楽

テーマ１●多様化・個別化するキャリア教育

生徒一人ひとりを支えるために
大阪府立枚

ひら
方
かた
なぎさ高校　萩

はぎ

原
わら

大
だい

希
き

先生

学習習慣の確立と学習に取り組む動機づけは、
生徒にとっては言わば自転車の両輪だ。学習
習慣は教師の働きかけで一定の改善が見られ
ているが、希望する進路先や進路に対する志
望の度合いなどはますます多様化している。

萩原先生の発表に対する意見・感想
◎活動を都度振り返り、それらが将来にどうつながってい
くのかを考えさせる活動が重要だ。自分の資質・能力を知っ
て、ふさわしい進路を選べるように生徒を育てたい。

◎早期からの進路への意識づけが必要で、その時々の考え
をポートフォリオとして蓄積させたい。それらを振り返るこ
とで生徒は自身の成長を俯瞰し、進路意識を深められる。

萩原先生
の
思い

と
も
に
次
代
を
担
う
若
手
教
師
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
持
つ
課
題
感
を
知
り
、
学
び
合
う
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打
ち
明
け
た
。
発
表
者
の
教
師
は
、「
コ

ロ
ナ
禍
で
、
各
家
庭
の
教
育
資
本
の
格
差

が
広
が
り
、
子
ど
も
の
進
路
に
対
す
る
保

護
者
の
考
え
方
も
ま
す
ま
す
多
様
化
し
て

い
る
。
こ
ん
な
中
だ
か
ら
こ
そ
、
い
ろ
い

ろ
な
実
践
を
学
ん
で
い
き
た
い
」
と
、
率

直
に
思
い
を
語
っ
た
。

　
２
つ
め
の
テ
ー
マ
は
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

は
ど
こ
ま
で
進
め
る
べ
き
か
」
だ
。
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
が
進
み
、
生
徒
一
人

ひ
と
り
に
公
正
に
個
別
最
適
化
さ
れ
た
学

び
に
よ
っ
て
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
時

代
が
近
づ
い
て
い
る
。
発
表
者
の
教
師
の

勤
務
校
で
も
、
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
やW

i-Fi

の

整
備
が
進
み
、
生
徒
はClassi

（
＊
１
）

を
活
用
し
た
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
作
成

や
、
ウ
ェ
ブ
ド
リ
ル
で
の
演
習
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
発
表
者
の
教
師
は
、「
Ｏ
Ｓ

Ｔ
（
＊
２
）
を
使
っ
た
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
指

導
で
英
語
の
成
績
が
向
上
す
る
な
ど
、
手

応
え
も
感
じ
て
お
り
、
よ
り
効
果
的
な
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
の
実
践
例
を
学
ん
で
い
き
た

い
」
と
意
気
込
み
な
が
ら
も
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
て
本
校
の
生
徒
を
ど
の
よ
う
に

育
て
た
い
の
か
と
い
う
目
指
す
べ
き
姿

と
、
そ
の
た
め
に
ど
こ
ま
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境

を
拡
充
す
る
の
か
と
い
っ
た
、
学
校
と
し

て
の
見
通
し
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
る
」

と
、
激
変
す
る
教
育
環
境
の
中
で
抱
い
て

い
る
課
題
感
を
冷
静
に
語
っ
た
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
後
半
に

は
、
２
０
２
１
年
度
の
「
若
手
教
師
・
教

育
創
造
Ｍ
Ｔ
Ｇ
」
の
あ
り
方
に
つ
い
て
意

見
交
換
が
行
わ
れ
た
。メ
ン
バ
ー
か
ら
は
、

次
年
度
以
降
も
つ
な
が
り
の
場
を
持
ち
続

け
た
い
と
い
う
声
が
上
が
っ
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
学
校
の
日
常
が
大
き
く
変

化
す
る
中
、「
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
時
代
の

指
導
を
模
索
す
る
よ
う
な
教
育
活
動
に
挑

戦
し
、
そ
の
成
果
や
課
題
を
共
有
し
合
う

こ
と
で
、
若
手
教
師
の
力
を
引
き
出
せ
る

の
で
は
な
い
か
」
と
い
っ
た
提
案
か
ら

は
、
臨
時
休
業
の
よ
う
な
予
測
困
難
な
状

況
に
も
対
応
で
き
る
準
備
を
し
た
い
と
い

う
危
機
意
識
が
感
じ
ら
れ
た
。
ま
た
、「
体

育
祭
や
文
化
祭
の
簡
素
化
な
ど
、
ニ
ュ
ー

ノ
ー
マ
ル
を
模
索
す
る
過
程
で
生
徒
が
直

面
し
た
不
利
益
を
、
各
校
は
ど
の
よ
う
に

解
消
し
て
い
る
の
か
、
テ
ー
マ
を
絞
っ
て

情
報
交
換
を
し
た
い
」
と
い
っ
た
意
見
も

上
が
っ
た
。
さ
ら
に
は
、「
メ
ン
バ
ー
同

士
で
普
段
の
授
業
を
動
画
な
ど
で
見
せ

合
い
、
意
見
交
換
し
て
み
て
は
ど
う
か
」

「
我
々
教
師
が
地
域
を
超
え
て
つ
な
が
っ

た
よ
う
に
、生
徒
同
士
を
交
流
さ
せ
た
い
」

と
い
っ
た
提
案
や
、「
４
月
に
創
刊
さ
れ

る
『
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ 

ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
』
本
誌
で
も
、

若
手
教
師
の
意
見
を
た
く
さ
ん
取
り
上
げ

て
ほ
し
い
」と
い
っ
た
要
望
も
出
さ
れ
た
。

　
こ
の
８
か
月
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
で
の
気
づ
き
や
学
び
を
自
身
の
指

導
改
善
に
つ
な
げ
て
い
っ
た
教
師
は
少
な

く
な
か
っ
た
。
大
き
く
変
化
す
る
学
校
現

場
に
身
を
置
く
教
師
が
、
自
分
の
考
え
を

自
由
に
語
り
合
う
こ
と
は
、
目
の
前
の
生

徒
に
と
っ
て
も
必
ず
プ
ラ
ス
に
な
る
こ
と

を
、
メ
ン
バ
ー
は
証
明
し
た
の
だ
。

＊１　株式会社ベネッセホールディングスとソフトバンク株式会社の合弁会社である Classi 株式会社が提供する、学校教育での ICT 活用を総合的に支援するサービス。
＊２　ベネッセが提供するサービスの１つで、インターネットを通じてネイティブスピーカーと１対１で英会話ができるサービス。

若
手
教
師
・
教
育
創
造
Ｍ
Ｔ
Ｇ
　参
加
メ
ン
バ
ー

　佐
藤
亮
介
（
北
海
道
・
私
立
札
幌
第
一
高
校
）、
佐
藤
紘
大
（
岩
手

県
立
遠
野
高
校
）、
清
水
絢
子
（
宮
城
県
村
田
高
校
）、
高
秀
大
作
（
栃
木
県
立
矢
板
東
高
校
）、
浅
見
和
寿
（
埼
玉
県
教
育

局
県
立
学
校
部
県
立
学
校
人
事
課
）、
森
迫
恒
平
（
神
奈
川
県
立
愛
川
高
校
）、
石
黒
佳
奈
（
富
山
県
立
南
砺
福
野
高
校
）、

吉
岡
弘
和
（
福
井
県
立
美
方
高
校
）、
森
田
歩
美
（
三
重
県
立
神
戸
高
校
）、
萩
原
大
希
（
大
阪
府
立
枚
方
な
ぎ
さ
高
校
）、

山
田
伸
太
郎
（
島
根
県
立
浜
田
高
校
）、
川
口
広
司
（
広
島
県
立
広
島
工
業
高
校
）、
石
田
純
一
（
山
口
県
立
山
口
高
校
）、

牧 

紘
平
（
愛
媛
県
・
私
立
新
田
青
雲
中
等
教
育
学
校
）、
白
藤 

空
（
福
岡
県
立
八
幡
南
高
校
）、
ほ
か
１
人
。

私の教育活動　喜 怒 哀 楽

テーマ 2●ＩＣＴ活用

ＩＣＴ活用はどこまで進めるべきか
愛媛県・私立新

にっ

田
た

青雲中等教育学校　牧紘
こう

平
へい

先生

各校でのＩＣＴ環境の整備の進捗、ＩＣＴ活用
による成果や課題などを学びたい。それと同時
に、ＩＣＴ活用はどこまで進めるべきか、そも
そも理想の生徒の姿はどのようなものか？と
いった本質的なテーマにも向き合いたい。

牧先生の発表に対する意見・感想
◎私たちはＩＣＴの活用法をもっと勉強しなければならな
い。同時に、生徒はＩＣＴを活用してどのように授業を改
善してほしいと考えているのかにも耳を傾けたい。

◎私たちがＩＣＴに「使われない」ために、教師一人ひと
りがＩＣＴを使ってどんな授業にしたいのかを明確にし、
それを教師間で共有し、練り上げていく必要がある。

牧先生
の
思い

「
自
由
に
語
り
合
え
る
場
」
の
力
を
知
っ
た
私
た
ち
に
、

こ
れ
か
ら
何
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か

ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
時
代
の
指
導
を

模
索
す
る
仲
間
と
し
て
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新
教
育
課
程
で
教
科
「
情
報
」
は
大
き

く
変
わ
る
。
現
行
課
程
で
は
「
社
会
と
情

報
」「
情
報
の
科
学
」
が
選
択
必
履
修
科

目
だ
っ
た
が
、
新
課
程
で
は
「
情
報
Ⅰ
」

が
共
通
必
履
修
科
目
、
発
展
的
な
内
容
の

「
情
報
Ⅱ
」
が
選
択
科
目
と
な
り
、
そ
れ

ぞ
れ
学
習
内
容
も
拡
充
。
昨
年
に
は
、
大

学
入
試
セ
ン
タ
ー
が
新
学
習
指
導
要
領
に

対
応
し
た
２
０
２
５
年
度
大
学
入
学
共
通

テ
ス
ト
の
出
題
教
科
・
科
目
等
の
検
討
状

況
を
示
し
、「
情
報
Ⅰ
」
が
新
設
予
定
で

あ
る
こ
と
に
注
目
が
集
ま
っ
た
。

　
そ
う
し
た
中
、
ベ
ネ
ッ
セ
は
21
年
１
月

14
日
に
、
ウ
ェ
ブ
セ
ミ
ナ
ー
「
今
か
ら
始

め
る
新
教
育
課
程
『
情
報
』
の
準
備
」
の

第
１
回
を
実
施
。
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
は
、「
大
学
入
学

共
通
テ
ス
ト
へ
の
対
応
」
が
課
題
感
と
し

て
は
最
も
高
く
、
次
い
で
「
指
導
ノ
ウ
ハ

ウ
」
や
「
指
導
教
員
の
不
足
」
な
ど
、
教

科
「
情
報
」
に
関
す
る
様
々
な
課
題
意
識

が
浮
か
び
上
が
っ
た
（
図
１
）。
次
ペ
ー

ジ
か
ら
は
、
セ
ミ
ナ
ー
の
内
容
や
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、
教
科
「
情
報
」
の
課

題
を
整
理
し
、
指
導
の
要
点
を
考
え
る
。

テーマ

新教育課程における
教科「情報」のポイント

共
通
必
履
修
科
目
と
な
る「
情
報
Ⅰ
」

の
課
題
と
指
導
の
要
点
を
整
理

教
科
「
情
報
」
の
変
更
点

新学習指導要領の実施に向けた準備が本格化する中、学校現場は様々な課題に直

面することが予測される。本コーナーでは、実践事例や有識者インタビューなど

を通じて、現場の疑問や課題を解決し、自校の実践につなげる情報を提供する。

新課程における教科「情報」に対する学校の課題感図１

大学入学共通テストへの対応

指導ノウハウ（プログラミング、データサイエンスなど）

指導教員の不足

他教科との教科横断的なカリキュラム・授業設計

履修年次終了後の継続的な学習

教科「情報」の評価方法

「総合的な探究の時間」との連携

授業の教材選定

教科「情報」の年間指導計画

生徒の学びへのモチベーション

教科「情報」の授業を想定したＩＣＴ機器の整備

生徒の自学自習の推進

履修年次をどうするか

＊ウェブセミナー「今から始める新教育課程『情報』の準備」第１回参加者へのアンケート結果（回答者128人）より。
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Society5.0
と
し
て
提
唱
さ
れ
る

超
ス
マ
ー
ト
社
会
で
は
、
情
報
化
や

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
展
し
、
Ａ
Ｉ
が
様
々

な
判
断
を
行
っ
た
り
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
最
適
化
さ
れ
た

り
す
る
こ
と
に
伴
い
、
我
々
の
生
活
や
仕

事
の
あ
り
方
も
大
き
く
変
化
す
る
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。

　高
校
の
新
学
習
指
導
要
領
で
は
、
そ
う

し
た
状
況
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
の
教
科
等
横
断
的
な
資
質
・
能
力
と
し

て
、「
情
報
活
用
能
力
」
を
位
置
づ
け
て
い

る
。
そ
し
て
、
教
科
「
情
報
」
の
充
実
に

よ
り
、
文
理
を
問
わ
ず
す
べ
て
の
生
徒
の

情
報
活
用
能
力
を
育
成
し
て
い
く
方
針
だ
。

　一
方
、
小
・
中
学
校
や
大
学
で
も
情
報

教
育
に
関
連
す
る
変
革
が
進
む
。
小
・
中

学
校
で
は
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」

に
よ
る
端
末
整
備
が
進
行
中
で
、
小
学
校

で
は
、
20
年
度
よ
り
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教

育
が
必
修
化
さ
れ
た
。
大
学
教
育
で
は
、

Ａ
Ｉ
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
や
情
報
系
の
資
格

取
得
が
推
進
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
動

き
を
俯
瞰
す
る
と
、「
情
報
Ⅰ
」
必
修
化

の
ね
ら
い
が
一
層
明
確
に
見
え
て
く
る
だ

ろ
う
。

現
行
課
程
で
は
、
全
国
の
お
よ
そ
８

割
の
高
校
が
「
社
会
と
情
報
」
を
履

修
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。
現
行
課
程

に
お
け
る
「
社
会
と
情
報
」
と
比
べ
て
、

新
課
程
に
お
け
る
「
情
報
Ⅰ
」
は
、
学
習

内
容
が
大
幅
に
増
加
及
び
高
度
化
し
て
い

る
点
に
注
意
が
必
要
だ
。

　「情
報
Ⅰ
」
は
、
①
情
報
社
会
の
問
題

解
決
、
②
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
情
報

デ
ザ
イ
ン
、
③
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
、
④
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
デ
ー
タ
の
活
用
の
４
項
目
で
構
成
さ
れ

る（
図
２
）。
そ
の
う
ち
、現
行
課
程
の「
社

会
と
情
報
」
の
学
習
内
容
の
多
く
は
①
②

に
含
ま
れ
る
。
一
方
、
③
④
は
、「
情
報

の
科
学
」
の
内
容
と
重
な
る
部
分
も
あ
る

が
、
新
規
の
項
目
や
こ
れ
ま
で
以
上
に
深

い
理
解
が
求
め
ら
れ
る
内
容
も
少
な
く
な

い
。
そ
の
中
で
も
、
特
に
そ
の
傾
向
が
強

い
、情
報
デ
ザ
イ
ン
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
、

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
基
礎
と
な
る
デ
ー

タ
の
活
用
は
、
重
要
ポ
イ
ン
ト
と
言
え
そ

う
だ
。

新課程と現行課程の教科「情報」の比較図２

な
ぜ
、「
情
報
Ⅰ
」
が
必
履
修

科
目
に
設
定
さ
れ
る
の
か

Q1A1

「
情
報
Ⅰ
」
は
、
従
来
の
科
目

と
ど
う
異
な
る
の
か

Q2A2

新課程 現行課程
情報Ⅰ 社会と情報 情報の科学

①情報社会の問題解決
•情報やメディアの特性、問題の発見・解決、問題解決の振り返りと改善
•情報に関する法や制度、情報セキュリティの重要性、情報社会における個人の責任
と情報モラル
•情報技術が人や社会に果たす役割と及ぼす影響、情報と情報技術の適切かつ効果
的な活用、望ましい情報社会の構築

3. 情報社会の課題
と情報モラル

4. 望ましい情報社
会の構築

4. 情報技術の進展と
情報モラル

②コミュニケーションと情報デザイン
•情報のデジタル化、コミュニケーション手段の特徴、コミュニケーションツールの
特徴
•情報デザインの役割、情報の抽象化・可視化・構造化、情報伝達の方法
•情報デザインの考え方を活かしたコミュニケーション、コンテンツ制作の過程、コ
ンテンツの評価・改善

1.情報の活用と表現
2. 情報通信ネット
ワークとコミュニ
ケーション

③コンピュータとプログラミング
•コンピュータの仕組み、計算誤差
•基本的プログラム、応用的プログラム、アルゴリズムの比較
•モデル化とシミュレーション、確定モデルと確率モデル、自然現象のモデル化とシミュ
レーション

1.コンピュータと情報
通信ネットワーク

2. 問 題 解 決とコン
ピュータの活用

④情報通信ネットワークとデータの活用
•情報通信ネットワークの仕組みと役割、通信プロトコルとデータ通信、情報セキュ
リティ
•データの蓄積と管理、データベース、情報システムとそのサービス、データの提供
•データの表現、データの収集と整理、データの分析と評価

1.コンピュータと情報
通信ネットワーク

3. 情報の管理と問題
解決

＊■は新規の内容若しくは現行課程と比較してより深い理解が求められる内容。
＊新学習指導要領解説を基に編集部で作成。
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「
情
報
Ⅰ
」
の
履
修
年
次
に
つ
い
て
、

本
セ
ミ
ナ
ー
申
し
込
み
者
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
現
時
点
の
予
定
と
し
て
、

１
年
次
が
半
数
を
占
め
、２
年
次
は
16
％
、

３
年
次
は
１
％
だ
っ
た
（
図
３
）。
新
学

習
指
導
要
領
で
は
、
同
一
学
年
内
で
の

履
修
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
が
、
１
・
２

年
次
、若
し
く
は
２
・
３
年
次
に
ま
た
が
っ

て
履
修
を
予
定
す
る
学
校
も
約
10
％

あ
っ
た
。「
情
報
Ⅰ
」を
１
年
次
に
履
修
す

る
大
き
な
利
点
は
、
他
教
科
や
「
総
合
的

な
探
究
の
時
間
」
と
連
携
さ
せ
て
学
び
を

深
め
や
す
い
こ
と
だ
。
半
面
、
入
試
ま
で

に
時
間
が
あ
い
て
し
ま
う
た
め
、
生
徒
が

２
年
次
以
降
も
継
続
し
て
学
習
を
続
け
ら

れ
る
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
情

報
Ⅰ
」以
外
の
教
科
や「
総
合
的
な
探
究
の

時
間
」の
授
業
を
、積
極
的
に
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
端
末
を
活
用
し
、「
情
報
Ⅰ
」
で
学

習
し
た
内
容
を
踏
ま
え
て
デ
ザ
イ
ン
す

れ
ば
、
１
年
次
の
学
習
を
深
め
ら
れ
る
だ

ろ
う
。新

課
程
に
お
け
る
教
科
「
情
報
」
で

は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
教
科
等
横
断

的
な
学
習
活
動
が
重
視
さ
れ
る
。
新
学
習

指
導
要
領
に
は
、
特
に
数
学
科
と
公
民
科

と
連
携
を
図
る
た
め
に
配
慮
を
行
う
こ
と

が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、「
情
報

Ⅰ
」
の
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
」
の
内
容
に
含
ま
れ
る
モ
デ
ル
化
と

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
学
習
内
容
は
「
数

学
Ａ
」
の
「
場
合
の
数
と
確
率
」
と
、
ま

た
、「
デ
ー
タ
の
活
用
」
に
つ
い
て
は
「
数

学
Ⅰ
」
の
「
デ
ー
タ
の
分
析
」
と
関
連
が

あ
る
。
さ
ら
に
、
情
報
デ
ザ
イ
ン
や
デ
ー

タ
の
活
用
を
始
め
、「
情
報
Ⅰ
」
で
学
習

す
る
内
容
は
「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」

で
進
め
る
調
査
研
究
活
動
と
関
連
づ
け
ら

れ
る
も
の
が
多
い
。

　
時
間
数
の
限
ら
れ
た
探
究
活
動
の
質
を

高
め
る
た
め
に
、
教
科
「
情
報
」
で
理
論

を
学
び
、「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
で

実
践
を
深
め
る
と
い
っ
た
連
携
の
進
め
方

も
重
要
に
な
る
。
学
習
の
順
序
や
関
連
性

に
留
意
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
設
計
が
求
め

ら
れ
る
こ
と
に
加
え
、
関
連
教
科
の
教
師

と
教
科
「
情
報
」
の
履
修
内
容
を
共
有
し

た
り
、
教
科
間
で
授
業
進
度
を
確
認
し
た

り
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

20
年
度
よ
り
、
小
学
校
で
は
新
学
習

指
導
要
領
下
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
教
育
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
一
方
、
21
年

度
に
施
行
さ
れ
る
中
学
校
の
新
学
習
指
導

要
領
で
も
、
現
行
課
程
に
比
べ
て
情
報
教

育
の
内
容
が
増
加
・
高
度
化
し
て
い
る
。

　
義
務
教
育
段
階
か
ら
情
報
活
用
能
力
の

育
成
が
期
待
さ
れ
る
一
方
で
、
学
校
や
自

治
体
ご
と
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
整
備
状
況
や

指
導
内
容
が
異
な
り
、児
童
・
生
徒
に
よ
っ

て
学
習
進
度
や
理
解
度
、
学
習
意
欲
な
ど

の
多
様
化
が
進
む
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。

近
隣
の
小
学
校
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教

育
や
中
学
校
で
の
技
術
・
家
庭
科
の
学
習

進
度
・
内
容
を
確
認
し
、
各
生
徒
が
ど
の

よ
う
な
情
報
活
用
能
力
を
身
に
つ
け
て
き

た
の
か
を
把
握
し
た
上
で
指
導
計
画
を
作

成
す
る
必
要
性
も
、今
後
高
ま
る
だ
ろ
う
。

20
年
10
月
、
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
よ

り
、
25
年
度
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト

で
「
情
報
Ⅰ
」
の
新
設
が
検
討
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
Ｐ
Ｃ
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
用
い
た
Ｃ
Ｂ
Ｔ
形
式
の
試
験
が

適
当
と
し
つ
つ
も
、
公
平
性
の
担
保
が
難

し
い
た
め
、
マ
ー
ク
シ
ー
ト
形
式
を
前
提

に
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
今
後
は
、

「
情
報
Ⅰ
」
が
入
試
科
目
と
な
る
こ
と
を

見
据
え
、
履
修
年
次
や
授
業
内
容
を
検
討

す
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
。
文
部
科
学
省

に
よ
る
「
情
報
Ⅰ
」
教
員
研
修
用
教
材
（
＊

１
）
の
ほ
か
、
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
が
公

表
し
た
試
作
問
題
（
＊
２
）
な
ど
も
活
用

し
て
、早
め
に
指
導
方
針
を
検
討
し
た
い
。

21
年
夏
に
は
、
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
で

の
「
情
報
Ⅰ
」
の
導
入
に
関
し
て
、
ま
と

ま
っ
た
情
報
が
発
信
さ
れ
る
見
通
し
だ
。

＊ウェブセミナー「今から始める新教育課程『情報』の準備」第1回申し込み者のアンケート結果（回答者207人）より。

「情報Ⅰ」の履修予定年次図３

■新学習指導要領で新設される「情報Ⅰ」は、何年次に履修する予定ですか

他
教
科
と
の
連
携
に
つ
い
て

ど
う
考
え
る
か

Q4A4

中
高
接
続
を
考
え
る
上
で
、

ど
こ
に
注
目
す
べ
き
か

Q5A5

共
通
テ
ス
ト
で
の
新
設
に

向
け
て
の
検
討
状
況
は
ど
う
か

Q6A6

50%

１年次

その他 3%

３年次 1%

２年次 16%

未定 21%

１・２年次に
またがって履修 1%

２・３年次に
またがって履修 8%

セミナー参加校
のうち、

半数が１年次で履修、
２割は未定

＊1　文部科学省による「情報Ⅰ」教員研修用教材　https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/1416756.htm
＊ 2　大学入試センター「情報」試作問題（検討用イメージ）　https://www.ipsj.or.jp/education/9faeag0000012a50-att/sanko2.pdf

「
情
報
Ⅰ
」
は
、
ど
の
年
次
で

履
修
す
べ
き
か

Q3A3
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『ハイスクールオンライン』トップページ＞入試改革／新課程 からアクセス

講師　愛知県立高
こう

蔵
ぞう

寺
じ

高校　田中 健
け ん

先生

演題：新教育課程「情報Ⅰ」に向けて
～この機会に「パソコンの授業」から脱却してみませんか？～
◎現行２科目と「情報Ⅰ」との比較・提言
◎「情報Ⅰ」の学習内容を見据えた授業実践紹介
※セミナーの内容は予告なく変更する可能性があります。

ウェブセミナー　今から始める新教育課程「情報」の準備

第２回テーマ

先生方と一緒に考える「情報Ⅰ」に向けた準備

第1回テーマ　新課程「情報」の内容と課題整理
◎新教育課程における教科「情報」の内容整理
◎中高接続の視点で注意すべきこと
◎大学入学共通テスト「情報Ⅰ」新設についての議論内容

https://bhso.benesse.ne.jp/hs_online/shinkatei/kyoka_joho.html
または
Benesse High School Online「トップページ」

▲

 入試改革／新課程 

▲  

「特設コーナー」今から
始める新教育課程「情報」の準備

ウェブセミナー第１回の内容はハイスクールオンラインで２月１９日より公開予定です

アクセス

2021年3月20日（土・祝） 14:00-15:30
2021年3月24日（水） 16:00-17:30　※3月20日の録画再放送

Zoomによるオンラインライブ配信
教科「情報」の授業をご担当される先生
新課程に向けた教科「情報」の準備にかかわる先生

無料

■申し込みはこちらから

日

形

対

加参

程

式

象

費

基調講演
（予定）

2021年3月20日（土・祝） 14:00-15:30開催分　申し込み
https://zoom.us/webinar/register/WN_eXRl38ehRUa_tICtrJ1dVw

〈申し込み締め切り　３月１５日（月）〉

2021年3月24日（水） 16:00-17:30開催分（※３月２０日の録画再放送）　申し込み
https://zoom.us/webinar/register/WN_0-d9pTswQEOOG5lq_T4pKg

〈申し込み締め切り　３月１９日（金）〉

私立高校教諭、愛知
県立の他校教諭を経
て、2020 年度より高
蔵寺高校の情報科専
任教諭。進学校であ
る同校では、進学後
の学びにつながる情
報の授業を模索中。

数研出版株式会社から発行されている「社
会と情報」「情報の科学」の指導書、補
助教材の執筆・編集にも携わっている。
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Reader ’s  VIEW　

「できるかもしれない」という気持ちを育む
　指導要録の様式が改訂され、３観点での学習評価が求

められることになる。そうした中、「できるかもしれな

い」といった次の学習に向かう姿勢の育成は重要だ。一

人ひとりに適切に声をかけることで生徒の背中をどう押

すか、指導の肝はそこに尽きる。教師間で情報を共有し、

「こうしたら××になってしまう」ではなく、「こうした

ら〇〇になれる」と、生徒に夢と希望と勇気を与えられ

る教師でありたいと、12 月号の特集を読み、強く思った。

教師の一言で、生徒は変われる。　　 兵庫県　匿名希望

評価に関する生徒の生の声が参考になる
　３観点での学習評価が求められることになり、本校で

もその対応への検討が始められた。その中で、12 月号

の特集で紹介された「高校生に聞いた『よい影響・マイ

ナスの影響を与える教師からのアドバイス・声かけ』」は、

生徒の生の声だったので、校内での検討に非常に参考

になった。　　　　 神奈川県・川崎市立聾学校　藤原正利

海外の入試問題の評価方法を参考にしたい
　学校には、生徒や保護者に教育理念とその実現のた

めの評価のあり方を丁寧に伝えることが求められる。12

月号の特集の座談会で、北海道大学の鈴木誠名誉教授

が自身の経験として話されていた、海外の大学の入試問

題を紹介し、そこで測ろうとしている力を説明する方法を

取り入れたいと思う。　　　　　　　　山口県　匿名希望

「学び方」を学んでほしいという思いが伝わる
　12 月号の「実践　アクティブ・ラーニング」で紹介された

大阪府・私立追
おう

手
て

門
もん

学院大手前中・高校の福島哲也先生

の記事は、生徒に「学び方」を学んでほしいという福島先

生の思いがよく伝わってきた。「これからの社会では、何が

必要なのかを自分で考えて選択するので、その練習を授業

でしている」「社会では、好き嫌いに関係なく、多様な他者

と仕事をすることになる」など、実感を伴う言葉で生徒に説

明している点が参考になった。滋賀県立草津東高校 堀 浩司

自己の体験を進路指導につなげていきたい
　12 月号の「これからの進路指導のための世の中トレン

ド解説」の「働き方改革」の記事を自分事として読んだ。

教師の働き方とも当然つながるところがあり、大変興味

深かった。今後は、教師もジョブ型になるのだろう。自

分が何の専門家なのか、得意分野は何か、いま一度見

直し、自己分析をして、その体験を進路指導に生かした

い。　　　　　　 静岡県・私立沼津中央高校　後藤松太郎

他者との話し合いから教師の自走化が始まる
　生徒の自走化を図る前に、５年先、10 年先を見通し

て教育活動をする、教師の自走化も必要だ。そのために、

全国の先生方とオンライン・オフラインで話し合い、自

分を成長させていかなければならない。その点で、12

月号の「若手教師・教育創造 MTG」での取り組みは、

非常によかった。 　　　　愛媛県立松山北高校　大谷修一

2020年12 月号へのご意見

４月15日発刊（予定）
『VIEW next』高校版も年６回の発刊です

高校版　創刊号 2021年 4月号は

先生方からの
ご意見を
紹介します

『VIEW21』高校版の2020年４月号以降の号は、
電子ブックでご覧いただけます。ベネッセ教育
総合研究所のウェブサイトでご確認ください。
HOME →教育情報→高校向け→情報誌最新号

『VIEW21』
高校版は

電子ブックで閲覧可能 VIEW21　最新号 検索

　VIEW21 編集部に配属される以前は、私は学校担当として秋田県に日々お邪魔し
ておりました。「改良！ 指導ツール ビフォーアフター」の取材のための久しぶりの
往訪にあたり、「あゝ　おまへはなにをして来たのだと……吹き来る風が私に云ふ」
中原中也の「帰郷」が想起されました。が、取材日は、そんな私の衒

てら

いを吹き飛ばす
記録的暴風雪。温かく迎えてくださった秋田県立能

の

代
しろ

松
しょう

陽
よう

高校の先生方、本当にあ
りがとうございました。さて、同コーナーの取材では、板書は必須。時には図表も交
えて対話の内容を書き留める筆記音の伴奏が、その場での気づきに深みを与えます。

『VIEW21』最後の 1 年の取材では、黒板は「画面共有」に、伴奏がキーボードの打鍵
音に代わることもありましたが、対話の中で生まれる気づきを大事にする姿勢は一
貫したつもりです。『VIEW next』でもその志を忘れることなく、編集に努めます。（河野）
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職歴８年目、私は神奈川県教育委員会生涯学

習課の勤務となりました。私も立案に加わった

グループ学習を軌道に乗せる前に、前任校を去るのは

心残りでした。しかし、乳幼児から高齢者までの多様

な人たちの学びに関する同課での仕事を通じて、自分

の視野が広がるのではないかと胸が膨らみました。

　実際、仕事は多岐にわたり、例えば、家庭教育の推

進を目的として、企業にノー残業デーの設定を働きか

ける業務では、各社に片っ端から電話をしました。電

話口で断られても諦めずに協力を取りつけ、10 社以

上訪問した月もありました。様々な業種の人と話し、

家庭教育や社会教育に触れ、学びは学校にとどまら

ず、一生涯続いていくものだと改めて感じました。

方で、教師以外の職を経験し、仕事の進め方に

迷いも生じていました。そうした時に出席し

たのが、東レ経営研究所元社長の佐々木常
つね

夫
お

氏による

「仕事のあり方」をテーマにした講演会です。そこで

話された、国際会議で上司が行う講演の原稿を佐々木

氏が作成した時のエピソードに、目からうろこが落ち

ました。その会議は３回目だったため、過去２回の講

演のうち、情熱と格調の高さが感じられた１回目の講

演を基に原稿を作成すると、上司からすぐＯＫが出た

そうです。「自分で一から考えるよりも、先達の知恵を

借りれば、効率も質も高まる。その学びの積み重ねの

先にイノベーションが生まれる」といった話でした。

　当時、記念誌などに掲載する教育長の挨拶文の作

成を担当していた私は、後ろめたさを感じながらも、

前年度の冊子の挨拶文を参考にしていました。しか

し、佐々木氏の「プアなイノベーションより
優れたイミテーションを」という言葉に、自身
の仕事の方向性が見えた思いがしました。

の後、学校に戻り、初めて進路指導グループの

総括教諭となった私は、全国の先進事例を研

究して自校に合った形で取り入れようと考え、まずは

同グループのみで行っていた出願指導検討会を見直し

ました。3学年団と進路指導グループの計10人の教

師で３年生を30人ずつ分担。担当者が調べた志望校

候補を10人全員で検討し、その結果を基に、担任が生

徒と面談して出願校を絞り込むようにしました。３学

年団の半数近くが若手教師だったため、負担を分散し

つつ、検討会を通じて指導ノウハウを学び、自信を持っ

て生徒を支援できるようにすることがねらいでした。

　進路指導グループの先輩教師と話し合い、ほかに

も2年次に第1志望宣言を行うなど、学校全体で希望

進路の実現を支援する体制を整えていきました。する

と、生徒が教師によく相談に来るようになりました。

面談の環境を整えようと、職員室の前の廊下に机と

椅子を並べたところ、学習についての質問も増えて

いきました。若手教師も、周囲に支えられながら自信

を持って生徒と面談ができるようになり、次第に生徒

からの相談が増え、信頼されるようになっていきまし

た。組織で生徒を支える重要性を実感しました。

　その後異動した現任校も若手教師が多く、指導の

継承が課題です。先達の知恵を学ぶことから自分の

やり方を生み出していき、周囲からイミテーション

される存在を目指したいと思います。

No. 024
神奈川県立神奈川総合高校

杉山崇裕 先生
すぎやま・たかひろ
◎教職歴16年。同校に赴任して１年目。総
括教諭。カリキュラム管理グループ。地理歴
史・公民科。単位制の同校では、教務担当が
生徒の履修相談に乗る。例年夏に行われる
後期入学者（＊）への履修説明会で、昨年
はコロナ禍のため、動画を作成して配信。
繰り返し見られると、新入生に好評だった。

神奈川県立神奈川総合高校　全日制／普通科／共学／１学年約 250人／2020 年度入試合格実績（現役のみ）国公立大は、お茶の水
女子大、東京外国語大、東京藝術大、横浜国立大などに30人が合格。私立大は、慶應義塾大、早稲田大などに延べ 453人が合格。
＊同校では、海外帰国生特別募集として、10月入学となる後期募集を実施している。

教

そ

一

柏木　今回の絵を描いた時の状況を教えてください。
矢野　この絵を描いたのは５月下旬の臨時休業中で、参加
する予定だった美術コンクールが開催されず、新たな目標

を探していた時でした。さらに、運動会も中止になり、応

援団席に掲げる巨大な団画を制作する機会もなくなりまし

た。美術科の3年生として悔しい思いをしていたところだっ

たので、自分の力を外部に発信できるチャンスをいただけ

てうれしかったです。

柏木　表紙の絵として選んだ作品以外にも、候補として何
点か描いてくれたんですよね。

矢野　はい。どの作品でも、先生と生徒の関係の近さを表
現しました。私が第二高校に入学して驚いたのは、職員室

にいつもたくさんの生徒がいて、先生と話をしていること

でした。臨時休業期間を通じて、先生とのコミュニケーショ

ンの大切さを改めて感じたので、先生と生徒のつながりを

絵で表現したいと思ったんです。

柏木　先生はとても身近な存在なんですね。
矢野　勉強のことも進路のことも相談しやすいです。この
絵についても、先生方からいろいろな意見をいただきまし

た。校長先生にもアドバイスをいただいたんですよ。

柏木　美術科の先生だけではなく、校長先生にもですか！
いろいろな人から意見をもらうことで、混乱することはな

いのですか。

矢野　美術では、意外な部分が評価されたり、指摘を受け
たりすることがよくあります。そして、試行錯誤を重ねた

作品が「強い作品」として評価されるんです。確かに、以

前は指摘を受ける中で、自分を否定されているような気持

ちになったこともありました。でも今は、他者の意見に対

して、「自分の知らない魅力を引き出そうとしてくれてい

る」と思えるようになりました。

柏木　自分では気づいていない魅力を他者が見つけてくれ
る……それってまさに、人間関係の礎として必要なものか

もしれません。

矢野　作品に対する批評をそのように受け止められるよう
になってからは、人間関係でも相手のよいところにまず目

が向くようになったんです。よいところをたくさん見つけ

て、すぐにそれを相手に伝えてあげようという気持ちで、

他者と向き合えるようになりました。

柏木　そうした他者のよいところを見つけようという気持
ちは、矢野さんが絵で伝えようとした、第二高校における

先生と生徒のコミュニケーションにも通じるものかもしれ

ませんね。第二高校の職員室の様子を、矢野さんと一緒に

鑑賞してみたいなと思いました！　ありがとうございまし

た。

学校で他者のよさを見つけながら、
人と人がつながっていく

熊本県立第二高校
３年生
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那
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VIEW21 編集部
統括責任者

柏木 崇

表 紙制作者

聞き手

高 校 生 と の 対 話 で 描 く

1998 年 4 月号から生徒と教師の写真で飾られてきた本誌
表紙。2020 年 6 月号からは、臨時休業という想定外の状
況下で、学校での学びの価値を捉え直した生徒のアート作
品の力を借りて、引き続き、生徒と教師の関係を描きます。

矢野さんは、今回の表紙に掲載
した作品以外にも、写真と絵を
融合させたものなど、様々な手
法で作品を制作してくれた。下
は、矢野さんが第二高校の教師
に意見をもらうために提出した
制作途中のもの。

矢野さんが通う熊本県立第二高校の取り組みを、今号の
特集（P.16 ～ 20）で紹介しています。
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先 生 方とともに
高 校 生の 今と 未来をつなぐ
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お客様
サービスセンター

編集部からのお知らせ

開催日時 ２０２1年3月27日（土）
 13 時30分 ～15時 40 分
形式 オンライン（Zoom）
参加費 無料
主催 （株）ベネッセコーポレーション
 VIEW21編集部

参加申し込み受け付け中！

右の２次元コード、または
下記URLからお申し込みください。
申し込み締め切り
2021年３月24日（水）

『VIEW21』の『　　　　　』への名称変更に伴い、　　　　　創刊記念セミナーを開催いたします。
ご多用の時期とは存じますが、多くの先生方のご参加を心よりお待ちしております。

プログラム
◎特別講演　将棋棋士　羽生善治　九段

「予測困難な時代を生きる私たち人間に求められていること」

◎基調講演　國學院大學　田村 学　教授
「コロナ禍の今こそ、『新学習指導要領』の要諦を改めて捉える」

◎分科会
 「新学習指導要領に基づく新教育課程の編成で必要な視点・考え方」
 事例校による実践発表とベネッセ文教総研による解説

 「ICT× 新学習指導要領 ×個別最適化
 ～GIGAスクール構想でどのような学びを実現するか～」

◎特別プログラム
若手教師による、「私が考える　　　　　　　 」の発表
＊プログラムの内容は、変更する可能性がございます。あらかじめご了承ください。
＊本セミナーへのご参加には、スマートフォン・タブレット・パソコンのいずれかが必要です。
　接続にかかる通信費用は、参加される方のご負担となります。
＊お問い合わせは、下段の「お客様サービスセンター」までお願いいたします。
＊本誌をお送りした封書に、本セミナーの詳しいご案内を同封しております。ぜひご覧ください。https://enquete.benesse.ne.jp/forms/o/we95866ed9/form.php

〈ビューネクスト〉

新名称

創刊記念セミナーのご案内

教育情報誌『VIEW21』は、2021年 4月、名称を変更いたします。
予測困難な時代だからこそ、今をしっかりと見つめ、未来を描く。

21世紀のその先も、
先生方の今に寄り添い続ける学校教育のパートナーとなることを目指します。

高校領域

小・中学校領域
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新課程に向けて描く「学校教育デザイン」

群馬県立吉井高校
　主体的・対話的で深い学びへ
実践　アクティブ・ラーニング

工業　石川県立工業高校　長田英史

現代文　兵庫県・私立百合学院中学校・高校　内橋朋子
　
指導変革の軌跡

北海道札幌北高校

特集

なが た ひでふみ

とも こ

https://berd.benesse.jp
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